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ド キュ メ ン ト オーバービ ュー

デバイス 文書 内容 備考

セ ラバー S

4...20 mA HART

技術仕様書 TI383P テ ク ニカルデータ

- この書類はマニュ アル CD に収録されて

います。

- この書類はイ ン ターネ ッ ト でも入手でき

ます。 → 
参照 ： www.endress.com → Download

取扱説明書 BA271P - 本製品について

- 設置

- 配線

- 操作

- コ ミ ッ シ ョ ニング ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ

メ ニュー詳細

- 保守

- ト ラブルシューテ ィ ング と スペア部品

- 付録 ： メ ニ ューイ ラ ス ト

取扱説明書 BA274P - 圧力･レベル測定の設定例

- パラ メ ータの詳細

- ト ラブルシューテ ィ ング

- 付録 ： メ ニ ューイ ラ ス ト

簡易取扱説明書 KA1019P - 設置

- 配線

- 現場操作

- コ ミ ッ シ ョ ニング

- ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニ ュー詳細

簡易取扱説明書 KA218P - 配線

- 現場操作－機器本体デ ィ スプレ イ な し

- ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニ ュー詳細

-  HistoROM®/M-DAT 操作

機能安全マニュ アル SD190P - セ ラバー S の安全機能

- 操作、 不具合におけ る対応

- コ ミ ッ シ ョ ニングおよび繰返し試験

- 設定

- 技術的安全性に関する特性定量値

- 管理の概要

- この説明書が適用されるのは、 機能 100

「追加オプシ ョ ン 1」 または機能 110 「追

加オプシ ョ ン 2」 でバージ ョ ン 「E」 が

示されているデバイ スです。

→ 技術仕様書 TI383P の 「オーダ リ ング

イ ンフ ォ メ ーシ ョ ン」 の章を参照 く だ さ

い。
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デバイス 文書 内容 備考

デルタバー S

4...20 mA HART

技術仕様書 TI382P テ ク ニカルデータ

- この書類はマニュ アル CD に収録されて

います。

- この書類はイ ン ターネ ッ ト でも入手でき

ます。 

→ 参照 ： www.endress.com → Download

取扱説明書 BA270P - 本製品について

- 設置

- 配線

- 操作

- コ ミ ッ シ ョ ニング ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ

メ ニュー詳細

- 保守

- ト ラブルシューテ ィ ング と スペア部品

- 付録 ： メ ニューイ ラ ス ト

取扱説明書 BA274P - 圧力･レベル ・ 流量測定の設定例

- パラ メ ータの詳細

- ト ラブルシューテ ィ ング

- 付録 ： メ ニューイ ラ ス ト

簡易取扱説明書 KA1018P - 設置

- 配線

- 現場操作

- コ ミ ッ シ ョ ニング

- ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニ ュー詳細

簡易取扱説明書 KA218P - 配線

- 現場操作－機器本体デ ィ スプレ イ な し

- ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニ ュー詳細

-  HistoROM®/M-DAT 操作

機能安全マニュ アル SD189P - デルタバー S の安全機能

- 操作、 不具合におけ る対応

- コ ミ ッ シ ョ ニングおよび繰返し試験

- 設定

- 技術的安全性に関する特性定量値

- 管理の概要

- この説明書が適用されるのは、 機能 100

「追加オプシ ョ ン 1」 または機能 110

「追加オプシ ョ ン 2」 でバージ ョ ン 「E」

が示されているデバイ スです。

→ 技術仕様書 TI382P の 「オーダ リ ング

イ ンフ ォ メ ーシ ョ ン」 の章を参照 く だ さ

い。
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デバイス 文書 内容 備考

デルタパイ ロ ッ ト  S

4...20 mA HART

技術仕様書 TI416P テ ク ニカルデータ

- この書類はマニュ アル CD に収録されて

います。

- この書類はイ ン ターネ ッ ト でも入手でき

ます。 

→ 参照 ： www.endress.com → Download

取扱説明書 BA332P - 本製品について

- 設置

- 配線

- 操作

- コ ミ ッ シ ョ ニング ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ

メ ニュー詳細

- 保守

- ト ラブルシ ューテ ィ ング と スペア部品

- 付録 ： メ ニューイ ラ ス ト

取扱説明書 BA274P - 圧力･レベル測定の設定例

- パラ メ ータの詳細

- ト ラブルシ ューテ ィ ング

- 付録 ： メ ニューイ ラ ス ト

簡易操作説明書 KA1020P - 設置

- 配線

- 現場操作

- コ ミ ッ シ ョ ニング

- ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニュー詳細

 レポレ ロ KA218P - 配線

- 操作パーツの説明

-  HistoROM®/M-DAT 操作

機能安全マニ ュ アル SD213P - デルタパイ ロ ッ ト S の安全機能

- 操作、 不具合における対応

- コ ミ ッ シ ョ ニングおよび繰返し試験

- 設定

- 技術的安全性に関する特性定量値

- 管理の概要

- この説明書が適用されるのは、 機能 100

「追加オプシ ョ ン 1」 または機能 110

「追加オプシ ョ ン 2」 でバージ ョ ン 「E」

が示されているデバイ スです。

→ 技術仕様書 T1416P の 「オーダ リ ング

イ ンフ ォ メ ーシ ョ ン」 の章を参照 く だ さ

い。
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※本機器を安全にご使用いただ く ために
●本書に対する注意

1) 本書は、 最終ユーザまでお届けいただき ますよ う お願いし ます。

2) 本製品の操作は、 本書を よ く 読んで内容を理解し た後に行なって く ださい。

3) 本書は、 本製品に含まれる機能詳細を説明する ものであ り 、 お客様の特定目的に適合する ものでは

あ り ません。

4) 本書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ と は固 く お断 り いた し ます。

5) 本書の内容については、 将来予告無しに変更する こ と があ り ます。

6) 本書の内容については、 細心の注意を も って作成し ま し たが、 も し不審な点や誤 り 、 記載もれなど

お気付きの こ と があ り ま し た ら当社営業所 ・ サービ ス またはお買い求めの代理店までご連絡 く だ

さい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御する システムの保護 ・ 安全のため当該製品を取 り 扱 う 際には、 本

書の安全に関する指示事項に従って く ださい。 なお、 これらの指示事項に反する扱いを された場合

は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

2) 本製品を、 安全に使用し ていただ く ため本書に使用する シンボルマークは下記の通 り です。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡し た り 、 大けがを し た り するほ

か、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示し ています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 し てはいけない行為 （禁止事項） を示し ています。

の中や近 く に具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずし てほしい行為を示し ています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用し ている場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれて く ださい。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・ 工場電気設防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気で も使用でき る機

器がございます （0 種場所、 1 種場所および 2 種場所に設置）。 設置する場所に応じ て、 本質安全防

爆構造 ・ 耐圧防爆構造あ るいは特殊防爆構造の機器を選定し て頂き ご使用 く ださい。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加え られてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行って く ださい。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員 と技術員および取 り 扱いに関わるすべての関

係者の健康 と安全に対する危険性を回避する ために、 適正な洗浄を行なって く ださい。

返却時には必ず添付 「安全／洗浄確認依頼書」 に記入し ていただき、 この依頼書 と製品を必ず一緒

に送 り く ださい。

必要事項を記入し て頂かない限 り 、 ご依頼をお受けする こ と ができ ません。

また返却の際、 弊社従業員あ るいは技術員 と必ず事前に打ち合わせの上、 返却を し て く ださい。

危険

警告

注意
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安全／洗浄確認依頼書

物品を受け取る弊社従業員 と 技術員および、取扱いに関わるすべての関係者の健康と 安全に対する危険性を回避する
ために、 適正な洗浄を行なって頂 く と共に被測定物についての的確な情報を記載下さ る よ う お願い申し上げます。
For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please proceed proper cleaning and give the
precise information of the matter.

会社名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当者名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  
（Company:） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （Person to contact:）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
（Address:）

電話 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ ： 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Tel.:） （Fax:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

返品理由／ Process data

型式：　　　　　　　　　　　　　　　 　 ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ：　　　　　　　　　　　　　　　　 
（Type of instruments:） （Serial number:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

プロセスデータ／ Process data

特性／ Properties：

私 （達） は、 返送し た製品に毒性 （酸性、 アルカ リ 性溶液、 触媒体等） または すべての危険性がない こ と を こ こ に
確認し ます。 放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、 お送 り にな る前に除染されていなければな り ません。
We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous materials （acids, alkaline
solutions, solvents） . Radioactive contaminated instruments must be decontaminated according to the radiological safety
regulations prior to shipment.

日付／ date ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ご署名／ signature ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

本依頼書は製品と一緒にお送りください。

修理／ Repair 校正／ Calibration 交換／ Exchange

返品／ Return その他／ Other 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

被測定物：
（Process matter:）

使用洗浄液名：
　 （Cleaned with ： ）

毒性／ Toxic 水と反応／ Reacts with water

腐食性／ Corrosive 水溶性／ Soluble in water

爆発性／ Explosive 判別不能／ Unknown

生物学的危険性／ Biologically dangerous 安全／洗浄確認依頼書をすべて記入して頂かない限り、ご依頼を
お受けすることができません。
The order can not be handled without the completed safety sheet.放射性／ Radioactive
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1 ド キュ メ ント の使用について

7 章では、 全てのパラ メ ータが メ ニュー上でどのよ う に表示されるかを記載し ています。 4 章か
ら 6 章までは典型的な設定例を述べています。
1.1 章から 1.3 章までは容易にパラ メ ータの詳細を検索でき る方法を示し ています。

1.1 ID No. を使用し てパラ メ ータの詳細を検索

機器本体デ ィ スプレ イでは個々のパラ メ ータに個別の ID ナンバーが表示されます。 2 章では全
てのパ ラ メ ータ を ID ナンバー順に リ ス ト ア ッ プ し ています。 リ ス ト 中の参照ページか ら パ ラ
メ ータの詳細へ リ ン ク し ています。
操作プロ グ ラ ムには、 2 章に リ ス ト ア ッ プ し たパラ メ ータ以外に追加のパラ メ ータがあ り ます。
これらのパラ メ ータは索引から検索する こ と ができ ます。 →1.3 章を参照 く ださい。

1.2 グラ フ ィ ッ ク表示を使用し て機能グループの検索

全ての機能グループが 3 章の表に記載されています。表中の参照ページからパラ メ ータの詳細へ
リ ン ク し ています。7 章では機能グループに属する全てのパラ メ ータが表毎に編集されています。

1.3 パラ メ ータ名 （索引） を使用し てパラ メ ータの詳細を検索

アルフ ァベッ ト 順に全てのパラ メ ータが記載されています。 この索引からパラ メ ータの詳細へ リ
ン ク し ています。
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2 ID No. から のパラ メ ータ 検索

ID ナンバー パラメータ名 参照ページ

001 密度単位 – レベル選択「レベルイージープレ ッ シ ャー」 64 または 97

003 高さ単位 64

004 満量校正 – ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ 51

004 満量校正 – レベル選択「レベルイージープレ ッ シ ャー」 61

004 満量校正 – レベル選択「レベルイージーハイ ト 」 65

005 満量圧力 61

006 最大高さ 66

007 密度補正 – レベル選択「レベルイージーハイ ト 」 64 または 97

008 校正モード  – レベル選択「レベルイージープレ ッ シ ャー」 60

008 校正モード  – レベル選択「レベルイージーハイ ト 」 64

009 ゼロ点ポジシ ョ ン 65

010 空校正 – ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ 50

010 空校正 – レベル選択「レベルイージープレ ッ シ ャー」 60 または 61

010 空校正 – レベル選択「レベルイージーハイ ト 」 65

011 空圧力 61

012 URV 設定 – レベル選択「レベルイージープレ ッ シ ャー」 61

012 URV 設定 – レベル選択「レベルイージーハイ ト 」 66

013 LRV 設定 – レベル選択「レベルイージープレ ッ シ ャー」 61

013 LRV 設定 – レベル選択「レベルイージーハイ ト 」 66

014 ダウ ン ロー ド 選択 126

015 満量圧力 参照 1

1) デルタバー S の SD189P、セ ラバー S の SD190P およびデルタパイ ロ ッ ト  S の SD213P 安全マニュ アル

を参照

016 空圧力 参照 1

017 満量校正 参照 1

018 空校正 参照 1

020 レベル選択 46

021 LRV 設定 参照 1

022 URV 設定 参照 1

023 出力単位 – レベル選択「レベルイージープレ ッ シ ャー」 60

023 出力単位 – レベル選択「レベルイージーハイ ト 」 64

025 プロセス密度 – レベル選択「レベルイージープレ ッ シ ャー」 97

036 プ リ アンブル番号 115

042 電流 ト リ ム 20mA 131

043 オフセ ッ ト  4mA ト リ ム 131

044 オフセ ッ ト  20mA ト リ ム 131

045 電流 ト リ ム 4mA 131

046 ア ラーム ステータ ス 128

047 リ セ ッ ト コー ド の入力 125

048 挿入ピ ン番号 126

050 リ ニア ラ イ ズ前のレベル 122

055 ユーザー指定 TAG No. 116

060 圧力単位 56, 59, 63, 67 または 92

075 ユーザー単位 P 56, 59, 63, 67 または 92

079 言語 45

245 LRV 設定 –「圧力」 測定モード 48 または 56

246 URV 設定 –「圧力」 測定モー ド 48 または 56

247 ダン ピ ング値 48, 51, 53, 57, 61, 66, 77, 81, 90 または 95

250 センサシ リ アル No. 119

251 センサ損傷最小圧力 119

252 センサ損傷最大圧力 119

254 出力電流 112

264 ソ フ ト ウ ェア バージ ョ ン 117

266 ハー ド ウ ェア 改訂番号 117

270 SIM. 電流 127

271 HART メ ッ セージ 115

272 追加の情報 116

301 圧力 –「圧力」 測定モー ド 121

圧力 –「レベル」 測定モー ド 122

圧力 –「流量」 測定モー ド 123

305 ロ ング TAG 番号 116
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ID ナンバー パラメータ名 参照ページ

309 現在値を LRV に 57

310 現在値を URV に 57

311 最大流量 52 または 95

313 容量単位 –「 リ ニア」 レベルタ イプ 71 または 75

容量単位 –「圧力 リ ニア ラ イ ズ」 レベルタ イプ 79

容量単位 –「レベル リ ニア ラ イ ズ」 レベルタ イプ 84

314 空校正 – ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ 50

空校正 –「 リ ニア」 レベルタ イプ 73

空校正 –「レベル リ ニア ラ イ ズ」 レベルタ イプ 87

315 満量校正 – ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ 51 

満量校正 –「圧力 リ ニア ラ イ ズ」 レベルタ イプ 74

満量校正 –「レベル リ ニア ラ イ ズ」 レベルタ イプ 87

316 密度補正 –「 リ ニア」 レベルタ イプ 74

密度補正 –「レベル リ ニア ラ イ ズ」 レベルタ イプ 88

密度補正 –「レベル」 拡張セ ッ ト ア ッ プ 97

317 圧力ユーザー単位係数 56, 68 または 93

318 温度単位 –「圧力」 測定モー ド 96 

温度単位 –「レベル」 測定モー ド 97

温度単位 –「流量」 測定モー ド 99

319 オフセ ッ ト 校正 54

323 ローフ ローカ ッ ト オフ値 99

329 ユーザー単位係数 積算計 1 108

330 ユーザー単位係数 積算計 2 109

331 積算計 1 リ セ ッ ト 109

332 ア ラーム ウ ィ ン ド ウの最小圧力 130

333 ア ラーム ウ ィ ン ド ウの最大圧力 130

334 ア ラーム ウ ィ ン ド ウの最低温度 130

335 ア ラーム ウ ィ ン ド ウの最高温度 130

336 ア ラーム遅延 129

339 表示コ ン ト ラ ス ト 111

342 ア ラーム時の最大値設定 113

343 最小電流値設定 113

345 バス ア ド レ ス 114

350 デバイ スの形式 117

351 デバイ ス タ イプ、 デルタバー S 114

352 設定レ コーダ 117

354 デバイ スシ リ アル No. 116

357 PCB 温度 117

358 PCB 許容最小温度 117

359 PCB 許容最大温度 117

360 プロセス接続材質 + 側 118

361 プロセス接続材質 - 側  118

362 シールタ イプ 118

363 DIP ス イ ッ チ ステータ ス 117

365 メ ンブレ ン材質 120

366 充填液 120

367 センサ温度 121 または 123

368 最低温度センサ 120

369 最高温度センサ 120

370 タ ン ク測定 122

375 サプレ ッ シ ョ ン フ ロー 123

378 測定値 ト レン ド 121 または 123

380 カ ウ ン タ ： P > 最大圧力 123

382 ピーク ホール ド リ セ ッ ト 124

383 最大測定圧力 圧力センサ上限 123

386 電子基板シ リ アル No. 116

388 エ ラー時の出力モー ド 112

389 測定モー ド 45

390 リ ニア / ス ク エアルー ト  113

391 流量単位 93

392 校正モー ド –「 リ ニア」 レベルタ イプ 73

校正モー ド –「レベル リ ニア ラ イ ズ」 レベルタ イプ 87

397 テーブル入力モード 101

398 積算計 1 単位 –「体積流量（p. cond）」 流量測定タ イプ 108

399 積算計 2 単位 –「体積流量（p. cond）」 流量測定タ イプ 109

400 逆方向流量積算計 1 108

401 ア ラームモー ド 確認 128
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ID ナンバー パラメータ名 参照ページ

404 カ ウ ン タ ： T> 最高温度 124

409 稼働時間 125

413 シ ミ ュ レーシ ョ ン モー ド 127

414 圧力シ ュ ミ レーシ ョ ン 127

416 逆方向流量積算計 2 109

419 表示内容 110

423 表示切替 110

432 製造者 ID 115

434 補正圧力 –「圧力」 測定モー ド 121

補正圧力 –「レベル」 測定モー ド 122

補正圧力 –「流量」 測定モー ド 123

442 ローフ ローカ ッ ト オフ 99

467 カ ウ ン タ ： P > 最小圧力 124

469 最小測定圧力 圧力センサ上限 124

471 最大測定圧力 温度単位 124

472 カ ウ ン タ ： T< 最低温度 124

474 最小測定圧力 温度単位 124

476 エ ラー No. シ ュ ミ レーシ ョ ン 128

480 ア ラーム表示時間 129

481 HART 日付 115

482 プロセス接続タ イプ 117

484 圧力センサ LO リ ミ ッ ト 119

485 圧力センサ HI リ ミ ッ ト 119

487 センサハード ウ ェ ア REV 120

488 PCB カ ウ ン ト ： T> 最高温度 124

490 PCB 最高温度 124

492 PCB カ ウ ン ト ： T< 最低温度 124

494 PCB 最低温度 124

500 ア ラームモー ド 確認 ア ラーム 128

549 テーブルの表示 103

549 テーブル入力、 ラ イ ンナンバー（入力モー ド） 102

550 テーブル入力、 X 値（入力モー ド） 102

551 テーブル入力、 Y 値（入力モー ド ） 102, 102

563 位置補正入力 48, 50 または 54

564 最後の診断コー ド コー ド 128

570 プロセス接続の最大圧力 117

571 質量流量単位 94

581 センサタ イプ 119

584 センサ圧力 –「圧力」 測定モー ド 121

センサ圧力 –「レベル」 測定モー ド 122

センサ圧力 –「流量」 測定モー ド 123

591 最小スパン 119

595 ア ラーム タ イプの選択 129

597 出力オーバーア ラーム 113

600 ア ラーム タ イプの選択 129

603 すべてのア ラームを リ セ ッ ト 129

607 容量ユーザー単位係数 –「 リ ニア」 レベルタ イプ 72

容量ユーザー単位係数 –「圧力 リ ニア ラ イ ズ」 レベルタ イプ 79

容量ユーザー単位係数 –「レベル リ ニア ラ イ ズ」 レベルタ イプ 85

608 容量ユーザー単位 –「 リ ニア」 レベルタ イプ 71

容量ユーザー単位 –「圧力 リ ニア ラ イ ズ」 レベルタ イプ 79

容量ユーザー単位 –「レベル リ ニア ラ イ ズ」 レベルタ イプ 85

609 流量ユーザー単位係数 95

610 流量ユーザー単位 94

627 積算計 1 ユーザー単位 108

628 積算計 2 ユーザー単位 109

634 最大流量圧力 53 または 95

637 LRV 設定 –「流量」 拡張セ ッ ト ア ッ プ 99

638 URV 設定 –「流量」 拡張セ ッ ト ア ッ プ 100

639 SIM. 流量値 127

640 流量測定タ イプ 93

652 積算計 1 123

655 積算計 1 オーバーフ ロー 123

657 積算計 2 123

658 積算計 2 オーバーフ ロー 123

660 基準流量単位 94

661 ノ ーマル流量単位 93
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ID ナンバー パラメータ名 参照ページ

662 積算計 1 単位 –「質量流量」 流量測定タ イプ 108

663 積算計 2 単位 –「質量流量」 流量測定タ イプ 109

664 積算計 1 単位 –「体積流量（std.）」 流量測定タ イプ 108

665 積算計 2 単位 –「体積流量（std.）」 流量測定タ イプ 109

666 積算計 1 単位 –「体積流量（Norm）」 流量測定タ イプ 108

667 積算計 2 単位 –「体積流量（Norm）」 流量測定タ イプ 109

679 測定値 –「圧力」 121

測定値 –「レベル」 121

測定値 –「流量」 122

685 ゼロ点補正 48, 50, 52 または 54

688 メ イ ンデータ フ ォーマ ッ ト 110

694 電流特性 –「圧力」 112

695 電流特性 –「流量」 112

696 電流特性 –「高さ」 112

699 デバイ ス リ ビジ ョ ン 115

703 質量ユーザー単位係数 –「 リ ニア」 レベルタ イプ 73

質量ユーザー単位係数 –「圧力 リ ニア ラ イ ズ」 レベルタ イプ 80

質量ユーザー単位係数 –「レベル リ ニア ラ イ ズ」 レベルタ イプ 86

704 質量ユーザー単位 –「 リ ニア」 レベルタ イプ 72

質量ユーザー単位 –「圧力 リ ニア ラ イ ズ」 レベルタ イプ 80

質量ユーザー単位 –「レベル リ ニア ラ イ ズ」 レベルタ イプ 86

705 高さ ユーザー単位係数 –「 リ ニア」 レベルタ イプ 71 または 76

高さ ユーザー単位係数 –「レベル リ ニア ラ イ ズ」 レベルタ イプ 84 または 89

706 高さ ユーザー単位 –「 リ ニア」 レベルタ イプ 70 または 76 

高さ ユーザー単位 –「レベル リ ニア ラ イ ズ」 レベルタ イプ 84 または 89

708 高さ単位 –「 リ ニア」 レベルタ イプ 70 または 76

高さ単位 –「レベル リ ニア ラ イ ズ」 レベルタ イプ 83 または 88

709 質量単位 –「 リ ニア」 レベルタ イプ 72

質量単位 –「圧力 リ ニア ラ イ ズ」 レベルタ イプ 80

質量単位 –「レベル リ ニア ラ イ ズ」 レベルタ イプ 85

710 空圧力 –「 リ ニア」 レベルタ イプ 74

空圧力 –「レベル リ ニア ラ イ ズ」 レベルタ イプ 87

711 満量圧力 –「 リ ニア」 レベルタ イプ 74 

満量圧力 –「レベル リ ニア ラ イ ズ」 レベルタ イプ 87

712 最大レベル 86

713 最大タ ン ク測定 101 

714 レベルシ ュ ミ レーシ ョ ン 127

715 タ ン ク測定のシ ュ ミ レーシ ョ ン 127

717 テーブルの表示（選択） 103

718 レベルモード 68

719 LRV 設定 –「レベル」 基本設定 77

720 URV 設定 –「レベル」 基本設定 77

755 最小レベル 86

759 最小タ ン ク測定 101 

760 電流出力割当 113

761 最大静圧 81

762 LRV 設定 –「レベル」 拡張セ ッ ト ア ッ プ 98

763 URV 設定 –「レベル」 拡張セ ッ ト ア ッ プ 98

764 電流特性 –「タ ン ク レベル」 112

770 テーブル入力（入力の継続） 103

775 最大静圧 80

802 デバイ ス タ イプ、 セ ラバー S 114

804 測定タ イプ 70

805 測定タ イプ 79

806 測定タ イプ 83

808 テーブル選択 101

809 テーブル入力（テーブル選択） 102

810 補正密度 –「 リ ニア」 レベルタ イプ 74

補正密度 –「レベル リ ニア ラ イ ズ」 レベルタ イプ 87

811 プロセス密度 97

812 密度単位 –「 リ ニア」 レベルタ イプ 74

密度単位 –「レベル リ ニア ラ イ ズ」 レベルタ イプ 88

813 100 % ポ イ ン ト  –「 リ ニア」 レベルタ イプ 77

100 % ポ イ ン ト  –「レベル リ ニア ラ イ ズ」 レベルタ イプ 89
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814 ゼロ点ポジシ ョ ン –「 リ ニア」 レベルタ イプ 77 

ゼロ点ポジシ ョ ン –「レベル リ ニア ラ イ ズ」 レベルタ イプ 90

815 タ ン ク の説明 103

831 HistoROM 利用可能 126

832 HistoROM 制御 126

836 安全ロ ッ ク ステータ ス 参照 1

1) デルタバー S の SD189P、セ ラバー S の SD190P およびデルタパイ ロ ッ ト  S の SD213P 安全マニュ アル

を参照

安全ロ ッ ク

838 安全パス ワー ド 参照 1

840 小数点設定 111

841 小数点設定 参照 1

844 ア ラームモー ド 確認 参照 1

845 測定モー ド 参照 1

847 オフセ ッ ト 校正 参照 1

848 最大流量 参照 1

849 最大流量圧力 参照 1

850 ローフ ローカ ッ ト オフ 参照 1

851 ローフ ローカ ッ ト オフ値 参照 1

852 LRV 設定 参照 1

853 URV 設定 参照 1

854 リ ニア / ス ク エアルー ト  参照 1

855 ダンピ ング値 参照 1

856 パス ワー ド確認 参照 1

858 タ ン ク容量 75

859 タ ン ク高さ 76

875 電流出力 参照 1
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3 機能グループのグラ フ ィ ッ ク 表示

! 注意 ! 
測定モード 「流量」 はデルタバー S のみ設定可能です。 「*」 マークはデルタバー S のみ表示され
ます。

セレクションレベル 1 セレクションレベル 2（グループ） 機能グループ 参照ページ

言語 言語 （079） → 45

測定モード 測定モード （389） → 45

ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ圧力 → 47

ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プレベル → 49

ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ 流量 * → 52

オペレーテ ィ ング メ ニュー （555） → セ ッ テ ィ ング （557） → 位置補正 → 53

→ 基本セ ッ ト ア ッ プ 圧力 → 55

→ 基本セ ッ ト ア ッ プ レベル、 「レベル

イージープレ ッ シ ャー」

→ 58

→ 基本セ ッ ト ア ッ プ レベル、 「レベル

イージーハイ ト 」

→ 62

→ 基本セ ッ ト ア ッ プ レベル、 「レベル

エキスパー ト 」

→ 67

 → 基本セ ッ ト ア ッ プ 流量 * → 91

→ 拡張セ ッ ト ア ッ プ 圧力 → 96

→ 拡張セ ッ ト ア ッ プ レベル → 96

→ 拡張セ ッ ト ア ッ プ

流量 *

→ 99

→ リ ニア ラ イゼーシ ョ ン – 

機器本体デ ィ スプレ イ

→ 100

→ リ ニア ラ イゼーシ ョ ン – 

デジ タル通信

→ 104

→ 積算計セ ッ ト ア ッ プ * → 107

→ 安全確定 → 参照 1

→ デ ィ スプレ イ （558） → 110

→ 出力 （559） → 112

→ ト ラ ン ス ミ ッ タ イ ンフ ォ （560） → HART データ → 114

→ ト ラ ン ス ミ ッ タデータ → 116

→ プロセス接続 → 117

→ センサデータ → 119

→ プロセス イ ンフ ォ （561） → プロセス値 圧力 → 121

→ プロセス値 レベル → 121

→ プロセス値 流量 * → 122

→ ピーク ホール ド → 123

→ オペレーシ ョ ン → 125

→ 自己診断 （562） → シ ミ ュ レーシ ョ ン → 127

→ メ ッ セージ → 128

→ ユーザー限度 → 130 

→ サービ ス （561） → システム 2 → 131 

1) デルタバー S の SD189P、 セ ラバー S の SD190P およびデルタパイ ロ ッ ト  S の SD213P 安全マニュ アルを参照
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4 圧力測定

4.1 基準圧力で校正

例：
この例では、 500 mbar センサ仕様のデバイ ス を測定レンジ 0...+300 mbar に設定し ます （4 mA の
値と し て 0 mbar、 20 mA の値 と し て 300 mbar）。

前提条件：
• 既にデバイ スは設置されていて、 0 mbar と  300 mbar の実圧をかける こ と ができ る条件。

! 注意 ! 
• デルタバー S 取扱説明書 （BA270P） の 6.6 章 「差圧測定」、 セラバー S 取扱説明書 （BA271P）

の 6.4 章 「圧力測定」、 またはデルタパイ ロ ッ ト  S 取扱説明書 （BA332P） の 6.5 章 「圧力測定」
を参照 く ださい。

• パラ メ ータの詳細に関し ては下記のページを参照 く ださ い。
- 45 ページ、 表 2 ： 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ]
- 53 ページ、 表 6 ： 位置補正 [ ｲﾁﾎｾｲ ]
- 55 ページ、 表 7 ： 基本設定 [ ｷﾎﾝｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]

• 関連するパラ メ ータの詳細に関し ては下記のページを参照 く ださ い。
- 96 ページ、 表 15 ： 拡張セ ッ ト ア ッ プ [ ｶｸﾁｮｳｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]
- 121 ページ、 表 25 ： プロセス値 [ ﾌﾟﾛｾｽﾊﾞﾘｭｰ ]

説明

1 デルタバー S ： デバイ スの設定を行 う 前に導圧配

管の洗浄を し て、 測定対象液で満た し て く だ さ

い。 取扱説明書 BA270P、 6.6 章を参照 く ださい。

P01-PMD75xxx-19-xx-xx-xx-000

P01-xxxxxxxx-05-xx-xx-xx-010

図 1 基準圧力で校正

1 表のステ ッ プ 6 を参照

2 表のステ ッ プ 7 を参照

2 必要に応じ て位置補正を行います。 53 ページ、 表 

6 「位置補正」 を参照 く ださい。

3 必要に応じ て、 「測定モード」 パラ メ ータから

「圧力」 測定モード を選択し ます。

機器本体デ ィ スプレ イ ：

メ ニューパス ： グループセレ ク シ ョ ン → 測定

モード

デジ タル通信 ：

メ ニューパス ： オペレーテ ィ ング メ ニュー → 
セ ッ テ ィ ング → 基本セ ッ ト ア ッ プ → 測定モード

4 機器本体デ ィ スプレ イ ：

機能グループの 「基本設定」 を選択し ます。

メ ニューパス ： グループセレ ク シ ョ ン → オペ

レーテ ィ ング メ ニュー → セ ッ テ ィ ング → 基本

セ ッ ト ア ッ プ

5 「圧力単位」 パラ メ ータから圧力単位を選択し ま

す。 こ こ では例 と し て mbar を選択し ます。

6 低側レ ンジ （4 mA 時） の圧力値をデバイ スにか

けます。 こ こでは例と し て 0 mbar と し ます。

「現在値を LRV に設定」 パラ メ ータ を選択し ま

す。

現在の値を登録。 現在の圧力値が低側電流値 （4 

mA） と し て設定されます。

+ –

20

4

I
[mA]

0 300 p
[mbar]

➀

➁
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! 注意 ! 
• ユーザー指定単位も同様に設定が行えます。 「圧力単位」 のパラ メ ータの詳細を参照 く だ さ い

（→ 56 ページ）。

4.2 基準圧力な し で校正

例：
この例では、 400 mbar センサ仕様のデバイ ス を測定レンジ 0...+300 mbar に設定し ます （4 mA の
値と し て 0 mbar、 20 mA の値 と し て 300 mbar）。

前提条件：
• こ の校正は理論上の校正で、 低側レンジ と高側レンジが分かっている こ と。

! 注意 ! 
• デルタバー S 取扱説明書 （BA270P） の 6.6 章 「差圧測定」、 セラバー S 取扱説明書 （BA271P）

の 6.4 章 「圧力測定」、 またはデルタパイ ロ ッ ト  S 取扱説明書 （BA332P） の 6.5 章 「圧力測定」
を参照 く ださい。

• デバイ スの方向によ っては測定値が変動する こ と があ り ます （コ ンテナが空でも測定値はゼロ
を示し ません）。 → 位置補正を行 う には、 53 ページ、 表 6 「位置補正」 を参照 く ださい。

• パラ メ ータの詳細に関し ては下記のページを参照 く ださ い。
- 45 ページ、 表 2 ： 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ]
- 53 ページ、 表 6 ： 位置補正 [ ｲﾁﾎｾｲ ]
- 55 ページ、 表 7 ： 基本設定 [ ｷﾎﾝｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]

• 関連するパラ メ ータの詳細に関し ては下記のページを参照 く ださ い。
- 96 ページ、 表 15 ： 拡張セ ッ ト ア ッ プ [ ｶｸﾁｮｳｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]
- 121 ページ、 表 27 ： プロセス値 [ ﾌﾟﾛｾｽﾊﾞﾘｭｰ ]

7 高側レ ンジ （20 mA 時） の圧力値をデバイ スにか

けます。 こ こ では例と し て 300 mbar と し ます。

「現在値を URV に設定」 パラ メ ータ を選択し ま

す。

現在の値を登録。 現在の圧力値が高側電流値 （20 

mA） と し て設定されます。

8 結果 ：

測定レ ンジは 0...+300 mbar に設定されま し た。

説明
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! 注意 ! 
• 「ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ」 メ ニューから も基準圧力な しで校正を行 う こ と ができ ます。

→ 47 ページ、 表 3 「ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ」 メ ニューを参照 く ださい。
• ユーザー指定単位も同様に設定が行えます。 「圧力単位」 パラ メ ータの詳細を参照 く ださ い

（→ 56 ページ）。

説明

1 必要に応じ て、 「測定モード」 パラ メ ータから

「圧力」 測定モード を選択し ます。

機器本体デ ィ スプレ イ ：

メ ニューパス ： グループセレ ク シ ョ ン → 測定

モード

デジ タル通信 ：

メ ニューパス ： オペレーテ ィ ング メ ニュー → 
セ ッ テ ィ ング → 基本セ ッ ト ア ッ プ → 測定モード

P01-PMP71xxx-19-xx-xx-xx-000

P01-xxxxxxxx-05-xx-xx-xx-010

図 2 基準圧力な し で校正

1 表のステ ッ プ 4 を参照

2 表のステ ッ プ 5 を参照

2 機器本体デ ィ スプレ イ ：

機能グループの 「基本設定」 を選択し ます。

メ ニューパス ： グループセレ ク シ ョ ン → オペ

レーテ ィ ング メ ニュー → セ ッ テ ィ ング → 基本

セ ッ ト ア ッ プ

3 「圧力単位」 パラ メ ータから圧力単位を選択し ま

す。 こ こ では例 と し て mbar を選択し ます。

4 「LRV 設定」 パラ メ ータ を選択し ます。

値を入力。 こ こ では 0 mbar を入力し ます。 こ の

圧力値が低側電流値 （4 mA） と し て設定されま

す。

5 「URV 設定」 パラ メ ータ を選択し ます。

値を入力。 こ こ では 300 mbar を入力し ます。 こ

の圧力値が高側電流値 （20 mA） と し て設定され

ます。

6 結果 ：

測定レ ンジは 0...+300 mbar に設定されま し た。

20

4

I
[mA]

0 300 p
[mbar]
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5 レ ベル測定

5.1 レベル測定の概要

測定作業 レベル選択 /
レベルモード

実測変数
オプション

説明 コメント 測定値の表示

測定変数が測定圧に正

比例し ています。

圧力レベル 2 つの値の

組み合わせを入力し、

校正し ます。

レベル選択 ： レベ

ルイージープレ ッ

シ ャー

出力単位パラ メ ー

タ ： %、 レベル、

容量、 質量単位

- 基準圧力で校正

（ウ ェ ッ ト 校正）。

17 ページ、 5.2.1 章を

参照 く だ さい。

- 基準圧力な しで校正

（ド ラ イ校正）。

19 ページ、 5.2.2 章を

参照 く だ さい。

- 不適当な入力が可能

- SIL モード可

- 単位のカス タマ イ ズ

不可

測定値の表示と ｢ リ ニア

ラ イ ズ前のレベル｣パラ

メ ータは測定値を表示

し ます。

測定変数が測定圧に正

比例し ています。

密度と 高さ レベル 2 つ

の値の組み合わせを入

力し、 校正し ます。

レベル選択 ： レベ

ルイージーハイ ト

出力単位パラ メ ー

タ ： %、 レベル、

容量、 質量単位

- 基準圧力で校正

（ウ ェ ッ ト 校正）。

21 ページ、 5.3.1 章を

参照 く だ さい。

- 基準圧力な しで校正

（ド ラ イ校正）。

23 ページ、 5.3.2 章を

参照 く だ さい。

- 不適当な入力が可能

- SIL モード不可

- 単位のカス タマ イ ズ

不可

測定値の表示と ｢ リ ニア

ラ イ ズ前のレベル｣パラ

メ ータは測定値を表示

し ます。

測定変数が測定圧に正

比例し ています。

レベル選択 ： レベ

ルエキスパー ト /

レベルモード ：

リ ニア

リ ニア ラ イ ズ測定

パラ メ ータ ：

- % （レベル）

- レベル

- 容量

- 質量

- 基準圧力で校正

（ウ ェ ッ ト 校正）。

25 ページ、 5.4.1 章を

参照 く だ さい。

- 基準圧力な しで校正

（ド ラ イ校正）。

27 ページ、 5.4.2 章を

参照 く だ さい。

- 不適当な入力は機器

が拒否

- SIL モード不可

- レベル、 容量、 質量

単位のカス タマ イ ズ

可

測定値の表示と ｢ リ ニア

ラ イ ズ前のレベル｣パラ

メ ータは測定値を表示

し ます。

例えば放水口が円錐状

のタ ン ク については、

測定変数が測定圧に正

比例し ません。 校正の

際、 リ ニア ラ イ ズテー

ブルを入力し なければ

な り ません。

レベル選択 ： レベ

ルエキスパー ト /

レベルモード ： 圧

力 リ ニア ラ イ ズ

リ ニア ラ イ ズ測定

パラ メ ータ ：

- 圧力 +%

- 圧力 + 容量

- 圧力 + 質量

- 基準圧力で校正と リ

ニア ラ イ ズテーブル

のセ ミ オー ト マチ ッ

ク （半自動） 入力。

29 ページ、 5.5.1 章を

参照 く だ さい。

- 基準圧力な しで校正

（ド ラ イ校正） と リ ニ

ア ラ イ ズテーブルの

マニ ュ アル入力。

32 ページ、 5.5.2 章を

参照 く だ さい。

- 不適当な入力は機器

が拒否

- SIL モード不可

- レベル、 容量、 質量

単位のカス タマ イ ズ

可

測定値の表示と ｢タ ン ク

容量｣パラ メ ータは測定

値を表示し ま 「レベル

イージープレ ッ

シ ャー」、 「レベルイー

ジーハイ ト 」 のレベル

モード で入力値は 「レ

ベルエキスパー ト 」 ほ

ど広範囲に検証されま

せんす。

- 測定変数が 2 つ必要

か

- タ ン ク の形状が高さ、

容量等の値の組み合

わせによ り 表されま

す。

第 1 の測定変数であ る

高さパーセン ト あ るい

は高さが測定圧に正比

例し なければな り ませ

ん。 第 2 の測定変数で

あ る容量、 質量、 % は

測定圧に正比例し ては

いけません。 リ ニア ラ

イ ズテーブルが第 2 の

変数に対し て入力され

なければな り ません。 

第 2 の測定変数はこの

テーブルによ り 第 1 の

測定変数に割 り 当て ら

れます。

レベル選択 ： レベ

ルエキスパー ト /

レベルモード ： レ

ベル リ ニア ラ イ ズ

測定タ イプパラ

メ ータ ：

- 高さ + 容量

- 高さ + 質量

- 高さ +% 

- 高さパーセン ト

+ 容量

- 高さパーセン ト

+ 質量

- 高さパーセン ト

+% 

- 基準圧力で校正

（ウ ェ ッ ト 校正） と リ

ニア ラ イ ズテーブル

のセ ミ オー ト マチ ッ

ク （半自動） 入力。

34 ページ、 5.6.1 章を

参照 く だ さい。

- 基準圧力な しで校正

（ド ラ イ校正） と リ ニ

ア ラ イ ズテーブルの

マニ ュ アル入力。

38 ページ、 5.6.2 章を

参照 く だ さい。

- 不適当な入力は機器

が拒否

- SIL モード不可

- レベル、 容量、 質量

単位のカス タマ イ ズ

可

測定値の表示と ｢タ ン ク

容量｣パラ メ ータは第 2

の測定値 （容量、 質量

か、 %） を表示し ます。

｢ リ ニア ラ イ ズ前のレベ

ル｣パラ メ ータは第 1 の

測定値を表示し ます

（高さパーセン ト か、 高

さ）。
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5.2 「レベルイージープレ ッ シャー」 レベル選択

5.2.1 基準圧力で校正 - ウェ ッ ト 校正

例：
この例では、 タ ン ク レベルを m の単位で測定し、 最大レベルは 3 m、 圧力レ ンジは 0...+300 mbar
に設定し ます。

前提条件：
• 測定値は圧力 （静圧） に比例。
• タ ン クは空と満量状態にでき る。

! 注意 ! 
• デルタバー S 取扱説明書 （BA270P） またはセラバー S 取扱説明書 （BA271P） の 6.5 「レベル

測定」、またはデルタパイ ロ ッ ト  S 取扱説明書（BA332P）の 6.4 章「レベル測定」を参照 く ださい。
• 空校正 / 満量校正、および LRV 設定 / URV 設定の入力値は 「レベルイージープレ ッ シャー」 レ

ベルモード に対し て最低 1 % の間隔を設けなければな り ません。 値が近すぎ る と警告 メ ッ セー
ジで拒否されます。 これ以上の限界値は確認し ません。 例えば測定デバイ スが正し く 機能する
よ う にセンサ、 測定タ ス ク の入力値は適正でなければな り ません。

• パラ メ ータの詳細に関し ては下記のページを参照 く ださ い。
- 45 ページ、 表 2 ： 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ]
- 53 ページ、 表 6 ： 位置補正 [ ｲﾁﾎｾｲ ]
- 58 ページ、 表 8 ： レベル選択 [ ﾚﾍﾞﾙｾﾝﾀｸ ] - 「レベルイージープレ ッ シャー」

• 関連するパラ メ ータの詳細に関し ては下記のページを参照 く ださ い。
- 96 ページ、 表 16 ： 拡張セ ッ ト ア ッ プ [ ｶｸﾁｮｳｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]
- 121 ページ、 表 28 ： プロセス値 [ ﾌﾟﾛｾｽﾊﾞﾘｭｰ ]

説明

1 デルタバー S ： デバイ スの設定を行 う 前に導圧配

管の洗浄を し て、 測定対象液で満た し て く だ さ

い。 取扱説明書 BA270P、 6.5.1 章を参照 く ださ

い。

P01-PMP75xxx-19-xx-xx-xx-008

図 3 基準圧力で校正

（ウ ェ ッ ト 校正）

1 表のステ ッ プ 9 を参照

2 表のステ ッ プ 10 を参照

2 必要に応じ て位置補正を行います。 53 ページ、 表 

6 「位置補正」 を参照 く ださい。

3 必要に応じ て、 「測定モード」 パラ メ ータから

「レベル」 測定モード を選択し ます。

機器本体デ ィ スプレ イ ：

メ ニューパス ： グループセレ ク シ ョ ン → 測定

モード

デジ タル通信 ：

メ ニューパス ： オペレーテ ィ ング メ ニュー → 
セ ッ テ ィ ング → 基本セ ッ ト ア ッ プ → 測定モード

4 必要に応じ て、 「レベル選択」 パラ メ ータ をから

「レベルイージープレ ッ シ ャー」 レベルモード を

選択し ます。

機器本体デ ィ スプレ イ ：

メ ニューパス ： グループセレ ク シ ョ ン → 測定

モード 「レベル」 → レベル選択

デジ タル通信 ：

メ ニューパス ： オペレーテ ィ ング メ ニュー →
セ ッ テ ィ ング → 基本セ ッ ト ア ッ プ → 測定モード

「レベル」 → レベル選択

➀

➁

0 mbar

300 mbar
3 m

0 m
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! 注意 ! 

1. 「ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ」 メ ニューから も基準圧力で校正を行 う こ と ができ ます。
→ 49 ページ、 表 4 「ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ」 メ ニューを参照 く ださい。

2. こ のレベルモード では測定タ イプを %、 レベル、 容量、 質量から選択でき ます。
→ 「出力単位」 パラ メ ータの詳細を参照 く ださい （60 ページ）。

3. 機器本体デ ィ スプレ イ を使用し た操作の場合、 「空校正」 （→ 61 ページ） および 「満量校
正」 （→ 61 ページ） パラ メ ータに、 デバイ スにかかった各圧力が表示されます。 デジ タル
通信を使用し た操作の場合は、 デバイ スにかかった圧力は 「プロセス値」 グループ （ メ
ニューパス ： オペレーテ ィ ング メ ニュー → プロセス イ ンフ ォ → プロセス値） に表示され
ます。

5 機器本体デ ィ スプレ イ ：

機能グループの 「基本設定」 を選択し ます。

メ ニューパス ： グループセレ ク シ ョ ン → オペ

レーテ ィ ング メ ニュー → セ ッ テ ィ ング → 基本

セ ッ ト ア ッ プ

P01-xxxxxxxx-05-xx-xx-xx-011

P01-xxxxxxxx-05-xx-xx-xx-014

図 4 基準圧力で校正

（ウ ェ ッ ト 校正）

1 表のステ ッ プ 9 を参照

2 表のステ ッ プ 10 を参照

3 表のステ ッ プ 11 を参照

4 表のステ ッ プ 12 を参照

6 「圧力単位」 パラ メ ータから圧力単位を選択し ま

す。 こ こ では例と し て mbar を選択し ます。

7 「出力単位」 パラ メ ータから レベル単位を選択し

ます。 こ こ では例と し て m を選択し ます。

8 「校正モード」 パラ メ ータから 「ウ ェ ッ ト 」 を選

択し ます。

9 低側の校正点と な る静圧をデバイ スにかけます。

こ こ では例と し て 0 mbar と し ます。

「空校正」 パラ メ ータ を選択し ます。

レベル値を入力。 こ こ では 0 m を入力し ます。 こ

の値に該当する圧力値が低側レベル値と し て設定

されます。

10 高側の校正点と な る静圧をデバイ スにかけます。

こ こ では例と し て 300 mbar と し ます。

「満量校正」 パラ メ ータ を選択し ます。

レベル値を入力。 こ こ では 3 m を入力し ます。 こ

の値に該当する圧力値が高側レベル値と し て設定

されます。

11 「LRV 設定」 パラ メ ータで低側電流値 （4 mA） を

設定し ます。

12 「URV 設定」 パラ メ ータで高側電流値 （20 mA）

を設定し ます。

13 結果 ：

測定レ ンジは 0...3 m に設定されま し た。

説明
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5.2.2 基準圧力なし で校正 - ド ラ イ 校正

例：
この例では、 タ ン ク容量を l の単位で測定し、 最大容量 1000 l を圧力 450 mbar、 最小容量 0 l を
圧力 50 mbar に設定し ます。 デバイ スは低側レンジ よ り も下側に設置し ます。

前提条件：
• 測定値は圧力 （静圧） に比例。
• こ の校正は理論上の校正で、 低側と高側の校正点の圧力および容量が分かっている こ と。

! 注意 ! 
• デルタバー S 取扱説明書 （BA270P） またはセラバー S 取扱説明書 （BA271P） の 6.5 「レベル

測定」、またはデルタパイ ロ ッ ト  S 取扱説明書（BA332P）の 6.4 章「レベル測定」を参照 く ださい。
• 空校正 / 満量校正、および LRV 設定 / URV 設定の入力値は 「レベルイージープレ ッ シャー」 レ

ベルモード に対し て最低 1 % の間隔を設けなければな り ません。 値が近すぎ る と警告 メ ッ セー
ジで拒否されます。 これ以上の限界値は確認し ません。 例えば測定デバイ スが正し く 機能する
よ う にセンサ、 測定タ ス ク の入力値は適正でなければな り ません。

• デバイ スの方向によ っては測定値が変動する こ と があ り ます （コ ンテナが空でも測定値はゼロ
を示し ません）。 → 位置補正を行 う には、 53 ページ、 表 6 「位置補正」 を参照 く ださい。

• パラ メ ータの詳細に関し ては下記のページを参照 く ださ い。
- 45 ページ、 表 2 ： 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ]
- 58 ページ、 表 8 ： レベル選択 [ ﾚﾍﾞﾙｾﾝﾀｸ ] - 「レベルイージープレ ッ シャー」

• 関連するパラ メ ータの詳細に関し ては下記のページを参照 く ださ い。
- 96 ページ、 表 16 ： 拡張セ ッ ト ア ッ プ [ ｶｸﾁｮｳｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]
- 121 ページ、 表 28 ： プロセス値 [ ﾌﾟﾛｾｽﾊﾞﾘｭｰ ]

説明

1 「測定モード」 パラ メ ータから 「レベル」 測定

モード を選択し ます。

機器本体デ ィ スプレ イ ：

メ ニューパス ： グループセレ ク シ ョ ン → 測定

モード

デジ タル通信 ：

メ ニューパス ： オペレーテ ィ ング メ ニュー → 
セ ッ テ ィ ング → 基本セ ッ ト ア ッ プ測定モード

P01-PMC71xxx-19-xx-xx-xx-000

図 5 基準圧力な し で校正

（ド ラ イ校正）

1 表のステ ッ プ 7 および 8 を参照

2 表のステ ッ プ 9 および 10 を参照

2 必要に応じ て、 「レベル選択」 パラ メ ータから

「レベルイージープレ ッ シ ャー」 レベルモード を

選択し ます。

機器本体デ ィ スプレ イ ：

メ ニューパス ： グループセレ ク シ ョ ン → 測定

モード 「レベル」 → レベル選択

デジ タル通信 ：

メ ニューパス ： オペレーテ ィ ング メ ニュー →
セ ッ テ ィ ング → 基本セ ッ ト ア ッ プ → 測定モード

「レベル」 → レベル選択

3 機器本体デ ィ スプレ イ ：

機能グループの 「基本設定」 を選択し ます。

メ ニューパス ： グループセレ ク シ ョ ン → オペ

レーテ ィ ング メ ニュー → セ ッ テ ィ ング → 基本

セ ッ ト ア ッ プ

1000 l

50 mbar

450 mba

0 l

ρ = 1 kg
dm3

1

2
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! 注意 ! 

1. こ のレベルモード では測定タ イプを %、 レベル、 容量、 質量から選択でき ます。 → 「出力
単位」 パラ メ ータの詳細を参照 く ださい （60 ページ）。

4 「圧力単位」 パラ メ ータから圧力単位を選択し ま

す。 こ こ では例と し て mbar を選択し ます。

P01-xxxxxxxx-05-xx-xx-xx-026

P01-xxxxxxxx-05-xx-xx-xx-028

図 6 基準圧力な し で校正

（ド ラ イ校正）

1 表のステ ッ プ 7 を参照

2 表のステ ッ プ 8 を参照

3 表のステ ッ プ 9 を参照

4 表のステ ッ プ 10 を参照

5 表のステ ッ プ 11 を参照

6 表のステ ッ プ 12 を参照

5 「出力単位」 パラ メ ータから容量の単位を選択し

ます。 こ こ では例と し て l （ リ ッ ター） を選択し

ます。

6 「校正モード」 パラ メ ータから 「ド ラ イ」 を選択

し ます。

7 低側の校正点と し て 「空校正」 パラ メ ータに容量

値を入力し ます。 こ こ では例と し て 0 l を入力し

ます。

8 低側の校正点と し て 「空圧力」 パラ メ ータに圧力

値を入力し ます。 こ こ では例と し て 50 mbar を入

力し ます。

9 高側の校正点と し て 「満量校正」 パラ メ ータに容

量値を入力し ます。 こ こ では例と し て 1000 l を入

力し ます。

10 高側の校正点と し て 「満量圧力」 パラ メ ータに圧

力値を入力し ます。 こ こ では例と し て 450 mbar 

を入力し ます。

11 「LRV 設定」 パラ メ ータで低側電流値 （4 mA） を

設定し ます。

12 「URV 設定」 パラ メ ータで高側電流値 （20 mA）

を設定し ます。

13 結果 ：

測定レ ンジは 0...1000 l に設定されま し た。

説明
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5.3 「レベルイージーハイ ト 」 レベル選択

5.3.1 基準圧力で校正 - ウェ ッ ト 校正

例：
この例では、 タ ン ク容量を l の単位で測定し、 最大容量 1000 l を レベル 4.5 m、 最小容量 0 l を レ
ベル 0.5 m に設定し ます。 デバイ スは低側レンジ よ り も下側に設置し ます。

前提条件：
• 測定値は圧力 （静圧） に比例。
• タ ン クは空と満量状態にでき る。

! 注意 ! 
• デルタバー S 取扱説明書 （BA270P） またはセラバー S 取扱説明書 （BA271P） の 6.5 「レベル

測定」、またはデルタパイ ロ ッ ト  S 取扱説明書（BA332P）の 6.4 章「レベル測定」を参照 く ださい。
• 空校正 / 満量校正、空圧力 / 満量圧力、空高さ / 満量高さ、LRV 設定 / URV 設定の入力値は「レ

ベルイージーハイ ト 」 レベルモード に対し て最低 1 % の間隔を設けなければな り ません。 値が
近すぎる と警告 メ ッ セージで拒否されます。 これ以上の限界値は確認し ません。 例えば測定デ
バイ スが正し く 機能する よ う にセンサ、 測定タ ス ク の入力値は適正でなければな り ません。

• パラ メ ータの詳細に関し ては下記のページを参照 く ださ い。
- 45 ページ、 表 2 ： 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ]
- 53 ページ、 表 6 ： 位置補正 [ ｲﾁﾎｾｲ ]
- 62 ページ、 表 9 ： レベル選択 [ ﾚﾍﾞﾙｾﾝﾀｸ ] - 「レベルイージーハイ ト 」

• 関連するパラ メ ータの詳細に関し ては下記のページを参照 く ださ い。
- 96 ページ、 表 16 ： 拡張セ ッ ト ア ッ プ [ ｶｸﾁｮｳｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]
- 121 ページ、 表 28 ： プロセス値 [ ﾌﾟﾛｾｽﾊﾞﾘｭｰ ]

説明

1 デルタバー S ： デバイ スの設定を行 う 前に導圧配

管の洗浄を し て、 測定対象液で満た し て く だ さ

い。 取扱説明書 BA270P、 6.5.1 章を参照 く ださ

い。

P01-PMC71xxx-19-xx-xx-xx-001

図 7 基準圧力で校正

（ウ ェ ッ ト 校正）

1 表のステ ッ プ 10 および 11 を参照

2 表のステ ッ プ 12 を参照

3 表のステ ッ プ 13 を参照

2 必要に応じ て位置補正を行います。 53 ページ、 表 

6 「位置補正」 を参照 く ださい。

3 「測定モード」 パラ メ ータから 「レベル」 測定

モード を選択し ます。

機器本体デ ィ スプレ イ ：

メ ニューパス ： グループセレ ク シ ョ ン → 測定

モード

デジ タル通信 ：

メ ニューパス ： オペレーテ ィ ング メ ニュー → 
セ ッ テ ィ ング → 基本セ ッ ト ア ッ プ測定モード

4 必要に応じ て、 「レベル選択」 パラ メ ータから

「レベルイージーハイ ト 」 レベルモード を選択し

ます。

機器本体デ ィ スプレ イ ：

メ ニューパス ： グループセレ ク シ ョ ン → 測定

モード 「レベル」 → レベル選択

デジ タル通信 ：

メ ニューパス ： オペレーテ ィ ング メ ニュー → 

セ ッ テ ィ ング → 基本セ ッ ト ア ッ プ → 測定モード

「レベル」 → レベル選択

5 機器本体デ ィ スプレ イ ：

機能グループの 「基本設定」 を選択し ます。

メ ニューパス ： グループセレ ク シ ョ ン → オペ

レーテ ィ ング メ ニュー → セ ッ テ ィ ング → 基本

セ ッ ト ア ッ プ

1000 l

0,5 m

4,5 m

0 l

ρ = 1 kg
dm3

1

3

2
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! 注意 ! 

1. こ のレベルモード では測定タ イプを %、 レベル、 容量、 質量から選択でき ます。 → 「出力
単位」 パラ メ ータの詳細を参照 く ださい （64 ページ）。

6 「圧力単位」 パラ メ ータから圧力単位を選択し ま

す。 こ こ では例と し て mbar を選択し ます。

P01-xxxxxxxx-05-xx-xx-xx-029

P01-xxxxxxxx-05-xx-xx-xx-030

P01-xxxxxxxx-05-xx-xx-xx-031

図 8 基準圧力で校正

（ウ ェ ッ ト 校正）

1 表のステ ッ プ 10 および 11 を参照

2 表のステ ッ プ 12 を参照

3 表のステ ッ プ 13 を参照

4 表のステ ッ プ 14 を参照

5 表のステ ッ プ 15 を参照

7 「容量単位」 パラ メ ータから容量の単位を選択し

ます。 こ こ では例と し て l （ リ ッ ター） を選択し

ます。

8 「高さ単位」 パラ メ ータから高さの単位を選択し

ます。 こ こ では例と し て m を選択し ます。

9 「校正モード」 パラ メ ータから 「ウ ェ ッ ト 」 を選

択し ます。

10 「密度単位」 パラ メ ータから密度の単位を選択し

ます。 こ こ では例と し て kg/dm3 を選択し ます。

11 「密度補正」 パラ メ ータに測定対象液の密度を入

力し ます。 こ こ では例と し て kg/dm3 を入力し ま

す。

12 低側の校正点と し て 「空校正」 パラ メ ータに容量

値を入力し ます。 こ こ では例と し て 0 l を入力し

ます。 （測定された現在の静圧が高さ と し て表示

されます。 こ こ では例と し て 0.5 m と 表示されま

す。）

13 高側の校正点と し て 「満量校正」 パラ メ ータに容

量値を入力し ます。 こ こ では例と し て 1000 l を入

力し ます。 （測定された現在の静圧が高さ と し て

表示されます。 こ こ では例と し て 4.5 m と表示さ

れます。）

14 「LRV 設定」 パラ メ ータで低側電流値 （4 mA） を

設定し ます。

15 「URV 設定」 パラ メ ータで高側電流値 （20 mA）

を設定し ます。

16 結果 ：

測定レ ンジは 0...1000 l に設定されま し た。

説明
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5.3.2 基準圧力なし で校正 - ド ラ イ 校正

例：
この例では、 タ ン ク容量を l の単位で測定し、 最大容量を 1000 l、 最大レベルを 4 m、 測定対象
液密度を 1 kg/dm3 に設定し ます。 デバイ スは低側レンジよ り も下側に設置し ます。

前提条件：
• 測定値は圧力 （静圧） に比例。
• こ の校正は理論上の校正で、 低側と高側の校正点の高さおよび容量が分かっている こ と。

! 注意 ! 
• デルタバー S 取扱説明書 （BA270P） またはセラバー S 取扱説明書 （BA271P） の 6.5 「レベル

測定」、またはデルタパイ ロ ッ ト  S 取扱説明書（BA332P）の 6.4 章「レベル測定」を参照 く ださい。
• 空校正 / 満量校正、空圧力 / 満量圧力、空高さ / 満量高さ、LRV 設定 / URV 設定の入力値は「レ

ベルイージーハイ ト 」 レベルモード に対し て最低 1 % の間隔を設けなければな り ません。 値が
近すぎる と警告 メ ッ セージで拒否されます。 これ以上の限界値は確認し ません。 例えば測定デ
バイ スが正し く 機能する よ う にセンサ、 測定タ ス ク の入力値は適正でなければな り ません。

• デバイ スの方向によ っては測定値が変動する こ と があ り ます （コ ンテナが空でも測定値はゼロ
を示し ません）。 → 位置補正を行 う には、 53 ページ、 表 6 「位置補正」 を参照 く ださい。

• パラ メ ータの詳細に関し ては下記のページを参照 く ださ い。
- 45 ページ、 表 2 ： 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ]
- 62 ページ、 表 9 ： レベル選択 [ ﾚﾍﾞﾙｾﾝﾀｸ ] - 「レベルイージーハイ ト 」

• 関連するパラ メ ータの詳細に関し ては下記のページを参照 く ださ い。
- 96 ページ、 表 16 ： 拡張セ ッ ト ア ッ プ [ ｶｸﾁｮｳｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]
- 121 ページ、 表 28 ： プロセス値 [ ﾌﾟﾛｾｽﾊﾞﾘｭｰ ]

説明

1 「測定モード」 パラ メ ータから 「レベル」 測定

モード を選択し ます。

機器本体デ ィ スプレ イ ：

メ ニューパス ： グループセレ ク シ ョ ン → 測定

モード

デジ タル通信 ：

メ ニューパス ： オペレーテ ィ ング メ ニュー → 
セ ッ テ ィ ング → 基本セ ッ ト ア ッ プ測定モード

P01-PMC71xxx-19-xx-xx-xx-007

図 9 基準圧力な し で校正

（ド ラ イ校正）

1 表のステ ッ プ 8 および 9 を参照

2 表のステ ッ プ 10 および 11 を参照

3 表のステ ッ プ 12 および 13 を参照

2 必要に応じ て、 「レベル選択」 パラ メ ータから

「レベルイージーハイ ト 」 レベルモード を選択し

ます。

機器本体デ ィ スプレ イ ：

メ ニューパス ： グループセレ ク シ ョ ン → 測定

モード 「レベル」 → レベル選択

デジ タル通信 ：

メ ニューパス ： オペレーテ ィ ング メ ニュー → 

セ ッ テ ィ ング → 基本セ ッ ト ア ッ プ → 測定モード

「レベル」 → レベル選択

3 機器本体デ ィ スプレ イ ：

機能グループの 「基本設定」 を選択し ます。

メ ニューパス ： グループセレ ク シ ョ ン → オペ

レーテ ィ ング メ ニュー → セ ッ テ ィ ング → 基本

セ ッ ト ア ッ プ

1000 l

0.5 m

➂

➁

4 m

0 l

ρ = 1 kg
dm3

➀
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! 注意 ! 

1. こ のレベルモード では測定タ イプを %、 レベル、 容量、 質量から選択でき ます。 → 「出力
単位」 パラ メ ータの詳細を参照 く ださい （64 ページ）。

4 「圧力単位」 パラ メ ータから圧力単位を選択し ま

す。 こ こ では例と し て mbar を選択し ます。

P01-xxxxxxxx-05-xx-xx-xx-029

P01-xxxxxxxx-05-xx-xx-xx-032

P01-xxxxxxxx-05-xx-xx-xx-033

図 10 基準圧力な し で校正

（ド ラ イ校正）

1 表のステ ッ プ 8 および 9 を参照

2 表のステ ッ プ 10 を参照

3 表のステ ッ プ 11 を参照

4 表のステ ッ プ 12 を参照

5 表のステ ッ プ 13 を参照

6 表のステ ッ プ 14 を参照

7 表のステ ッ プ 15 を参照

5 「容量単位」 パラ メ ータから容量の単位を選択し

ます。 こ こ では例と し て l （ リ ッ ター） を選択し

ます。

6 「高さ単位」 パラ メ ータから高さの単位を選択し

ます。 こ こ では例と し て m を選択し ます。

7 「校正モード」 パラ メ ータから 「ド ラ イ」 を選択

し ます。

8 「密度単位」 パラ メ ータから密度の単位を選択し

ます。 こ こ では例と し て kg/dm3 を選択し ます。

9 「密度補正」 パラ メ ータに測定対象液の密度を入

力し ます。 こ こ では例と し て kg/dm3 を入力し ま

す。

10 低側の校正点と し て 「空校正」 パラ メ ータに容量

値を入力し ます。 こ こ では例と し て 0 l を入力し

ます。

11 低側の校正点と し て 「空高さ」 パラ メ ータに高さ

値を入力し ます。 こ こ では例と し て 0.5 m を入力

し ます。

12 高側の校正点と し て 「満量校正」 パラ メ ータに容

量値を入力し ます。 こ こ では例と し て 1000 l 

（ リ ッ ター） を入力し ます。

13 高側の校正点と し て 「満量高さ」 パラ メ ータに高

さ値を入力し ます。 こ こ では例と し て 4.5 m を入

力し ます。

14 「LRV 設定」 パラ メ ータで低側電流値 （4 mA） を

設定し ます。

15 「URV 設定」 パラ メ ータで高側電流値 （20 mA）

を設定し ます。

16 結果 ：

測定レ ンジは 0...1000 l （ リ ッ ター） に設定されま

し た。

説明
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5.4 「レベルエキスパー ト 」 レベル選択、
「リ ニア」 レベルタ イプ

5.4.1 基準圧力で校正 - ウェ ッ ト 校正

例：
この例では、 タ ン ク レベルを m の単位で測定し、 最大レベルを 3 m、 圧力レンジを 0...300 mbar
に設定し ます。

前提条件：
• 測定値は圧力 （静圧） に比例。
• タ ン クは空と満量状態にでき る。

! 注意 ! 
• デルタバー S 取扱説明書 （BA270P） またはセラバー S 取扱説明書 （BA271P） の 6.5 「レベル

測定」、またはデルタパイ ロ ッ ト  S 取扱説明書（BA332P）の 6.4 章「レベル測定」を参照 く ださい。
• パラ メ ータの詳細に関し ては下記のページを参照 く ださ い。

- 45 ページ、 表 2 ： 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ]
- 53 ページ、 表 6 ： 位置補正 [ ｲﾁﾎｾｲ ]
- 67 ページ、 表 10 ： 基本設定 [ ｷﾎﾝｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]
- 70 ページ、 表 11 ： 基本設定 [ ｷﾎﾝｾｯﾄｱｯﾌﾟ ] - 「 リ ニア」 レベルタ イプ

• 関連するパラ メ ータの詳細に関し ては下記のページを参照 く ださ い。
- 96 ページ、 表 16 ： 拡張セ ッ ト ア ッ プ [ ｶｸﾁｮｳｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]
- 121 ページ、 表 28 ： プロセス値 [ ﾌﾟﾛｾｽﾊﾞﾘｭｰ ]

説明

1 デルタバー S ： デバイ スの設定を行 う 前に導圧配

管の洗浄を し て、 測定対象液で満た し て く だ さ

い。 取扱説明書 BA270P、 6.5.1 章を参照 く ださ

い。

P01-PMC71xxx-19-xx-xx-xx-006

図 11 基準圧力で校正

（ウ ェ ッ ト 校正）

1 表のステ ッ プ 11 を参照

2 表のステ ッ プ 12 を参照

2 必要に応じ て位置補正を行います。 53 ページ、 表 

6 「位置補正」 を参照 く ださい。

3 必要に応じ て、 「測定モード」 パラ メ ータから

「レベル」 測定モード を選択し ます。

機器本体デ ィ スプレ イ ：

メ ニューパス ： グループセレ ク シ ョ ン → 測定

モード

デジ タル通信 ：

メ ニューパス ： オペレーテ ィ ング メ ニュー → 
セ ッ テ ィ ング → 基本セ ッ ト ア ッ プ → 測定モード

4 必要に応じ て、 「レベル選択」 パラ メ ータから

「レベルエキスパー ト 」 レベルモード を選択し ま

す。

機器本体デ ィ スプレ イ ：

メ ニューパス ： グループセレ ク シ ョ ン → 測定

モード 「レベル」 → レベル選択

デジ タル通信 ：

メ ニューパス ： オペレーテ ィ ング メ ニュー →
セ ッ テ ィ ング → 基本セ ッ ト ア ッ プ → 測定モード

「レベル」 → レベル選択

450 mbar

0.5 m

3 m

50 mbar

ρ = 1 kg
dm3

1

2
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! 注意 ! 
1. 「ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ」 メ ニューから も基準圧力で校正を行 う こ と ができ ます。 → 49 ペー

ジ、 表 4 「ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ」 メ ニューを参照 く ださい。

2. ユーザー指定単位も同様に設定が行えます。 「圧力単位」 （→ 67 ページ）、 「高さ単位」 （→70 
ページ）、 「容量単位」 （→ 71 ページ）、 および 「質量単位」 （→ 72 ページ） パラ メ ータの詳
細を参照 く ださい。

3. このレベルタ イプでは測定タ イプを %、 レベル、 容量、 質量から選択でき ます。
→ 70 ページを参照 く ださい。

4. 「空圧力」 （→ 74 ページ） および 「満量圧力」 （→ 74 ページ） パラ メ ータには、 「空校正」 と
「満量校正」 パラ メ ータに関連する圧力値が表示されます。

5 機器本体デ ィ スプレ イ ：

機能グループの 「基本設定」 を選択し ます。

メ ニューパス ： グループセレ ク シ ョ ン → オペ

レーテ ィ ング メ ニュー → セ ッ テ ィ ング → 基本

セ ッ ト ア ッ プ

P01-xxxxxxxx-05-xx-xx-xx-034

P01-xxxxxxxx-05-xx-xx-xx-014

図 12 基準圧力で校正

（ウ ェ ッ ト 校正）

1 表のステ ッ プ 11 を参照

2 表のステ ッ プ 12 を参照

3 表のステ ッ プ 13 を参照

4 表のステ ッ プ 14 を参照

6 「圧力単位」 パラ メ ータから圧力単位を選択し ま

す。 こ こ では例と し て mbar を選択し ます。

7 「レベルモード」 パラ メ ータから 「 リ ニア」 を選

択し ます。

8 「測定タ イプ」 パラ メ ータから 「レベル」 を選択

し ます。

9 「高さ単位」 パラ メ ータから レベルの単位を選択

し ます。 こ こ では例と し て m を選択し ます。

10 「校正モード」 パラ メ ータから 「ウ ェ ッ ト 」 を選

択し ます。

11 低側の校正点と な る圧力をデバイ スにかけます。

こ こ では例と し て 50 mbar と し ます。

「空校正」 パラ メ ータ を選択し ます。

レベル値を入力。 こ こ では 0 m を入力し ます。 こ

の値に該当する圧力値が低側レベル値と し て設定

されます。

12 高側の校正点と な る圧力をデバイ スにかけます。

こ こ では例と し て 450 mbar と し ます。

「満量校正」 パラ メ ータ を選択し ます。

レベル値を入力。 こ こ では 3 m を入力し ます。 こ

の値に該当する圧力値が高側レベル値と し て設定

されます。

13 「LRV 設定」 パラ メ ータで低側電流値 （4 mA） を

設定し ます。

14 「URV 設定」 パラ メ ータで高側電流値 （20 mA）

を設定し ます。

15 結果 ：

測定レ ンジは 0...3 m に設定されま し た。

説明
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5.4.2 基準圧力なし で校正 - ド ラ イ 校正

例：
この例では、 タ ン ク容量を m3 の単位で測定し、 最大容量を 5 m3、 最大レベルを 4 m、 測定対象
液密度を 1 kg/dm3 に設定し ます。 デバイ スは低側レンジよ り も下側に設置し ます。

前提条件：
• 測定値は圧力 （静圧） に比例。
• こ の校正は理論上の校正で、 タ ン ク容量、 タ ン ク レベル、 および測定対象液密度が分かってい

る こ と。

! 注意 ! 
• デルタバー S 取扱説明書 （BA270P） またはセラバー S 取扱説明書 （BA271P） の 6.5 「レベル

測定」、またはデルタパイ ロ ッ ト  S 取扱説明書（BA332P）の 6.4 章「レベル測定」を参照 く ださい。
• デバイ スの方向によ っては測定値が変動する こ と があ り ます （コ ンテナが空でも測定値はゼロ

を示し ません）。 → 位置補正を行 う には、 53 ページ、 表 6 「位置補正」 を参照 く ださい。
• パラ メ ータの詳細に関し ては下記のページを参照 く ださ い。

- 45 ページ、 表 2 ： 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ]
- 67 ページ、 表 10 ： 基本設定 [ ｷﾎﾝｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]
- 70 ページ、 表 11 ： 基本設定 [ ｷﾎﾝｾｯﾄｱｯﾌﾟ ] - 「 リ ニア」 レベルタ イプ

• 関連するパラ メ ータの詳細に関し ては下記のページを参照 く ださ い。
- 96 ページ、 表 16 ： 拡張セ ッ ト ア ッ プ [ ｶｸﾁｮｳｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]
- 121  ページ、 表 26 ： プロセス値 [ ﾌﾟﾛｾｽﾊﾞﾘｭｰ ]

説明

1 「測定モード」 パラ メ ータから 「レベル」 測定

モード を選択し ます。

機器本体デ ィ スプレ イ ：

メ ニューパス ： グループセレ ク シ ョ ン → 測定

モード

デジ タル通信 ：

メ ニューパス ： オペレーテ ィ ング メ ニュー → 
セ ッ テ ィ ング → 基本セ ッ ト ア ッ プ → 測定モード

P01-PMP75xxx-19-xx-xx-xx-003

図 13 基準圧力な し で校正

（ド ラ イ校正）

1 表のステ ッ プ 9 を参照

2 表のステ ッ プ 10 を参照

3 表のステ ッ プ 11 を参照

4 表のステ ッ プ 12 を参照

2 必要に応じ て、 「レベル選択」 パラ メ ータから

「レベルエキスパー ト 」 レベルモード を選択し ま

す。

機器本体デ ィ スプレ イ ：

メ ニューパス ： グループセレ ク シ ョ ン → 測定

モード 「レベル」 → レベル選択

デジ タル通信 ：

メ ニューパス ： オペレーテ ィ ング メ ニュー →
セ ッ テ ィ ング → 基本セ ッ ト ア ッ プ → 測定モード

「レベル」 → レベル選択

3 機器本体デ ィ スプレ イ ：

機能グループの 「基本設定」 を選択し ます。

メ ニューパス ： グループセレ ク シ ョ ン → オペ

レーテ ィ ング メ ニュー → セ ッ テ ィ ング → 基本

セ ッ ト ア ッ プ

4 m

–0.5 m

➂

➃

➁

� = 1 kg
dm3

V = 5 m3

➀
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! 注意 ! 
1. このレベルタ イプでは測定タ イプを %、 レベル、 容量、 質量から選択でき ます。

→ 70 ページを参照 く ださい。

2. ユーザー指定単位も同様に設定が行えます。 「圧力単位」 （→ 67 ページ）、 「高さ単位」
（→ 70 ページ）、 「容量単位」 （→ 71 ページ）、 および 「質量単位」 （→ 72 ページ） パラ メ ータ
の詳細を参照 く ださい。

3. 「LRV 設定」 （→77 ページ） と 「URV 設定」 （→ 77 ページ） パラ メ ータでレベル値を低側電
流値、 高側電流値にそれぞれ設定する こ と ができ ます。 「ド ラ イ」 校正を選択する と エラー
メ ッ セージ （異常） A711 「LRV または URV が設定範囲外です」 が表示されます。 「LRV 設
定」、 「URV 設定」 パラ メ ータで許容レベル値を入力する と エラー メ ッ セージは消えます。
「 リ セ ッ ト コード入力」 パラ メ ータ （→125 ページ） でコード 2710 を入力する と、 「LRV 設
定」 と 「URV 設定」 は自動的に許容値内のレベル値に設定されます。

4 「圧力単位」 パラ メ ータから圧力単位を選択し ま

す。 こ こ では例と し て mbar を選択し ます。

P01-xxxx xxxx-19-xx-xx-xx-012

図 14 基準圧力な し で校正

（ド ラ イ校正）

5 表のステ ッ プ 13 を参照

6 表のステ ッ プ 14 を参照

5 「レベルモード」 パラ メ ータから 「 リ ニア」 を選

択し ます。

6 「測定タ イプ」 パラ メ ータから 「容量」 を選択し

ます。

7 「容量単位」 パラ メ ータから容量の単位を選択し

ます。 こ こ では例と し て m3 を選択し ます。

8 「校正モード」 パラ メ ータから 「ド ラ イ」 を選択

し ます。 下記の注意！の 3 を参照 く ださい。

9 「密度補正」 パラ メ ータに密度値を入力し ます。

こ こ では例と し て 1 kg/dm3 を入力し ます。

10 「タ ン ク容量」 パラ メ ータにタ ン ク容量を入力し

ます。 こ こ では例と し て 5 m3 を入力し ます。

11 「タ ン ク高さ」 パラ メ ータにタ ン ク高さ値を入力

し ます。 こ こ では例と し て 4 m を入力し ます。

12 「ゼロ点ポジシ ョ ン」 パラ メ ータにレベルオフ

セ ッ ト を入力し ます。 こ こ では例と し て –0.5 m 

を入力し ます。

13 「LRV 設定」 パラ メ ータで低側電流値 （4 mA） を

設定し ます。

14 「URV 設定」 パラ メ ータで高側電流値 （20 mA）

を設定し ます。

15 結果 ：

測定レ ンジは 0...5 m3 に設定されま し た。

説明
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5.5 「レベルエキスパー ト 」 レベル選択、
「圧力リ ニアラ イズ」 レベルタ イプ 

5.5.1 リ ニアラ イ ズテーブルのセミ オート マチッ ク（半自動）入力

例：
この例では、 コニカル形状のタ ン ク容量を m3 の単位で測定する よ う に設定し ます。

前提条件：
• タ ン ク を満量状態にでき、 リ ニア ラ イ ズ特性が連続的な増加であ る こ と。

! 注意 ! 
• デルタバー S 取扱説明書 （BA270P） またはセラバー S 取扱説明書 （BA271P） の 6.5 「レベル

測定」、またはデルタパイ ロ ッ ト  S 取扱説明書（BA332P）の 6.4 章「レベル測定」を参照 く ださい。
• パラ メ ータの詳細に関し ては下記のページを参照 く ださ い。

- 45 ページ、 表 2 ： 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ]
- 53 ページ、 表 6 ： 位置補正 [ ｲﾁﾎｾｲ ]
- 67 ページ、 表 10 ： 基本設定 [ ｷﾎﾝｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]
- 78 ページ、 表 11 ： 基本設定 [ ｷﾎﾝｾｯﾄｱｯﾌﾟ ] - 「圧力 リ ニア ラ イ ズ」 レベルタ イプ
- 100 ページ、 表 18 ： リ ニア ラ イゼーシ ョ ン - 機器本体デ ィ スプレ イ
- 104 ページ、 表 19 ： リ ニア ラ イゼーシ ョ ン - デジ タル通信

• 関連するパラ メ ータの詳細に関し ては下記のページを参照 く ださ い。
- 96 ページ、 表 16 ： 拡張セ ッ ト ア ッ プ [ ｶｸﾁｮｳｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]
- 121 ページ、 表 26 ： プロセス値 [ ﾌﾟﾛｾｽﾊﾞﾘｭｰ ]

説明

1 デルタバー S ： デバイ スの設定を行 う 前に導圧配

管の洗浄を し て、 測定対象液で満た し て く だ さ

い。 取扱説明書 BA270P、 6.5.1 章を参照 く ださ

い。

P01-PMP75xxx-19-xx-xx-xx-002

2 必要に応じ て位置補正を行います。 53 ページ、 表 

6 「位置補正」 を参照 く ださい。

基本設定を実行： 

3 必要に応じ て、 「測定モード」 パラ メ ータから

「レベル」 測定モード を選択し ます。

機器本体デ ィ スプレ イ ：

メ ニューパス ： グループセレ ク シ ョ ン → 測定

モード

デジ タル通信 ：

メ ニューパス ： オペレーテ ィ ング メ ニュー → 
セ ッ テ ィ ング → 基本セ ッ ト ア ッ プ → 測定モード

4 必要に応じ て、 「レベル選択」 パラ メ ータから

「レベルエキスパー ト 」 レベルモード を選択し ま

す。

機器本体デ ィ スプレ イ ：

メ ニューパス ： グループセレ ク シ ョ ン → 測定

モード 「レベル」 → レベル選択

デジ タル通信 ：

メ ニューパス ： オペレーテ ィ ング メ ニュー → 

セ ッ テ ィ ング → 基本セ ッ ト ア ッ プ → 測定モード

「レベル」 → レベル選択
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5 機器本体デ ィ スプレ イ ：

機能グループの 「基本設定」 を選択し ます。

メ ニューパス ： グループセレ ク シ ョ ン → オペ

レーテ ィ ング メ ニュー → セ ッ テ ィ ング → 基本

セ ッ ト ア ッ プ

6 「圧力単位」 パラ メ ータから圧力単位を選択し ま

す。 こ こ では例と し て mbar を選択し ます。

7 「レベルモード」 パラ メ ータから 「圧力 リ ニア ラ

イ ズ」 を選択し ます。 下記の注意！の 3 を参照 く

ださい。

8 「測定タ イプ」 パラ メ ータから 「容量」 を選択し

ます。

9 「容量単位」 パラ メ ータから容量の単位を選択し

ます。 こ こ では例と し て m3 を選択し ます。

10 「最小静圧」 パラ メ ータ を選択し ます。

静圧の最小値を入力し ます。 こ こ では例と し て 0 

mbar を入力し ます。

11 「最大静圧」 パラ メ ータ を選択し ます。

静圧の最大値を入力し ます。

リニアライゼーションの設定： 

12 機能グループを変更し ます。

メ ニューパス ： （グループセレ ク シ ョ ン →） オペ

レーテ ィ ング メ ニュー → セ ッ テ ィ ング → リ ニア

ラ イゼーシ ョ ン

13 「最小タ ン ク測定」 パラ メ ータ を選択し ます。

測定する タ ン クの最小値を設定し ます。 こ こ では

例と し て 0 m3 を入力し ます。

14 「最大タ ン ク測定」 パラ メ ータ を選択し ます。

測定する タ ン クの最大値を設定し ます。 こ こ では

例と し て 3.5 m3 を入力し ます。

15 機器本体デ ィ スプレ イ ：

「テーブル選択」 パラ メ ータから 「テーブル入力」

を選択し ます。

16 「テーブル入力モード」 パラ メ ータから 「セ ミ

オー ト マチ ッ ク」 を選択し ます。

17 「テーブル入力」 パラ メ ータから 「新しいテーブ

ル」 を選択し ます。

説明
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! 注意 ! 
1. このレベルタ イプでは測定タ イプを %、 レベル、 容量、 質量から選択でき ます。

→ 78 ページを参照 く ださい。

2. ユーザー指定単位も同様に設定が行えます。 「圧力単位」 （→ 67 ページ）、 「高さ単位」
（76 ページ）、 「容量単位」 （79 ページ）、 および 「質量単位」 （80 ページ） パラ メ ータの詳細
を参照 く ださい。

18 リ ニア ラ イ ズテーブルに入力し ます （最小 2 組、

最大 32 組）。
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図 15 リ ニアラ イズテーブルの半自動入力

1 表のステ ッ プ 10 を参照

2 表のステ ッ プ 11 を参照

3 表のステ ッ プ 13 を参照

4 表のステ ッ プ 14 を参照

5 表のステ ッ プ 15 ～ 19 を参照

6 注意！の 4 を参照

7 注意！の 4 を参照

1 組目のタ ン ク高さ を入力し ます。

「ラ イ ンナンバー」 ： 表示されている値を確定し ま

す。

X 値 ： 現在の静圧が表示されます。

機器本体デ ィ スプレ イ、 デジ タル通信 ：

Y 値を確定する こ と によ って表示されている X 値

が保存されます。 下記の Y 値の説明を参照 く ださ

い。

HART ハン ドヘル ド ター ミ ナル ：

表示されている X 値を確定し ます。

Y 値 ： 容量値の入力。 こ こ では例 と し て 0 m3 を入

力し、 値を確定し ます。

19 機器本体デ ィ スプレ イ ：

リ ニア ラ イ ズテーブルの次のポ イ ン ト を入力する

場合は、 「次のポ イ ン ト 」 を選択し、 ステ ッ プ 18 

を繰 り 返し て く だ さい。

入力を終了し、 リ ニア ラ イ ズテーブルを起動させ

る場合は、 「入力の確定」 を選択し て く だ さい。

デジ タル通信 ：

次のポ イ ン ト はステ ッ プ 18 と同様の方法で入力

でき ます。 入力を終了し、 リ ニア ラ イ ズテーブル

を起動させる場合は、 「テーブル起動」 パラ メ ー

タから テーブルを起動させて く ださい。

19 結果 ：

リ ニア ラ イ ズテーブルが入力されま し た。

説明

➀

3.5

0
0 350

V
[m ]3

p
[mbar]

➂

➁

➃

➄

20

4

I
[mA]

0 3.5 V
[m ]3

➆

➅



レベル測定 セラバー S / デルタバー S / デルタパイ ロ ッ ト  S  4 ～ 20 mA HART

32 エン ド レスハウザー ジ ャパン

3. レベルタ イプ 「圧力 リ ニア ラ イ ズ」 を選択する と エラー メ ッ セージ （警告） 「W710 設定スパ
ンが小さすぎます。 設定範囲外です」 が表示されます。 この状態では既に基準の 2 組の リ ニ
ア ラ イ ズテーブル と なっています。 これは 2 組目の値が X 値の最大値で許容最小スパン よ り
も小さい可能性があ り ます （→ 「最小スパン」 119 ページを参照 く ださい）。 X 値の最大値が
最小スパン よ り も大きければこの メ ッ セージは消えます。

4. 「LRV 設定」 （→98 ページ） と 「URV 設定」 （→ 98 ページ） パラ メ ータでレベル値を低側電
流値、 高側電流値にそれぞれ設定する こ と ができ ます。 「最小タ ン ク測定」 （→ 101 または 
104 ページ） と 「最大タ ン ク測定」 （→ 101 または 105 ページ） を設定する と、 「LRV 設定」
と 「URV 設定」 パラ メ ータは同じ値に変更されます。 低側電流値 （4 mA） と高側電流値
（20 mA） に 「最小タ ン ク測定」 と 「最大タ ン ク測定」 以外の値を入力する ためには、 任意の
値を直接 「LRV 設定」 と 「URV 設定」 に入力し ます。

5.5.2 リ ニアラ イ ズテーブルのマニュ アル入力

例：
この例では、 コニカル形状のタ ン ク容量を m3 の単位で測定する よ う に設定し ます。

前提条件：
• こ の校正は理論上の校正で、 すなわち リ ニア ラ イ ズテーブルの校正ポイ ン ト が分かっている こ

と。

! 注意 ! 
• デルタバー S 取扱説明書 （BA270P） またはセラバー S 取扱説明書 （BA271P） の 6.5 「レベル

測定」、またはデルタパイ ロ ッ ト  S 取扱説明書（BA332P）の 6.4 章「レベル測定」を参照 く ださい。
• パラ メ ータの詳細に関し ては下記のページを参照 く ださ い。

- 45 ページ、 表 2 ： 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ]
- 53 ページ、 表 6 ： 位置補正 [ ｲﾁﾎｾｲ ]
- 67 ページ、 表 10 ： 基本設定 [ ｷﾎﾝｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]
- 78 ページ、 表 12 ： 基本設定 [ ｷﾎﾝｾｯﾄｱｯﾌﾟ ] - 「圧力 リ ニア ラ イ ズ」 レベルタ イプ
- 100 ページ、 表 18 ： リ ニア ラ イゼーシ ョ ン - 機器本体デ ィ スプレ イ
- 104 ページ、 表 19 ： リ ニア ラ イゼーシ ョ ン - デジ タル通信

• 関連するパラ メ ータの詳細に関し ては下記のページを参照 く ださ い。
- 96 ページ、 表 16 ： 拡張セ ッ ト ア ッ プ [ ｶｸﾁｮｳｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]
- 121 ページ、 表 28 ： プロセス値 [ ﾌﾟﾛｾｽﾊﾞﾘｭｰ ]

説明

1 5.3.1 章、 ステ ッ プ 2 から ステ ッ プ 10 の基本設定

を行って く ださい。
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リニアライゼーションの設定： 

2 機能グループを変更し ます。

メ ニューパス ： （グループセレ ク シ ョ ン →） オペ

レーテ ィ ング メ ニュー → セ ッ テ ィ ング → リ ニア

ラ イゼーシ ョ ン

3 「最小タ ン ク測定」 パラ メ ータ を選択し ます。

測定する タ ン クの最小値を設定し ます。 こ こ では

例と し て 0 m3 を入力し ます。

4 「最大タ ン ク測定」 パラ メ ータ を選択し ます。

測定する タ ン クの最大値を設定し ます。 こ こ では

例と し て 3.5 m3 を入力し ます。
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! 注意 ! 
1. このレベルタ イプでは測定タ イプを %、 レベル、 容量、 質量から選択でき ます。

→ 78 ページを参照 く ださい。

2. ユーザー指定単位も同様に設定が行えます。 「圧力単位」 （→ 67 ページ）、 「高さ単位」
（→ 79 ページ）、 「容量単位」 （→ 79 ページ）、 および 「質量単位」 （→80 ページ） パラ メ ータ
の詳細を参照 く ださい。

3. レベルタ イプ 「圧力 リ ニア ラ イ ズ」 を選択する と エラー メ ッ セージ （警告） 「W710 設定スパ
ンが小さすぎます。 設定範囲外です」 が表示されます。 この状態では既に基準の 2 組の リ ニ
ア ラ イ ズテーブル と なっています。 これは 2 組目の値が X 値の最大値で許容最小スパン よ り
も小さい可能性があ り ます （→ 「最小スパン」 119 ページを参照 く ださい）。 X 値の最大値が
最小スパン よ り も大きければこの メ ッ セージは消えます。

4. 「LRV 設定」 （→98 ページ） と 「URV 設定」 （→ 98 ページ） パラ メ ータでレベル値を低側電
流値、 高側電流値にそれぞれ設定する こ と ができ ます。 「最小タ ン ク測定」 （→ 101 または 
104 ページ） と 「最大タ ン ク測定」 （→ 101 または 105 ページ） を設定する と、 「LRV 設定」
と 「URV 設定」 パラ メ ータは同じ値に変更されます。 低側電流値 （4 mA） と高側電流値
（20 mA） に 「最小タ ン ク測定」 と 「最大タ ン ク測定」 以外の値を入力する ためには、 任意の
値を直接 「LRV 設定」 と 「URV 設定」 に入力し ます。

5 機器本体デ ィ スプレ イ ：

「テーブル選択」 パラ メ ータから 「テーブル入力」

を選択し ます。

P01-xxxxxxxx-05-xx-xx-xx-015

P01-xxxxxxxx-05-xx-xx-xx-016

図 16 リ ニアラ イズテーブルのマニュアル

入力

1 5.3.1 章の表、 ステ ッ プ 9 を参照

2 5.3.1 章の表、 ステ ッ プ 10 を参照

3 表のステ ッ プ 3 を参照

4 表のステ ッ プ 4 を参照

5 表のステ ッ プ 5 ～ 9 を参照

6 注意！の 4 を参照

7 注意！の 4 を参照

6 「テーブル入力モード」 パラ メ ータから 「マニュ

アル」 を選択し ます。

7 「テーブル入力」 パラ メ ータから 「新しいテーブ

ル」 を選択し ます。

8 リ ニア ラ イ ズテーブルに入力し ます （最小 2 組、

最大 32 組）。

「ラ イ ンナンバー」 ： 表示されている値を確定し ま

す。

X 値 ： 圧力値を入力し、 確定し ます。

Y 値 ： 容量値を入力し ます。 こ こ では例と し て 0 

m3 を入力し、 確定し ます。

9 機器本体デ ィ スプレ イ

リ ニア ラ イ ズテーブルの次のポ イ ン ト を入力する

場合は、 「次のポ イ ン ト 」 を選択し、 ステ ッ プ 8 

を繰 り 返し て く だ さい。

入力を終了し、 リ ニア ラ イ ズテーブルを起動させ

る場合は、 「入力の確定」 を選択し て く だ さい。

デジ タル通信 ：

次のポ イ ン ト はステ ッ プ 8 と同様の方法で入力で

き ます。 入力を終了し、 リ ニア ラ イ ズテーブルを

起動させる場合は、 「テーブル起動」 パラ メ ータ

から テーブルを起動させて く だ さい。

10 結果 ：

リ ニア ラ イ ズテーブルが入力されま し た。

説明
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5.6 「レベルエキスパー ト 」 レベル選択、
「レベルリ ニアラ イズ」 レベルタ イプ 

5.6.1 リ ニアラ イ ズテーブルのセミ オート マチッ ク（半自動）入力 - ウェ ッ
ト 校正

例：
この例では、 同時に高さ と容量を測定する よ う に設定し ます。

前提条件：
• タ ン ク を満量状態にでき、 リ ニア ラ イ ズ特性が連続的な増加であ る こ と。

! 注意 ! 
• デルタバー S 取扱説明書 （BA270P） またはセラバー S 取扱説明書 （BA271P） の 6.5 「レベル

測定」、またはデルタパイ ロ ッ ト  S 取扱説明書（BA332P）の 6.4 章「レベル測定」を参照 く ださい。
• パラ メ ータの詳細に関し ては下記のページを参照 く ださ い。

- 45 ページ、 表 2 ： 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ]
- 53 ページ、 表 6 ： 位置補正 [ ｲﾁﾎｾｲ ]
- 67 ページ、 表 10 ： 基本設定 [ ｷﾎﾝｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]
- 83 ページ、 表 13 ： 基本設定 [ ｷﾎﾝｾｯﾄｱｯﾌﾟ ] - 「レベル リ ニア ラ イ ズ」 レベルタ イプ
- 100 ページ、 表 18 ： リ ニア ラ イゼーシ ョ ン - 機器本体デ ィ スプレ イ
- 104 ページ、 表 19 ： リ ニア ラ イゼーシ ョ ン - デジ タル通信

• 関連するパラ メ ータの詳細に関し ては下記のページを参照 く ださ い。
- 96 ページ、 表 16 ： 拡張セ ッ ト ア ッ プ [ ｶｸﾁｮｳｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]
- 121 ページ、 表 28 ： プロセス値 [ ﾌﾟﾛｾｽﾊﾞﾘｭｰ ]

説明

1 デルタバー S ： デバイ スの設定を行 う 前に導圧配

管の洗浄を し て、 測定対象液で満た し て く だ さ

い。 取扱説明書 BA270P、 6.5.1 章を参照 く ださ

い。

2 必要に応じ て位置補正を行います。 53 ページ、 表 

6 「位置補正」 を参照 く ださい。

測定値 1 の校正を実行：

3 必要に応じ て、 「測定モード」 パラ メ ータから

「レベル」 測定モード を選択し ます。

機器本体デ ィ スプレ イ ：

メ ニューパス ： グループセレ ク シ ョ ン → 測定

モード

デジ タル通信 ：

メ ニューパス ： オペレーテ ィ ング メ ニュー → 
セ ッ テ ィ ング → 基本セ ッ ト ア ッ プ → 測定モード

4 必要に応じ て、 「レベル選択」 パラ メ ータから

「レベルエキスパー ト 」 レベルモード を選択し ま

す。

機器本体デ ィ スプレ イ ：

メ ニューパス ： グループセレ ク シ ョ ン → 測定

モード 「レベル」 → レベル選択

デジ タル通信 ：

メ ニューパス ： オペレーテ ィ ング メ ニュー →
セ ッ テ ィ ング → 基本セ ッ ト ア ッ プ → 測定モード

「レベル」 → レベル選択

5 機器本体デ ィ スプレ イ ：

機能グループの 「基本設定」 を選択し ます。

メ ニューパス ： グループセレ ク シ ョ ン → オペ

レーテ ィ ング メ ニュー → セ ッ テ ィ ング → 基本

セ ッ ト ア ッ プ

6 「圧力単位」 パラ メ ータから圧力単位を選択し ま

す。 こ こ では例と し て mbar を選択し ます。
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7 「レベルモード」 パラ メ ータから 「レベル リ ニア

ラ イ ズ」 を選択し ます。

P01-PMP75xxx-19-xx-xx-xx-004

P01-xxxxxxxx-05-xx-xx-xx-017

図 17 測定値 1 の校正

1 表のステ ッ プ 11 を参照

2 表のステ ッ プ 12 を参照

3 表のステ ッ プ 14 を参照

4 表のステ ッ プ 15 を参照

8 「測定タ イプ」 パラ メ ータから 「高さ と 容量」 を

選択し ます。

9 測定値 1 と し て 「高さ単位」 パラ メ ータから高さ

の単位を選択し ます。 こ こでは例と し て m を選択

し ます。

10 測定値 2 と し て 「容量単位」 パラ メ ータから容量

の単位を選択し ます。 こ こでは例と し て m3 を選

択し ます。

12 「最小レベル」 パラ メ ータ を選択し ます。

レベルの最小値を入力し ます。 こ こ では例 と し て 

0 m を入力し ます。

13 「最大レベル」 パラ メ ータ を選択し ます。

レベルの最大値を入力し ます。 こ こ では例 と し て 

3 m を入力し ます。

14 「校正モード」 パラ メ ータから 「ウ ェ ッ ト 」 を選

択し ます （測定値 1 用の校正モード）。

15 低側の校正点と な る圧力をデバイ スにかけます。

こ こ では例と し て 0 mbar と し ます。

「空校正」 パラ メ ータ を選択し ます。

レベル値を入力。 こ こ では 0 m を入力し ます。 こ

の値に該当する圧力値が低側レベル値と し て設定

されます。

16 高側の校正点と な る圧力をデバイ スにかけます。

こ こ では例と し て 300 mbar と し ます。

「満量校正」 パラ メ ータ を選択し ます。

レベル値を入力。 こ こ では 3 m を入力し ます。 こ

の値に該当する圧力値が高側レベル値と し て設定

されます。

17 結果 ：

測定値 1 の校正が設定されま し た。

説明
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リニアライゼーションの設定（測定値 2 の校正）

P01-PMP75xxx-19-xx-xx-xx-005

P01-xxxxxxxx-05-xx-xx-xx-018

P01-xxxxxxxx-05-xx-xx-xx-019

図 18 測定値 2 の校正

5 表のステ ッ プ 18 を参照

6 表のステ ッ プ 19 を参照

7 表のステ ッ プ 20 ～ 24 を参照

8 注意！の 4 を参照

9 注意！の 4 を参照

16 機能グループを変更し ます。

メ ニューパス ： （グループセレ ク シ ョ ン →） オペ

レーテ ィ ング メ ニュー → セ ッ テ ィ ング → リ ニア

ラ イゼーシ ョ ン

17 「最小タ ン ク測定」 パラ メ ータ を選択し ます。

測定する タ ン クの最小値を設定し ます。 こ こ では

例と し て 0 m3 を入力し ます。

18 「最大タ ン ク測定」 パラ メ ータ を選択し ます。

測定する タ ン クの最大値を設定し ます。 こ こ では

例と し て 5 m3 を入力し ます。

19 機器本体デ ィ スプレ イ ：

「テーブル選択」 パラ メ ータから 「テーブル入力」

を選択し ます。

20 「テーブル入力モード」 パラ メ ータから 「セ ミ

オー ト マチ ッ ク」 を選択し ます。

21 「テーブル入力」 パラ メ ータから 「新しいテーブ

ル」 を選択し ます。

22 リ ニア ラ イ ズテーブルに入力し ます （最小 2 組、

最大 32 組）。

1 組目のタ ン ク高さ を入力し ます。

「ラ イ ンナンバー」 ： 表示されている値を確定し ま

す。

X 値 ： 現在の静圧が、 設定し ている レベル値に換

算されて表示されます。

機器本体デ ィ スプレ イ、 デジ タル通信 ：

Y 値を確定する こ と によ って表示されている X 値

が保存されます。 下記の Y 値の説明を参照 く ださ

い。

HART ハン ドヘル ド ター ミ ナル ：

表示されている X 値を確定し ます。

Y 値 ： 容量値の入力。 こ こ では例と し て 0 m3 を入

力し、 値を確定し ます。

23 機器本体デ ィ スプレ イ

リ ニア ラ イ ズテーブルの次のポ イ ン ト を入力する

場合は、 「次のポ イ ン ト 」 を選択し、 ステ ッ プ 23 

を繰 り 返し て く だ さい。

入力を終了し、 リ ニア ラ イ ズテーブルを起動させ

る場合は、 「入力の確定」 を選択し て く だ さい。

デジ タル通信 ：

次のポ イ ン ト はステ ッ プ 23 と同様の方法で入力

でき ます。 入力を終了し、 リ ニア ラ イ ズテーブル

を起動させる場合は、 「テーブル起動」 パラ メ ー

タから テーブルを起動させて く ださい。

24 結果 ：

- リ ニア ラ イ ズテーブルが入力されま し た。

- 測定値と し て 「タ ン ク測定」 パラ メ ータ、 測定

値 2 （こ こ では容量） が表示されます。

- 「 リ ニア ラ イ ズ前のレベル」 パラ メ ータでは測

定値 1 （こ こ では高さ） が表示されます。 下記

の注意！の 5 を参照 く ださい。

説明
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! 注意 ! 
1. このレベルタ イプでは測定タ イプを 「高さ と %」、 「高さ と容量」、 「高さ と質量」、 「% 高さ と 

%」、 「% 高さ と容量」、 「% 高さ と質量」 から選択でき ます。 → 79 ページを参照 く ださい。

2. ユーザー指定単位も同様に設定が行えます。 「圧力単位」 （→ 67 ページ）、 「高さ単位」
（→ 83 ページ）、 「容量単位」 （→ 84 ページ）、 および 「質量単位」 （→85 ページ） パラ メ ータ
の詳細を参照 く ださい。

3. レベルタ イプ 「圧力 リ ニア ラ イ ズ」 を選択する と エラー メ ッ セージ （警告） 「W710 設定スパ
ンが小さすぎます。 設定範囲外です」 が表示されます。 この状態では既に基準の 2 組の リ ニ
ア ラ イ ズテーブル と なっています。 これは 2 組目の値が X 値の最大値で許容最小スパン よ り
も小さい可能性があ り ます （→ 「最小スパン」 119 ページを参照 く ださい）。 X 値の最大値が
最小スパン よ り も大きければこの メ ッ セージは消えます。

4. 「LRV 設定」 （→ 98 ページ） と 「URV 設定」 （→ 98 ページ） パラ メ ータでレベル値を低側電
流値、 高側電流値にそれぞれ設定する こ と ができ ます。
「電流値の割当て」 （→ 113 ページ） パラ メ ータから電流出力を測定値 1 または測定値 2 に設
定する こ と ができ ます。 「電流値の割当て」 パラ メ ータの設定によ り 、 「LRV 設定」 と 「URV
設定」 に下記の値を入力し て く ださい。
- 「電流値の割当て」 = 「タ ン ク測定」 （工場設定） ⇒ この場合、 %、 容量、 質量測定値のいず

れかを設定し ます。
- 「電流値の割当て」 = 「高さ」 ⇒ この場合、 レベル測定値を設定し ます。

「電流値の割当て」 を 「タ ン ク測定」 にする場合は下記の設定が適用でき ます。
「最小タ ン ク測定」 （→ 101 または 104 ページ）、 「最大タ ン ク測定」 （→ 101 または 105 ペー
ジ） を設定する と、 「LRV 設定」 と 「URV 設定」 パラ メ ータは同じ値に変更されます。 低側
電流値 （4 mA） と 高側電流値 （20 mA） に 「最小タ ン ク測定」 と 「最大タ ン ク測定」 以外の
値を入力するためには、 任意の値を直接 「LRV 設定」 と 「URV 設定」 に入力し ます。

「電流値の割当て」 を 「高さ」 にする場合は下記の設定が適用でき ます。
「最小レベル」 （→ 86 ページ）、 「最大レベル」 （→ 86 ページ） を設定する と、 「LRV 設定」 と
「URV 設定」 パラ メ ータは同じ値に変更されます。 低側電流値 （4 mA） と高側電流値 （20 mA）
に 「最小レベル」 と 「最大レベル」 以外の値を入力するためには、 任意の値を直接 「LRV 設
定」 と 「URV 設定」 に入力し ます。

5. 「表示内容」 （→ 110 ページ） パラ メ ータから機器本体デ ィ スプレ イに表示する測定値を選択
でき ます。
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5.6.2 リ ニアラ イ ズテーブルのマニュ アル入力 - ド ラ イ 校正

例：
この例では、 同時に高さ と容量を測定する よ う に設定し ます。

前提条件：
• こ の校正は理論上の校正で、 リ ニア ラ イ ズテーブルの校正ポイ ン ト が分かっている こ と。

! 注意 ! 
• デルタバー S 取扱説明書 （BA270P） またはセラバー S 取扱説明書 （BA271P） の 6.5 「レベル

測定」、またはデルタパイ ロ ッ ト  S 取扱説明書（BA332P）の 6.4 章「レベル測定」を参照 く ださい。
• パラ メ ータの詳細に関し ては下記のページを参照 く ださ い。

- 45 ページ、 表 2 ： 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ]
- 67 ページ、 表 10 ： 基本設定 [ ｷﾎﾝｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]
- 83 ページ、 表 12 ： 基本設定 [ ｷﾎﾝｾｯﾄｱｯﾌﾟ ] - 「レベル リ ニア ラ イ ズ」 レベルタ イプ
- 100 ページ、 表 18 ： リ ニア ラ イゼーシ ョ ン - 機器本体デ ィ スプレ イ
- 104 ページ、 表 19 ： リ ニア ラ イゼーシ ョ ン - デジ タル通信

• 関連するパラ メ ータの詳細に関し ては下記のページを参照 く ださ い。
- 96 ページ、 表 16 ： 拡張セ ッ ト ア ッ プ [ ｶｸﾁｮｳｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]
- 121 ページ、 表 28 ： プロセス値 [ ﾌﾟﾛｾｽﾊﾞﾘｭｰ ]

説明

測定値 1 の校正を実行：

P01-PMP75xxx-19-xx-xx-xx-005

1 5.4.1 章、 ステ ッ プ 3 から ステ ッ プ 12 の基本セ ッ

ト ア ッ プを行って く ださい。

2 「校正モード」 パラ メ ータから 「ド ラ イ」 を選択

し ます （測定値 1 用の校正モード）。

3 「密度補正」 パラ メ ータに密度値を入力し ます。

こ こ では例と し て 1 kg/dm3 を入力し ます。

4 必要に応じ て 「ゼロ点ポジシ ョ ン」 パラ メ ータに

レベルオフセ ッ ト 値を入力し ます。 こ こ では例と

し て 0 m を入力し ます。

5 結果 ：

測定値 1 の校正が設定されま し た。
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! 注意 ! 
1. このレベルタ イプでは測定タ イプを 「高さ と %」、 「高さ と容量」、 「高さ と質量」、 「% 高さ と 

%」、 「% 高さ と容量」、 「% 高さ と質量」 から選択でき ます。 → 79 ページを参照 く ださい。

2. ユーザー指定単位も同様に設定が行えます。 「圧力単位」 （→ 67 ページ）、 「高さ単位」 （→83 
ページ）、 「容量単位」 （→ 84 ページ）、 および 「質量単位」 （→85 ページ） パラ メ ータの詳細
を参照 く ださい。

3. レベルタ イプ 「圧力 リ ニア ラ イ ズ」 を選択する と エラー メ ッ セージ （警告） 「W710 設定スパ
ンが小さすぎます。 設定範囲外です」 が表示されます。 この状態では既に基準の 2 組の リ ニ
ア ラ イ ズテーブル と なっています。 これは 2 組目の値が X 値の最大値で許容最小スパン よ り
も小さい可能性があ り ます （→ 「最小スパン」 119 ページを参照 く ださい）。 X 値の最大値
が最小スパン よ り も大きければこの メ ッ セージは消えます。

リニアライゼーションの設定（測定値 2 の校正）

P01-xxxxxxxx-05-xx-xx-xx-018

P01-xxxxxxxx-05-xx-xx-xx-019

図 19 測定値 2 の校正

5 表のステ ッ プ 7 を参照

6 表のステ ッ プ 8 を参照

7 表のステ ッ プ 9 ～ 13 を参照

8 注意！の 4 を参照

9 注意！の 4 を参照

6 機能グループを変更し ます。

メ ニューパス ： （グループセレ ク シ ョ ン →） オペ

レーテ ィ ング メ ニュー → セ ッ テ ィ ング → リ ニア

ラ イゼーシ ョ ン

7 「最小タ ン ク測定」 パラ メ ータ を選択し ます。

測定する タ ン ク の最小値を設定し ます。 こ こ では

例 と し て 0 m3 を入力し ます。

8 「最大タ ン ク測定」 パラ メ ータ を選択し ます。

測定する タ ン ク の最大値を設定し ます。 こ こ では

例 と し て 5 m3 を入力し ます。

9 機器本体デ ィ スプレ イ ：

「テーブル選択」 パラ メ ータから 「テーブル入力」

を選択し ます。

10 「テーブル入力モード」 パラ メ ータから 「マニュ

アル」 を選択し ます。

11 「テーブル入力」 パラ メ ータから 「新しいテーブ

ル」 を選択し ます。

12 リ ニア ラ イ ズテーブルに入力し ます （最小 2 組、

最大 32 組）。

「ラ イ ンナンバー」 ： 表示されている値を確定し ま

す。

X 値 ： 圧力値を入力し、 確定し ます。

Y 値 ： 容量値を入力し ます。 こ こ では例と し て 0 

m3 を入力し、 確定し ます。

13 機器本体デ ィ スプレ イ

リ ニア ラ イ ズテーブルの次のポ イ ン ト を入力する

場合は、 「次のポ イ ン ト 」 を選択し、 ステ ッ プ 12 

を繰 り 返し て く だ さい。

入力を終了し、 リ ニア ラ イ ズテーブルを起動させ

る場合は、 「入力の確定」 を選択し て く だ さい。

デジ タル通信 ：

次のポ イ ン ト はステ ッ プ 12 と同様の方法で入力

でき ます。 入力を終了し、 リ ニア ラ イ ズテーブル

を起動させる場合は、 「テーブル起動」 パラ メ ー

タから テーブルを起動させて く ださい。

14 結果 ：

- リ ニア ラ イ ズテーブルが入力されま し た。

- 測定値と し て 「タ ン ク測定」 パラ メ ータ、 測定

値 2 （こ こ では容量） が表示されます。

- 「 リ ニア ラ イ ズ前のレベル」 パラ メ ータでは測

定値 1 （こ こ では高さ） が表示されます。 下記

の注意！の 5 を参照 く ださい。

説明
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4. 「LRV 設定」 （→ 98 ページ） と 「URV 設定」 （→ 98 ページ） パラ メ ータでレベル値の低側電
流値、 高側電流値をそれぞれ設定し ます。

「電流値の割当て」 （→ 113 ページ） パラ メ ータから電流出力を測定値 1 または測定値 2 に設
定する こ と ができ ます。 「電流値の割当て」 パラ メ ータの設定によ り 、 「LRV 設定」 と 「URV
設定」 に下記の値を入力し て く ださい。
「電流値の割当て」 = 「タ ン ク測定」 （工場設定） ⇒ この場合、 %、 容量、 質量測定値のいずれ
かを設定し ます。
「電流値の割当て」 = 「高さ」 ⇒ この場合、 レベル測定値を設定し ます。

「電流値の割当て」 を 「タ ン ク測定」 にする場合は下記の設定が適用でき ます。
「最小タ ン ク測定」 （→ 101 または 104 ページ） 、 「最大タ ン ク測定」 （→101 または 105 ペー
ジ） を設定する と、 「LRV 設定」 と 「URV 設定」 パラ メ ータは同じ値に変更されます。 低側
電流値 （4 mA） と 高側電流値 （20 mA） に 「最小タ ン ク測定」 と 「最大タ ン ク測定」 以外の
値を入力するためには、 任意の値を直接 「LRV 設定」 と 「URV 設定」 に入力し ます。

「電流値の割当て」 を 「高さ」 にする場合は下記の設定が適用でき ます。
「最小レベル」 （→ 86 ページ）、 「最大レベル」 （→ 86 ページ） を設定する と、 「LRV 設定」 と
「URV 設定」 パラ メ ータは同じ値に変更されます。 低側電流値 （4 mA） と高側電流値 （20 mA）
に 「最小レベル」 と 「最大レベル」 以外の値を入力するためには、 任意の値を直接 「LRV 設
定」 と 「URV 設定」 に入力し ます。

5. 「表示内容」 （→ 110 ページ） パラ メ ータから機器本体デ ィ スプレ イに表示する測定値を選択
でき ます。
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6 流量測定

6.1 校正

例：
この例では、 体積流量を m3/s で測定し ます。

! 注意 ! 
• 測定モード 「流量測定」 は差圧デバイ スデルタバー S でのみ測定が可能です。
• デルタバー S 取扱説明書 BA270P の 6.4 章 「流量測定」 を参照 く ださい。
• パラ メ ータの詳細に関し ては下記のページを参照 く ださ い。 

- 45 ページ、 表 2 ： 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ]
- 53 ページ、 表 6 ： 位置補正 [ ｲﾁﾎｾｲ ]
- 91 ページ、 表 12 ： 基本設定 [ ｷﾎﾝｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]
- 99 ページ、 表 15 ： 拡張設定 [ ｶｸﾁｮｳｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]

• 関連するパラ メ ータの詳細に関し ては下記のページを参照 く ださ い。
- 99 ページ、 表 15 ： 拡張セ ッ ト ア ッ プ [ ｶｸﾁｮｳｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]
- 122 ページ、 表 29 ： プロセス値 [ ﾌﾟﾛｾｽﾊﾞﾘｭｰ ]

説明

1 デバイ スの設定を行 う 前に導圧配管の洗浄を し

て、 測定対象液で満た し て く ださい。 取扱説明書 

BA270P、 6.4.1 章を参照 く ださい。

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-013

図 20 流量測定の校正

1 表のステ ッ プ 8 を参照

2 表のステ ッ プ 9 を参照

3 注意！の 4 を参照

4 注意！の 4 を参照

2 必要に応じ て位置補正を行います。 53 ページ、 表 

6 「位置補正」 を参照 く ださい。

3 必要に応じ て、 「測定モード」 パラ メ ータから

「流量」 測定モード を選択し ます。

機器本体デ ィ スプレ イ ：

メ ニューパス ： グループセレ ク シ ョ ン → 測定

モード

デジ タル通信 ：

メ ニューパス ： オペレーテ ィ ング メ ニュー → 
セ ッ テ ィ ング → 基本セ ッ ト ア ッ プ → 測定モード

4 機器本体デ ィ スプレ イ ：

機能グループの 「基本設定」 を選択し ます。

メ ニューパス ： グループセレ ク シ ョ ン → オペ

レーテ ィ ング メ ニュー → セ ッ テ ィ ング → 基本

セ ッ ト ア ッ プ

5 「圧力単位」 パラ メ ータから圧力単位を選択し ま

す。 こ こ では例 と し て mbar を選択し ます。

6 「流量測定タ イプ」 から 「体積流量 （p. cond）」 を

選択し ます。

7 「流量単位」 パラ メ ータから流量単位を選択し ま

す。 こ こ では例 と し て m3/h を選択し ます。

8 「最大流量」 パラ メ ータ を選択し ます。

測定する圧力の最大値を入力し ます。 こ こ では例

と し て 6000 m3/h を入力し ます。 測定エレ メ ン ト

（オ リ フ ィ スなど） のレ イ ア ウ ト シー ト を参照 く

ださい。

9 「最大流量圧力」 パラ メ ータ を選択し ます。

測定する流量の最大値を入力し ます。 こ こ では例

と し て 400 mbar を入力し ます。 測定エレ メ ン ト

（オ リ フ ィ スなど） のレ イ ア ウ ト シー ト を参照 く

ださい。

10 結果 ：

デバイ スは流量測定用と し て設定されま し た。
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! 注意 ! 
1. 「ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ」 メ ニューから も校正を行 う こ と ができ ます。 → 52 ページ、 表 5

「ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ」 メ ニューを参照 く ださい。

2. 「流量測定タ イプ」 パラ メ ータから、 下記の流量タ イプを選択する こ と ができ ます。
- 体積流量 （p.cond） ： 運転状態の体積流量
- 体積流量 （Norm） ： 1013.25 mbar、 273.15 K （0 ℃） における体積流量 （ヨーロ ッパ基準）
- 体積流量 （std.） ： 1013.25 mbar （14.7 psi）、288.15 K （15 ℃ / 59 °F） における体積流量 （USA

基準）
- 質量

3. 流量タ イプによ り 、 複数の単位から流量単位を選択する こ と ができ ます。 ユーザー指定単位
も同様に設定が行えます。
「圧力単位」 （→ 92 ページ）、 「流量単位」 （→ 93 ページ）、 「 ノーマル流量単位」 （→ 93 ペー
ジ）、 「基準流量単位」 （→ 94 ページ） 「質量流量単位」 （→ 94 ページ） のパラ メ ータ詳細を参
照 く ださい。

4. 「LRV 設定」 （→ 99 ページ） と 「URV 設定」 （→ 100 ページ） パラ メ ータで流量値、 または圧
力値の低側電流値、 高側電流値をそれぞれ設定し ます。
リ ニア / ス ク エアルー ト （→ 113 ページ） パラ メ ータから電流出力を リ ニアな圧力信号、 ま
たは開平演算の流量信号 （ス ク エアルー ト ） に設定する こ と ができ ます。 「 リ ニア / ス ク エア
ルー ト 」パラ メ ータの設定によ り 、「LRV 設定」 と 「URV 設定」に下記の値を入力し て く ださい。
- リ ニア / ス ク エアルー ト   = 流量 （ス ク エアルー ト ） （工場設定） ⇒ この場合、 流量値を設

定し ます。
- リ ニア / ス ク エアルー ト   = 差圧 ⇒ こ の場合、 圧力測定値を設定し ます。

「 リ ニア / ス ク エアルー ト 」 を 「流量 （ス ク エアルー ト ）」 にする場合は下記の設定が適用で
き ます。
工場設定では、 低側電流値 （4 mA） が 0 に、 高側電流値 （20 mA） は 「最大流量」 に設定さ
れています。 「最大流量」 を設定する と、 「URV 設定」 パラ メ ータは同じ値に変更されます。
低側電流値 （4 mA） と高側電流値 （20 mA） に 「最大流量」 以外の値を入力する ためには、 任
意の値を直接 「LRV 設定」 と 「URV 設定」 に入力し ます。

「 リ ニア / ス ク エアルー ト 」 を 「差圧」 にする場合は下記の設定が適用でき ます。
工場設定では、 低側電流値 （4 mA） が 0 に、 高側電流値 （20 mA） は 「最大流量圧力」 に設
定されています。 「最大流量圧力」 を設定する と、 「URV 設定」 パラ メ ータは同じ値に変更さ
れます。 低側電流値 （4 mA） と 高側電流値 （20 mA） に 「最大流量圧力」 以外の値を入力す
るためには、 任意の値を直接 「LRV 設定」 と 「URV 設定」 に入力し ます。

5. 低側の測定範囲では、 小流量が大き な測定変動を引き起こす可能性があ り ます。 このよ う な
場合、 「ローフ ローカ ッ ト オフ」 （→99 ページ） パラ メ ータから流量測定値の低側測定範囲を
カ ッ ト する こ と ができ ます。
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6.2 積算計

例：
この例では、 体積流量を積算し、 m3E3 単位で表示する よ う に設定し ます。 逆方向の流量に関し て
も加算する よ う に設定し ます。

! 注意 ! 
• パラ メ ータの詳細に関し ては下記のページを参照 く ださ い。

- 107 ページ、 表 18 ： 積算計セ ッ ト ア ッ プ [ ｾｷｻﾝｹｲｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]
- 122 ページ、 表 29 ： プロセス値 [ ﾌﾟﾛｾｽﾊﾞﾘｭｰ ]

• 積算計 1 は リ セ ッ ト する こ と が可能ですが、 積算計 2 は リ セ ッ ト する こ と ができ ません。

! 注意 ! 
• ユーザー指定単位も同様に設定が行えます。 → 「積算計 1 単位」 （→ 108 ページ） と 「積算計

2 単位」 （→ 109 ページ） を参照 く ださい。
• 「積算計 1」 と 「積算計 1 流量オーバー」 パラ メ ータは第 1 積算計 と し て積算流量を表示し ま

す。 「積算計 2」 と 「積算計 2 流量オーバー」 パラ メ ータは第 2 積算計 と し て積算流量を表示
し ます。 → 122 ページ、 機能グループ 「プロセス値」 を参照 く ださい。

• 「表示内容」 （→ 110 ページ） パラ メ ータから機器本体デ ィ スプレ イに表示する測定値を選択で
き ます。

説明

1 6.1 章に関するデバイ スの校正を行います。

2 機能グループを変更し ます。

（グループセレ ク シ ョ ン →） オペレーテ ィ ング メ

ニ ュー → セ ッ テ ィ ング → 積算計セ ッ ト ア ッ プ

3 「積算計 1 単位」 パラ メ ータから流量単位を選択

し ます。 こ こでは例と し て m3 E3 を選択し ます。

4 逆方向流量を加算設定にする ため、 「逆方向流量

積算計 1」 パラ メ ータ を使用し ます。 こ こ では例

と し て 「プラ ス」 を選択し ます。

5 「積算計 リ セ ッ ト 」 から積算計 1 をゼロに リ セ ッ

ト し ます。

6 結果 ：

「積算計 1」 と 「積算計 1 流量オーバー」 パラ

メ ータが体積流量の積算値を表示し ます。
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7 パラ メ ータ の詳細

! 注意 ! 
• 下表は本体の設定 メ ニ ューに関する全てのパラ メ ータです。 それぞれの表は、 測定モー ド 別、

設定機能別になっています。 メ ニュー構造の全体図は 9.1 章を参照 く ださい。
• 機器本体デ ィ スプレ イ と デジ タル通信の メ ニ ュー構造は部分的に異な る所があ り ます。 「測定

モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ]」、「言語 [ ｹﾞﾝｺﾞ ]」 パラ メ ータ、「 リ ニア ラ イゼーシ ョ ン」 の機能グループの
メ ニュー構造が異な り ます。

• 操作プロ グ ラ ムや HART ハン ドヘル ド ター ミ ナルでは追加のパラ メ ータが表示されます。これ
らのパラ メ ータには分かる よ う にマーク を付けています。

• メ ニューパスはそれぞれの表のヘッ ダーに記載し ています。 この メ ニューパスに従って設定す
るパラ メ ータへ移動でき ます。

• 設定 メ ニューは選択し た測定モード によ って異な る メ ニュー構造にな り ます。 すなわち、 あ る
測定モード にしか表示されない機能グループがあ り 、 例えば 「レベル」 測定モー ド を選択する
と 「 リ ニア ラ イゼーシ ョ ン」 の機能グループの設定が行えます。

• 事前に他のパ ラ メ ータ を設定し た後、 表示さ れるパラ メ ータ があ り ます。 例えばレベル測定
モード のク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プでは、「レベルモード」で「 リ ニア」を、「校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ]」
で 「ウ ェ ッ ト 」 を選択し ていない場合、 「空校正 [ ｶﾗｺｳｾｲ ]」 のパラ メ ータが表示されません。
下表ではパラ メ ータの内容部分に、 必要に応じ て次のよ う なコ メ ン ト を入れています （事前設
定 ： レベルモード = リ ニア、 校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ウ ェ ッ ト ）。

• パラ メ ータネームは表示部テキス ト の上部に表示されます。
• 下表の 「パラ メ ータネーム」 の列では （ ） 内にパラ メ ータの個別認識 （ID） ナンバーが記載さ

れています。 こ の ID ナンバーは機器本体デ ィ スプレ イ上に表示されます。

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-079

図 21 メ ニューの 1st セレ クシ ョ ンレベル、 言語 （→45 ページ、 表 1 参照） と測定モー ド （→ 45 ペー

ジ、 表 2 参照）
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P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-135

図 22 「レベル」 測定モー ド ： 「レベル選択」 パラ メ ータ

表 1：グループ選択 → 言語 [ ėļĻĘļ ] – 機器本体ディスプレイによる設定

パラメータ名 説明

言語 （079）

[ ｹﾞﾝｺﾞ ]

選択

メ ニューの言語選択。

! 注意 ! 

• 操作プロ グ ラ ム と HART ハン ドヘル ド ター ミ ナルでは 「言語」 パラ メ ータ

は 「デ ィ スプレ イ」 機能グループにあ り ます。

• 操作プロ グ ラ ムの言語は次のよ う に設定でき ます。 「オプシ ョ ン」 メ ニュー

→ 「設定」 → 「言語」 タブ → 「ツールの言語」

オプション：
• ド イ ツ語

• 英語

• フ ラ ン ス語

• イ タ リ ア語

• スペイ ン語

• オラ ンダ語

• 中国語 （CHS）

• 日本語 （JPN）

出荷時設定：
英語

表 2：グループ選択 → 測定モード – 機器本体ディスプレイによる設定

パラメータ名 説明

測定モード （389）

[ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ]

選択

測定モード の選択。

操作 メ ニューは選択された測定モード に応じ て構成されます。

! 注意 ! 

• 測定モード が変更し て も そのま ま設定を転用する こ と はでき ません。 測定

モード を変更し た際は再校正を行 う 必要があ り ます。

• 操作プロ グ ラ ム と HART ハン ドヘル ド ター ミ ナルでは 「測定モード」 パラ

メ ータは 「ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ」 メ ニューと 「基本設定」 機能グループ

で表示されます （オペレーテ ィ ング メ ニュー → セ ッ テ ィ ング → 基本セ ッ ト

ア ッ プ）。

オプション：
• 圧力

• レベル

• デルタバー S ： 流量

出荷時設定：
• セ ラバー S、 デルタバー S ： 圧力

• デルタパイ ロ ッ ト  S ： レベル
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レベル選択 （020）

[ ﾚﾍﾞﾙｾﾝﾀｸ ]

オプシ ョ ン

レベルモード を選択。

事前設定：
• 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ] = レベル

! 注意 ! 

• 「レベルイージープレ ッ シ ャー」、 「レベルイージーハイ ト 」 のレベルモード

で入力値は 「レベルエキスパー ト 」 ほど広範囲に検証されません。 空校正 /

満量校正、 空圧力 / 満量圧力、 空高さ / 満量高さ、 LRV 設定 /URV 設定の

入力値は 「レベルイージープレ ッ シ ャー」、 「レベルイージーハイ ト 」 のレ

ベルモード に対し て最低 1％の間隔を設けなければな り ません。 値が近すぎ

る と警告 メ ッ セージで拒否されます。 これ以上の限界値は確認し ません。 例

えば測定デバイ スが正し く 機能する よ う にセンサ、 測定タ ス ク の入力値は

適正でなければな り ません。

→ 各種レベルモードおよびタ イプの概要については、 16 ページの 5.1 章

「レベル測定の概要」 を参照 く ださい。

• 「レベルイージープレ ッ シ ャー」、 「レベルイージーハイ ト 」 のレベルモード

には 「レベルエキスパー ト 」 ほど多 く のパラ メ ータが含まれておらず、 レ

ベルアプ リ ケーシ ョ ンをすばや く 、 簡単に設定するため、 使用し ます。

• 充填レベル、 容量、 質量、 リ ニア ラ イ ズテーブルのユーザー単位は 「レベ

ルエキスパー ト 」 のレベルモード でのみ入力可能です。 

• デバイ ス を安全機能 （SIL） のサブシステム と し て使用する場合、 「パラ メ ー

タのセキ ュ リ テ ィ を高めた機器設定」 （SAFETY CONFIRM） が可能なのはレ

ベルモード 「レベルイージープレ ッ シ ャー」 のオペレーテ ィ ングモード

「レベル」 のみです。 それまでの入力パラ メ ータはすべてパス ワード入力後、

確認されます。 「レベルイージーハイ ト 」 あ るいは 「レベルエキスパー ト 」

を選択する と、 リ セ ッ ト パラ メ ータ、 リ セ ッ ト コード 「7864」 を使用し、

最初に設定を初期状態に リ セ ッ ト し なければな り ません （ メ ニュパス ： （グ

ループセレ ク シ ョ ン→） セ ッ テ ィ ング メ ニュー→オペレーテ ィ ング）。

→ 詳細情報に関し ては、 デルタバー S （SD189）、 セ ラバー S （SD190） また

はデルタパイ ロ ッ ト  S （SD213P） の安全マニ ュ アルを参照 く ださい。

オプション：
• レベルイージープレ ッ シ ャー

このレベルモード では 2 組の圧力 - レベル値組合せが設定されます。 圧力

測定値は、 「出力単位」 パラ メ ータで選択された単位に直接換算されます

（→ 60 ページ）。 「ウ ェ ッ ト 」 と 「ド ラ イ」 の 2 つの校正モード から選択で

き ます。

- ウ ェ ッ ト 校正は、 容器を充填および空にする際に実施されます。 これら 2 

つの異なるポ イ ン ト における レベル、 容量、 質量または % 値に該当する

圧力値が設定されます。

- ド ラ イ校正は理論上の校正です。 この校正では 「空校正」、 「空圧力」、

「満量校正」、 「満量圧力」 パラ メ ータで 2 組の圧力 - レベル値組合せが設

定されます。 → パラ メ ータ詳細に関し ては 61 ページを参照 く ださ い。

• レベルイージーハイ ト

このレベルモード では、 高さ単位、 密度および 2 組の高さ - レベル値組合

せが設定されます。 圧力測定値は、 入力された密度および高さ単位によ り 、

高さ値に換算されます。 「ウ ェ ッ ト 」 と 「ド ラ イ」 の 2 つの校正モード から

選択でき ます。

- ウ ェ ッ ト 校正は、 容器を充填および空にする際に実施されます。 これら 2 

つの異なるポ イ ン ト における レベル、 容量、 質量または % 値に換算され

た高さ値が設定されます。

- ド ラ イ校正は理論上の校正です。 この校正では 「空校正」、 「空高さ」、

「満量校正」、 「満量高さ」 パラ メ ータで 2 組の高さ - レベル値組合せが設

定されます。 → パラ メ ータ詳細に関し ては 65 ページを参照 く だ さい。

• レベルエキスパー ト

このレベルモード を選択する と 「レベルモード」 パラ メ ータ （→68 ページ）

で、 「 リ ニア」 「圧力 リ ニア ラ イ ズ」 「レベル リ ニア ラ イ ズ」 を選択する こ と

ができ ます。

出荷時設定：
レベルイージープレ ッ シャー

→ レベル選択 = 「レベルイージープレ ッ シ ャー」 ： 58 ページ、 表 8 を参照 く ださい。

→ レベル選択 = 「レベルイージーハイ ト 」 ： 62 ページ、 表 9 を参照 く ださい。

→ レベル選択 = 「レベルエキスパー ト 」 ： 67 ページ、 表 10 を参照 く だ さい。

表 2：グループ選択 → 測定モード – 機器本体ディスプレイによる設定

パラメータ名 説明
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表 3：（グループ選択 →）クイックセットアップ：「圧力 [ ďĠĶČĖ ]」

パラメータ名 説明

こ の メ ニューでは 「圧力」 測定モード に関し て最も重要なパラ メ ータが表示されます。

事前設定：
• 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ] = 圧力 [ ｱﾂﾘｮｸ ] （→ 45 ページ参照）

注意：
下記を参照 く だ さい。

- 55 ページ、 表 7 ： 基本設定 [ ｷﾎﾝｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]

- 96 ページ、 表 15 ： 拡張セ ッ ト ア ッ プ [ ｶｸﾁｮｳｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]

- 121 ページ、 表 27 ： プロセス値 [ ﾌﾟﾛｾｽﾊﾞﾘｭｰ ]

- 13 ページ、 4 章 「圧力測定」

測定モード

[ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ]

選択

測定モード の選択。

操作 メ ニューは選択された測定モード に応じ て構成されます。

! 注意 ! 

測定モード が変更し て も そのま ま設定を転用する こ と はでき ません。 測定モー

ド を変更し た際は再校正を行 う 必要があ り ます。

事前設定：
• デジ タル通信

オプション：
• 圧力

• レベル

• デルタバー S ： 流量

出荷時設定：
• セ ラバー S、 デルタバー S ： 圧力

• デルタパイ ロ ッ ト  S ： レベル
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ゼロ点補正 （685）

[ ｾﾞﾛﾃﾝﾎｾｲ ]

入力

位置補正 - ゼロ点 （設定点） と測定圧の圧力差を明確にする必要はあ り ませ

ん。 デバイ スに基準圧力が存在し ます。

タ ン ク が空状態で、 本体の取付け方向によ って 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 パラ メ ータ

がゼロ を表示し ないよ う な、 測定値のシフ ト が生じ る こ と があ り ます。 このよ

う な場合、 位置補正をする こ と ができ ます。

例：
- 測定値 = 2.2 mbar

- 「ゼロ点補正 [ ｾﾞﾛﾃﾝﾎｾｲ ]」 パラ メ ータで 「確定 [ ｶｸﾃｲ ]」 を選択し て 「測定

値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 を補正し ます。 これは 0.0 の値を実際の圧力に割 り 当てる こ と

を意味し ています。

- 測定値 （ゼロ点補正後） =0.0 mbar

- 電流値も補正されます。

「オフセ ッ ト 校正 [ ｵﾌｾｯﾄｺｳｾｲ ]」 パラ メ ータでは 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 が補正さ

れる こ と によ って生じ た差圧を表示し ます。

事前設定：
• デルタバー S、 相対圧仕様のセ ラバー S、 デルタパイ ロ ッ ト  S で このパラ

メ ータ を表示させます。

オプション：
• アボー ト

• 確定 [ ｶｸﾃｲ ]

出荷時設定：
0

位置補正入力 （563）

[ ｲﾁﾎｾｲﾆｭｳﾘｮｸ ]

入力

位置補正 - ゼロ点 （設定点） と測定圧の圧力差を明確にする必要はあ り ませ

ん。 デバイ スに基準圧力が存在し ます。

タ ン ク が空状態で、 本体の取付け方向によ って 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 パラ メ ータ

がゼロ を表示し ないよ う な、 測定値のシフ ト が生じ る こ と があ り ます。 このよ

う な場合、 任意の値を入力し て位置補正をする こ と ができ ます。

例：
- 測定値 = 0.5 mbar

- 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 を設定する値にする ために、 「位置補正入力 

[ ｲﾁﾎｾｲﾆｭｳﾘｮｸ ]」 パラ メ ータ用の値を設定。

例 ： 2 mbar （新 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 「位置補正入力 [ ｲﾁﾎｾｲﾆｭｳﾘｮｸ ]」）

- 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 （「位置補正入力 [ ｲﾁﾎｾｲﾆｭｳﾘｮｸ ]」 パラ メ ータ入力後） = 

2.0 mbar

- 「オフセ ッ ト 校正 [ ｵﾌｾｯﾄｺｳｾｲ ]」 パラ メ ータでは 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 が補正

される こ と によ って生じ た差圧を表示し ます。

「オフセ ッ ト 校正 [ ｵﾌｾｯﾄｺｳｾｲ ]」 = 旧 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 – 「位置補正入力 

[ ｲﾁﾎｾｲﾆｭｳﾘｮｸ ]」 = 0.5 mbar – 2.0 mbar = – 1.5 mbar

- 電流値も補正されます。

事前設定：
• デルタバー S と 相対圧仕様のセ ラバー S でこ のパラ メ ータ を表示させます。

出荷時設定：
0.0

LRV 設定 （245）

[LRV ｾｯﾃｲ ]

入力

低側レ ンジの設定。 基準圧力は必要あ り ません。

低側電流値 （4 mA） に該当する圧力値を入力し ます。

出荷時設定：
0.0

URV 設定 （246）

[URV ｾｯﾃｲ ]

入力

高側レ ンジの設定。 基準圧力は必要あ り ません。

高側電流値 （20 mA） に該当する圧力値を入力し ます。

出荷時設定：
センサ上限設定値 （→ 「センサ HI リ ミ ッ ト 」 119 ページを参照 く ださ い）

ダンピング （247）

入力

ダンピング時間 （時間係数 τ） を入力し ます。

ダンピングによ り 機器本体デ ィ スプレ イ、 測定値、 現在の出力等、 後続の要素

すべてにおいて圧力変化に反応する速度に影響が現れます

入力可能範囲：
0.0...999.0 s

出荷時設定：
2.0 s

表 3：（グループ選択 →）クイックセットアップ：「圧力 [ ďĠĶČĖ ]」

パラメータ名 説明
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表 4：（グループ選択 →） クイックセットアップ：「レベル」

パラメータ名 説明

こ の メ ニューでは 「レベル」 測定モード に関し て最も重要なパラ メ ータが表示されます。

事前設定 ：

• 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ] = レベル （→ 45 ページ参照）

注意：
下記を参照 く だ さい。

- 67 ページ、 表 10 ～ 13 ： 基本設定 [ ｷﾎﾝｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]

- 96 ページ、 表 16 ： 拡張セ ッ ト ア ッ プ [ ｶｸﾁｮｳｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]

- 100 ページ、 表 18 ： リ ニア ラ イゼーシ ョ ン – 機器本体デ ィ スプレ イ

- 104 ページ、 表 19 ： リ ニア ラ イゼーシ ョ ン – デジ タル通信

- 121 ページ、 表 28 ： プロセス値 [ ﾌﾟﾛｾｽﾊﾞﾘｭｰ ]

- 16 ページ、 5 章 「レベル測定」

測定モード

[ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ]

選択

測定モード の選択。

操作 メ ニューは選択された測定モード に応じ て構成されます。

! 注意 ! 

測定モード が変更し て も そのま ま設定を転用する こ と はでき ません。 測定モー

ド を変更し た際は再校正を行 う 必要があ り ます。

事前設定：
• デジ タル通信

オプション ：

• 圧力

• レベル

• デルタバー S ： 流量

出荷時設定：
• セ ラバー S、 デルタバー S ： 圧力

• デルタパイ ロ ッ ト  S ： レベル

レベル選択 （020）

[ ﾚﾍﾞﾙｾﾝﾀｸ ]

オプシ ョ ン

レベルモード を選択。

→ パラ メ ータ詳細に関し ては 46 ページを参照 く ださい。

出荷時設定：
レベルイージープレ ッ シャー



パラ メ ータの詳細 セラバー S / デルタバー S / デルタパイ ロ ッ ト  S  4 ～ 20 mA HART

50 エン ド レスハウザー ジ ャパン

ゼロ点補正 （685）

[ ｾﾞﾛﾃﾝﾎｾｲ ]

入力

位置補正 - ゼロ点 （設定点） と測定圧の圧力差を明確にする必要はあ り ませ

ん。 デバイ スに基準圧力が存在し ます。

デバイ スの方向によ っては測定値が変動する こ と があ り ます （コ ンテナが空で

も測定値はゼロ を示し ません）。

例：
- 測定値 = 2.2 mbar

- 「ゼロ点補正 [ ｾﾞﾛﾃﾝﾎｾｲ ]」 パラ メ ータで 「確定 [ ｶｸﾃｲ ]」 を選択し て 「測定

値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 を補正し ます。 これは 0.0 の値を実際の圧力に割 り 当てる こ と

を意味し ています。

- 測定値 （ゼロ点補正後） =0.0 mbar

- 電流値も補正されます。

「オフセ ッ ト 校正 [ ｵﾌｾｯﾄｺｳｾｲ ]」 パラ メ ータでは 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 が補正さ

れる こ と によ って生じ た差圧を表示し ます。

事前設定：
• デルタバー S、 相対圧仕様のセ ラバー S、 デルタパイ ロ ッ ト  S で このパラ

メ ータ を表示させます。

オプション：
• アボー ト

• 確定 [ ｶｸﾃｲ ]

出荷時設定：
0

位置補正入力 （563）

[ ｲﾁﾎｾｲﾆｭｳﾘｮｸ ]

入力

位置補正 - ゼロ点 （設定点） と測定圧の圧力差を明確にする必要はあ り ませ

ん。 デバイ スに基準圧力が存在し ます。

タ ン ク が空状態で、 本体の取付け方向によ って 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 パラ メ ータ

がゼロ を表示し ないよ う な、 測定値のシフ ト が生じ る こ と があ り ます。 このよ

う な場合、 任意の値を入力し て位置補正をする こ と ができ ます。

例：
- 測定値 = 0.5 mbar

- 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 を設定する値にする ために、 「位置補正入力 

[ ｲﾁﾎｾｲﾆｭｳﾘｮｸ ]」 パラ メ ータ用の値を設定。

例 ： 2 mbar （新 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 「位置補正入力 [ ｲﾁﾎｾｲﾆｭｳﾘｮｸ ]」）

- 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 （「位置補正入力 [ ｲﾁﾎｾｲﾆｭｳﾘｮｸ ]」 パラ メ ータ入力後） = 

2.0 mbar

- 「オフセ ッ ト 校正 [ ｵﾌｾｯﾄｺｳｾｲ ]」 パラ メ ータでは 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 が補正

される こ と によ って生じ た差圧を表示し ます。

「オフセ ッ ト 校正 [ ｵﾌｾｯﾄｺｳｾｲ ]」 = 旧 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 ﾐ 「位置補正入力 

[ ｲﾁﾎｾｲﾆｭｳﾘｮｸ ]」 = 0.5 mbar – 2.0 mbar = – 1.5 mbar

- 電流値も補正されます。

事前設定：
• デルタバー S と 相対圧仕様のセ ラバー S でこ のパラ メ ータ を表示させます。

出荷時設定：
0.0

空校正 （314） / （010）

[ ｶﾗｺｳｾｲ ]

入力

低側校正ポ イ ン ト のレベル値を入力 （容器が空状態）。

この設定では、 容器が空状態、 または空付近のレベル状態であ る必要があ り ま

す。 このパラ メ ータに値を入力する と現在の圧力値がレベル値と し て本体に登

録されます。

事前設定：
• レベル選択 [ ﾚﾍﾞﾙｾﾝﾀｸ ] = レベルイージープレ ッ シ ャー （→ 46 ページ参照）

校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ウ ェ ッ ト （→ 60 ページ参照）

• レベル選択 [ ﾚﾍﾞﾙｾﾝﾀｸ ] = レベルエキスパー ト （→ 46 ページ参照）

レベルモード = リ ニア （→ 68 ページ参照）

校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ウ ェ ッ ト （→ 73 ページ参照）

! 注意 ! 

このパラ メ ータでは、 機器本体デ ィ スプレ イに入力する レベル値と 現在の圧力

値が表示されます。 レベル値を現在の圧力値と と もに保存するためには、 「E」

キーで確定する前に 「+」 または 「–」 キーでレベル値の入力フ ィ ール ド をア

ク テ ィ ブにし なければな り ません。 レベル値が変更されない場合も同様です。

出荷時設定：
0.0

表 4：（グループ選択 →） クイックセットアップ：「レベル」

パラメータ名 説明
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図 25 ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ メ ニュー ： 「流量」 測定モー ド

満量校正 （315） / （004）

[ ﾏﾝﾘｮｳｺｳｾｲ ]

入力

高側校正ポ イ ン ト のレベル値を入力 （容器が満量状態）。

この設定では、 容器が満量状態、 または満量付近のレベル状態であ る必要があ

り ます。 こ のパラ メ ータに値を入力する と現在の圧力値がレベル値 と し て本体

に登録されます。

事前設定：
• レベル選択 [ ﾚﾍﾞﾙｾﾝﾀｸ ] = レベルイージープレ ッ シ ャー （→46 ページ参照）

校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ウ ェ ッ ト （→ 60 ページ参照）

• レベル選択 [ ﾚﾍﾞﾙｾﾝﾀｸ ] = レベルエキスパー ト

レベルモード = リ ニア （→68 ページ参照）

校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ウ ェ ッ ト （→ 73 ページ参照）

! 注意 ! 

このパラ メ ータでは、 機器本体デ ィ スプレ イに入力する レベル値と 現在の圧力

値が表示されます。 レベル値を現在の圧力値と と もに保存するためには、 「E」

キーで確定する前に 「+」 または 「–」 キーでレベル値の入力フ ィ ール ド をア

ク テ ィ ブにし なければな り ません。 レベル値が変更されない場合も同様です。

出荷時設定：
100.0

ダンピング （247）

入力

ダンピング時間 （時間係数 τ） を入力し ます。

ダンピングによ り 機器本体デ ィ スプレ イ、 測定値、 現在の出力等、 後続の要素

すべてにおいて圧力変化に反応する速度に影響が現れます

入力可能範囲：
0.0...999.0 s

出荷時設定：
2.0 s

表 4：（グループ選択 →） クイックセットアップ：「レベル」

パラメータ名 説明
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表 5：（グループ選択 →）クイックセットアップ：「流量 [ ĶċđĶČđ ]」

パラメータ名 説明

こ の メ ニューでは 「流量」 測定モード に関し て最も重要なパラ メ ータが表示されます。

事前設定：
• デルタバー S 差圧デバイ ス

• 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ] = 流量 [ ﾘｭｳﾘｮｳ ] （→ 45 ページ参照）

注意：
下記を参照 く ださい。

- 91 ページ、 表 14 ： 基本設定 [ ｷﾎﾝｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]

- 99 ページ、 表 17 ： 拡張セ ッ ト ア ッ プ [ ｶｸﾁｮｳｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]

- 107 ページ、 表 20 ： 積算計セ ッ ト ア ッ プ [ ｾｷｻﾝｹｲｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]

- 41 ページ、 6 章 「流量測定」

測定モード

[ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ]

選択

測定モード の選択。

操作 メ ニューは選択された測定モード に応じ て構成されます。

! 注意 ! 

測定モード が変更し て も そのま ま設定を転用する こ と はでき ません。 測定モー

ド を変更し た際は再校正を行 う 必要があ り ます。

事前設定：
• デジ タル通信

オプション ：

• 圧力

• レベル

• デルタバー S ： 流量

出荷時設定：
• セ ラバー S、 デルタバー S ： 圧力

• デルタパイ ロ ッ ト  S ： レベル

ゼロ点補正 （685）

[ ｾﾞﾛﾃﾝﾎｾｲ ]

入力

位置補正 - ゼロ点 （設定点） と測定圧の圧力差を明確にする必要はあ り ませ

ん。 デバイ スに基準圧力が存在し ます。

デバイ スの方向によ っては測定値が変動する こ と があ り ます （コ ンテナが空で

も測定値はゼロ を示し ません）。

例：
- 測定値 = 2.2 mbar

- 「ゼロ点補正 [ ｾﾞﾛﾃﾝﾎｾｲ ]」 パラ メ ータで 「確定 [ ｶｸﾃｲ ]」 を選択し て 「測定

値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 を補正し ます。 これは 0.0 の値を実際の圧力に割 り 当てる こ と

を意味し ています。

- 測定値 （ゼロ点補正後） =0.0 mbar

- 電流値も補正されます。

「オフセ ッ ト 校正 [ ｵﾌｾｯﾄｺｳｾｲ ]」 パラ メ ータでは 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 が補正さ

れる こ と によ って生じ た差圧を表示し ます。

選択：
• アボー ト

• 確定 [ ｶｸﾃｲ ]

出荷時設定：
0

最大流量 （311）

[MAX. ﾌﾛー ]

入力

測定エレ メ ン ト （オ リ フ ィ スなど） の最大流量を入力。

測定エレ メ ン ト の仕様を確認 く ださい。 この最大流量は 「最大流量圧力 [MAX 

ﾌﾛｰｱﾂﾘｮｸ ]」 で入力し た最大圧力に該当し ます。

! 注意 ! 

「流量」 測定モード では電流信号の仕様を設定する ために 「 リ ニア / ス ク エア

ルー ト 」 （→ 113 ページ） パラ メ ータ を使用し ます。 下記に 「流量 （ス ク エア

ルー ト ）」 設定を示し ます。

「最大流量 [MAX. ﾌﾛｰ ]」 に新しい値を入力する と 「URV 設定」 も同様に変更

されます。 「URV 設定」 は高側の電流設定値と な るので 「最大流量 [MAX. 

ﾌﾛｰ ]」 によ って決ま る値以外を設定する場合は、 「URV 設定」 に設定する値を

入力し ます （→ 「URV 設定」 100 ページを参照 く だ さい）。

出荷時設定：
1.0
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図 26 「位置補正」 機能グループ

最大流量圧力 （634）

[MAX. ﾌﾛｰｱﾂﾘｮｸ ]

入力

測定エレ メ ン ト （オ リ フ ィ スなど） の最大圧力を入力。

→ 測定エレ メ ン ト の仕様を確認 く ださい。 この値が開平演算の 1.0 に該当し

ます。

! 注意 ! 

「流量」 測定モード では電流信号の仕様を設定する ために 「 リ ニア / ス ク エア

ルー ト 」 （→ 113 ページ） パラ メ ータ を使用し ます。 下記に 「差圧」 設定を示

し ます。

「最大流量圧力 [MAX. ﾌﾛｰｱﾂﾘｮｸ ]」 に新しい値を入力する と 「URV 設定」 も同

様に変更されます。 「URV 設定」 は高側の電流設定値 と なるので 「最大流量圧

力 [MAX. ﾌﾛｰｱﾂﾘｮｸ ]」 によ って決ま る値以外を設定する場合は、 「URV 設定」

に設定する値を入力し ます （→ 「URV 設定」 100 ページを参照 く ださい）。

出荷時設定：
センサ上限設定値 （→ 「センサ HI リ ミ ッ ト 」 119 ページを参照 く ださい）

ダンピング （247）

入力

ダンピング時間 （時間係数 τ） を入力し ます。

ダンピングによ り 機器本体デ ィ スプレ イ、 測定値、 現在の出力等、 後続の要素

すべてにおいて圧力変化に反応する速度に影響が現れます

入力可能範囲：
0.0...999.0 s

出荷時設定：
2.0 s

表 5：（グループ選択 →）クイックセットアップ：「流量 [ ĶċđĶČđ ]」

パラメータ名 説明

表 6：（グループ選択 →） 操作メニュー → 設定 → 位置補正 [ ĐğĬĜĐ ]

パラメータ名 説明

本体の取付け方向によ って測定値がゼロ を表示し ないよ う な、 測定値のシフ ト が生じ る こ と があ り ます。

こ のよ う な場合に位置補正をするために、 デルタバー S と セ ラバー S にはセンサ仕様毎に次の 3 種類の方

法があ り ます。

推奨 ：

• ゼロ点 と なる圧力と 測定されている圧力の差が分から ない場合

- ゼロ点補正 [ ｾﾞﾛﾃﾝﾎｾｲ ] ： デルタバー S、 セ ラバー S 相対圧センサ、 デルタパイ ロ ッ ト  S

- 位置補正入力 [ ｲﾁﾎｾｲﾆｭｳﾘｮｸ ] ： セ ラバー S 絶対圧センサ

• ゼロ点 と なる圧力と 測定されている圧力の差が分かる場合

- オフセ ッ ト 校正 [ ｵﾌｾｯﾄｺｳｾｲ ] ：デルタバー S、 セ ラバー S 相対圧 / 絶対圧センサ、デルタパイ ロ ッ ト  

S
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ゼロ点補正 （685）

[ ｾﾞﾛﾃﾝﾎｾｲ ]

入力

位置補正 - ゼロ点 （設定点） と測定圧の圧力差を明確にする必要はあ り ませ

ん。 デバイ スに基準圧力が存在し ます。

例：
- 測定値 = 2.2 mbar

- 「ゼロ点補正 [ ｾﾞﾛﾃﾝﾎｾｲ ]」 パラ メ ータで 「確定 [ ｶｸﾃｲ ]」 を選択し て 「測定

値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 を補正し ます。 これは 0.0 の値を実際の圧力に割 り 当てる こ と

を意味し ています。

- 測定値 （ゼロ点補正後） =0.0 mbar

- 電流値も補正されます。

「オフセ ッ ト 校正 [ ｵﾌｾｯﾄｺｳｾｲ ]」 パラ メ ータでは 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 が補正さ

れる こ と によ って生じ た差圧を表示し ます。

選択：
• アボー ト

• 確定 [ ｶｸﾃｲ ]

出荷時設定：
0

位置補正入力 （563）

[ ｲﾁﾎｾｲﾆｭｳﾘｮｸ ]

入力

位置補正 - ゼロ点 （設定点） と測定圧の圧力差を明確にする必要はあ り ませ

ん。 デバイ スに基準圧力が存在し ます。

例：
- 測定値 = 0.5 mbar

- 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 を設定する値にする ために、 「位置補正入力 

[ ｲﾁﾎｾｲﾆｭｳﾘｮｸ ]」 パラ メ ータ用の値を設定。

例 ： 2 mbar （新 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 「位置補正入力 [ ｲﾁﾎｾｲﾆｭｳﾘｮｸ ]」）

- 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 （「位置補正入力 [ ｲﾁﾎｾｲﾆｭｳﾘｮｸ ]」 パラ メ ータ入力後） = 

2.0 mbar

- 「オフセ ッ ト 校正 [ ｵﾌｾｯﾄｺｳｾｲ ]」 パラ メ ータでは 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 が補正

される こ と によ って生じ た差圧を表示し ます。

「オフセ ッ ト 校正 [ ｵﾌｾｯﾄｺｳｾｲ ]」 = 旧 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 – 「位置補正入力 

[ ｲﾁﾎｾｲﾆｭｳﾘｮｸ ]」 = 0.5 mbar – 2.0 mbar = – 1.5 mbar

- 電流値も補正されます。

出荷時設定：
0.0

オフセ ッ ト 校正 （319）

[ ｵﾌｾｯﾄｺｳｾｲ ]

入力

位置補正 - ゼロ点 （設定点） と測定圧の圧力差は既知です。

例：
- 測定値 = 2.2 mbar

- 「オフセ ッ ト 校正 [ ｵﾌｾｯﾄｺｳｾｲ ]」 パラ メ ータに 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 で補正す

る分の値を入力し ます。 「測定値」 を 0.0 mbar に補正する際、 こ こ で 2.2 を

入力し なければな り ません。

（新 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 旧 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 – 「オフセ ッ ト 校正 

[ ｵﾌｾｯﾄｺｳｾｲ ]」）

- 測定値 （オフセ ッ ト 校正の入力後） = 0.0 mbar

- 電流値も補正されます。

出荷時設定：
0.0

表 6：（グループ選択 →） 操作メニュー → 設定 → 位置補正 [ ĐğĬĜĐ ]

パラメータ名 説明
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図 27 「基本設定」 メ ニュー ： 「圧力」 測定モー ド

表 7：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「圧力 [ ďĠĶČĖ ]」

パラメータ名 説明

事前設定：
• 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ] = 圧力 [ ｱﾂﾘｮｸ ] （→ 45 ページ参照）

注意：
下記を参照 く だ さい。

- 47 ページ、 表 3 ： ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ

- 96 ページ、 表 15 ： 拡張セ ッ ト ア ッ プ [ ｶｸﾁｮｳｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]

- 121 ページ、 表 27 ： プロセス値 [ ﾌﾟﾛｾｽﾊﾞﾘｭｰ ]

- 13 ページ、 4 章 「圧力測定」

測定モード

[ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ]

選択

測定モード の選択。

操作 メ ニューは選択された測定モード に応じ て構成されます。

! 注意 ! 

測定モード が変更し て も そのま ま設定を転用する こ と はでき ません。 測定モー

ド を変更し た際は再校正を行 う 必要があ り ます。

事前設定：
• デジ タル通信

オプション：
• 圧力

• レベル

• デルタバー S ： 流量

出荷時設定：
• セ ラバー S、 デルタバー S ： 圧力

• デルタパイ ロ ッ ト  S ： レベル
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圧力単位 （060）

[ ｱﾂﾘｮｸﾀﾝｲ ]

選択

圧力単位の選択。

圧力単位を新たに選択する と、 全ての圧力に関するパラ メ ータは換算され、 新

しい単位にて表示されます。

オプション：
• mbar、 bar

• mmH2O、 mH2O、 inH2O、 ftH2O

• Pa、 hPa、 kPa、 MPa

• psi

• mmHg、 inHg

• Torr

• g/cm2、 kg/cm2

• lb/ft2

• atm

• gf/cm2、 kgf/cm2

• ユーザー単位 → 「圧力ユーザー単位 [ ｱﾂﾘｮｸﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」、 「圧力ユーザー単

位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ P]」 パラ メ ータ詳細を参照 く ださい。

出荷時設定：
センサの規準レ ンジに応じ て mbar、 または bar

圧力ユーザー単位 （075）

[ ｱﾂﾘｮｸﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

入力

ユーザー指定の圧力単位のテキス ト 入力。

最大 8 文字まで入力する こ と ができ ます → 「圧力ユーザー単位係数 

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ P]」 を参照 く だ さい。

事前設定：
• 圧力単位 [ ｱﾂﾘｮｸﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

! 注意 ! 

機器本体デ ィ スプレ イには最初の 5 文字のみ表示されます。 例えば、 ユー

ザー指定単位 と し て 「crates」 を設定する と 、 「crate」 と 表示されます。

「 / 」 を含む単位の場合、 機器本体デ ィ スプレ イには 8 文字まで表示されます

が、 分子部分に表示されるのは 5 文字までに制限されます。 例えばユーザー

指定の単位 「crates/m2」 を設定する と、 「crate/m2」 が表示されます （s は表

示されません）。 FieldCare では 8 文字全ての表示が可能です。

HART ハン ドヘル ド ター ミ ナルでは 「CUSTOMER UNIT P」 のみ設定可能で、

ユーザー指定単位で測定値が表示されます。

出荷時設定：
 _ _ _ _ _ _ _ _

圧力ユーザー単位係数

（317）

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ P]

入力

圧力ユーザー指定単位用の換算係数を入力。

換算係数は SI 単位 「Pa」 を基準と し て入力する必要があ り ます → 「圧力ユー

ザー単位 [ ｱﾂﾘｮｸﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 を参照 く ださ い。

事前設定：
• 圧力単位 [ ｱﾂﾘｮｸﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

例：
- 測定単位を 「PU」 （パッ キング単位） で表示し たい場合

- 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 10000 Pa i 1 PU

- 「圧力ユーザー単位 [ ｱﾂﾘｮｸﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 ： PU を入力

- 「圧力ユーザー単位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ P]」 ： 0.0001 を入力

- 結果 ： 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 1 PU

出荷時設定：
 1.0

LRV 設定 （245）

[LRV ｾｯﾃｲ ]

入力

低側レ ンジの設定。 基準圧力は必要あ り ません。

低側電流値 （4 mA） に該当する圧力値を入力し ます。

出荷時設定：
0.0

URV 設定 （246）

[URV ｾｯﾃｲ ]

入力

高側レ ンジの設定。 基準圧力は必要あ り ません。

高側電流値 （20 mA） に該当する圧力値を入力し ます。

出荷時設定：
センサ上限設定値 （→ 「センサ HI リ ミ ッ ト 」 119 ページを参照 く ださ い）

表 7：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「圧力 [ ďĠĶČĖ ]」

パラメータ名 説明
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現在値を LRV （309）

[ ｹﾞﾝｻﾞｲﾁｦ LRV]

入力

低側レ ンジの設定 （基準圧力が必要）

低側電流値 （4 mA） と し て認識させる圧力を本体に加えた状態で 「確定 

[ ｶｸﾃｲ ]」 を選択する と、 現在の圧力が低側電流値と し て設定されます。

機器本体デ ィ スプレ イ ： 現在の圧力値がボ ト ム ラ イ ンに表示されます。

オプション：
• アボー ト

• 確定 [ ｶｸﾃｲ ]

現在値を URV （310）

[ ｹﾞﾝｻﾞｲﾁｦ URV]

入力

高側レ ンジの設定 （基準圧力が必要）

高側電流値 （20 mA） と し て認識させる圧力を本体に加えた状態で 「確定 

[ ｶｸﾃｲ ]」 を選択する と、 現在の圧力が高側電流値と し て設定されます。

機器本体デ ィ スプレ イ ： 現在の圧力値がボ ト ム ラ イ ンに表示されます。

オプション：
• アボー ト

• 確定 [ ｶｸﾃｲ ]

ダンピング （247）

入力

ダンピング時間 （時間係数 τ） を入力し ます。

ダンピングによ り 機器本体デ ィ スプレ イ、 測定値、 現在の出力等、 後続の要素

すべてにおいて圧力変化に反応する速度に影響が現れます

入力可能範囲：
0.0...999.0 s

出荷時設定：
2.0 s

表 7：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「圧力 [ ďĠĶČĖ ]」

パラメータ名 説明
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図 28 「基本設定」 メ ニュー ： 「レベル」 測定モー ド、 「レベルイージープレ ッ シ ャー」 レベル選択

表 8：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」、
レベル選択 [ ĸīļķĜĻĞĖ ]：「レベルイージープレッシャー」

「レベル選択」 パラ メ ータの 「レベルイージープレ ッ シ ャー」 を選択する と 、 以下のパラ メ ータが表示さ

れます。 このレベルモード では 2 組の圧力 / レベル値組合せが設定されます。 「ウ ェ ッ ト 」 と 「ド ラ イ」

の 2 つの校正モード から選択でき ます。

事前設定：
• 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ] = レベル （→ 45 ページ参照）

• レベル選択 [ ﾚﾍﾞﾙｾﾝﾀｸ ] = レベルイージープレ ッ シ ャー （→ 46 ページ参照）
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圧力単位 （060）

[ ｱﾂﾘｮｸﾀﾝｲ ]

選択

圧力単位の選択。

圧力単位を新たに選択する と 、 全ての圧力に関するパラ メ ータは換算され、 新

しい単位にて表示されます。

オプション：
• mbar、 bar

• mmH2O、 mH2O、 inH2O、 ftH2O

• Pa、 hPa、 kPa、 MPa

• psi

• mmHg、 inHg

• Torr

• g/cm2、 kg/cm2

• lb/ft2

• atm

• gf/cm2、 kgf/cm2

• ユーザー単位 → 「圧力ユーザー単位 [ ｱﾂﾘｮｸﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」、 「圧力ユーザー単

位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ P]」 パラ メ ータ詳細を参照 く ださい。

出荷時設定：
センサの規準レ ンジに応じ て mbar、 または bar

圧力ユーザー単位 （075）

[ ｱﾂﾘｮｸﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

入力

ユーザー指定の圧力単位のテキス ト 入力。

最大 8 文字まで入力する こ と ができ ます → 「圧力ユーザー単位係数

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ P]」 を参照 く ださ い。

事前設定：
• 圧力単位 [ ｱﾂﾘｮｸﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

! 注意 ! 

機器本体デ ィ スプレ イには最初の 5 文字のみ表示されます。 例えば、 ユー

ザー指定単位と し て 「crates」 を設定する と 、 「crate」 と 表示されます。

「 / 」 を含む単位の場合、 機器本体デ ィ スプレ イには 8 文字まで表示されます

が、 分子部分に表示されるのは 5 文字までに制限されます。 例えばユーザー

指定の単位 「crates/m2」 を設定する と、 「crate/m2」 が表示されます （s は表

示されません）。 FieldCare では 8 文字全ての表示が可能です。

HART ハン ドヘル ド ター ミ ナルでは 「CUSTOMER UNIT P」 のみ設定可能で、

ユーザー指定単位で測定値が表示されます。

出荷時設定：
_ _ _ _ _ _ _ _

圧力ユーザー単位係数

（317）

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ P]

入力

圧力ユーザー指定単位用の換算係数を入力。

換算係数は SI 単位 「Pa」 を基準と し て入力する必要があ り ます → 「圧力ユー

ザー単位 [ ｱﾂﾘｮｸﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 圧力単位 [ ｱﾂﾘｮｸﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

例：
- 測定単位を 「PU」 （パッ キング単位） で表示し たい場合

- 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 10000 Pa i 1 PU

- 「圧力ユーザー単位 [ ｱﾂﾘｮｸﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 ： PU を入力

- 「圧力ユーザー単位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ P]」 ： 0.0001 を入力

- 結果 ： 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 1 PU

出荷時設定：
 1.0

表 8：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」、
レベル選択 [ ĸīļķĜĻĞĖ ]：「レベルイージープレッシャー」
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出力単位 （023）

[ ｼｭﾂﾘｮｸﾀﾝｲ ]

選択

測定値表示および 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 パラ メ ータの単位を選択 （→121 ページ

参照）。

! 注意 ! 

選択された単位は測定値の表示にのみ使用されます。 つま り 新しい出力単位が

選択されて も測定値は換算されません。

例 ：

• 現在の測定値 ： 0.3 ft

• 新 出力単位 ： m

• 新 測定値 ： 0.3 m

オプション
• %

• mm、 cm、 dm、 m

• ft、 inch

• cm3、 dm3、 m3、 m3 E3 

• l、 hl

• ft3、 ft3 E3

• gal、 bbl、 Igal

• g、 kg、 t

• lb、 ton、 oz

出荷時設定：
%

校正モード （008）

[ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ]

選択

校正モード の選択。

オプション：
• ウ ェ ッ ト

ウ ェ ッ ト 校正は、 容器を充填および空にする際に実施されます。 これら 2 

つの異な るポ イ ン ト における レベル、 容量、 質量または % 値に該当する圧

力値が設定されます。 （→ この表中の 「空校正」 「満量校正」 パラ メ ータ詳

細を参照 く ださい。）

• ド ラ イ

ド ラ イ校正は理論上の校正です。 この校正では 「空校正」、 「空圧力」、 「満

量校正」、 「満量圧力」 パラ メ ータで 2 組の圧力 / レベル値組合せが設定さ

れます。

出荷時設定：
ウ ェ ッ ト

空校正 （010）

[ ｶﾗｺｳｾｲ ]

入力

低側校正ポ イ ン ト のレベル、 容量、 質量または % 値を入力 （容器が空状態）。

この設定では、 容器が空状態、 または空付近のレベル状態であ る必要があ り ま

す。 このパラ メ ータに値を入力する と現在の圧力値がレベル、 容量、 質量また

は % 値と し て本体に登録されます。 単位は 「出力単位」 パラ メ ータで選択し

ます （→60 ページ）。

事前設定：
• 校正モード = ウ ェ ッ ト

! 注意 ! 

このパラ メ ータでは、 機器本体デ ィ スプレ イに入力する レベル値と 現在の圧力

値が表示されます。 レベル値を現在の圧力値と と もに保存するためには、 「E」

キーで確定する前に 「+」 または 「–」 キーでレベル値の入力フ ィ ール ド をア

ク テ ィ ブにし なければな り ません。 レベル値が変更されない場合も同様です。

出荷時設定：
0.0

満量校正 （004）

[ ﾏﾝﾘｮｳｺｳｾｲ ]

入力

高側校正ポ イ ン ト のレベル、 容量または質量値を入力 （容器が満量状態）。

この設定では、 容器が満量状態、 または満量付近のレベル状態であ る必要があ

り ます。 こ のパラ メ ータに値を入力する と現在の圧力値がレベル、 容量または

質量値と し て本体に登録されます。 単位は 「出力単位」 パラ メ ータで選択し ま

す （→60 ページ）。

事前設定：
• 校正モード = ウ ェ ッ ト

! 注意 ! 

このパラ メ ータでは、 機器本体デ ィ スプレ イに入力する レベル値と 現在の圧力

値が表示されます。 レベル値を現在の圧力値と と もに保存するためには、 「E」

キーで確定する前に 「+」 または 「–」 キーでレベル値の入力フ ィ ール ド をア

ク テ ィ ブにし なければな り ません。 レベル値が変更されない場合も同様です。

出荷時設定：
100.0

表 8：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」、
レベル選択 [ ĸīļķĜĻĞĖ ]：「レベルイージープレッシャー」
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空校正 （010）

[ ｶﾗｺｳｾｲ ]

入力

低側校正ポ イ ン ト のレベル、 容量、 質量または % 値を入力 （容器が空状態）。

「空校正」 および 「空圧力」 パラ メ ータの入力値は低側校正ポ イ ン ト の圧力 / 

レベル値組合せと な り ます。 単位は 「出力単位」 パラ メ ータで選択し ます

（→60 ページ）。

事前設定：
• 校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

出荷時設定：
0.0

空圧力 （011）

[ ｶﾗｱﾂﾘｮｸ ]

入力

低側校正ポ イ ン ト の圧力値を入力 （容器が空状態）。

→ 「空校正」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

出荷時設定：
0.0

満量校正 （004）

[ ﾏﾝﾘｮｳｺｳｾｲ ]

入力

高側校正ポ イ ン ト のレベル、 容量、 質量または % 値を入力 （容器が満量状

態）。

「満量校正」 および 「満量圧力」 パラ メ ータの入力値は高側校正ポ イ ン ト の圧

力 / レベル値組合せと な り ます。 単位は 「出力単位」 パラ メ ータで選択し ます

（→60 ページ）。

事前設定：
• 校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

出荷時設定：
100.0

満量圧力 （005）

[ ﾏﾝﾘｮｳｱﾂﾘｮｸ ]

入力

高側校正ポ イ ン ト の圧力値を入力 （容器が満量状態）。

→ 「満量校正」 を参照 く だ さい。

事前設定：
• 校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

出荷時設定：
100.0

LRV 設定 （013）

[LRV ｾｯﾃｲ ]

入力

低側電流値 （4 mA） に該当する レベル値を入力し ます。 単位は 「出力単位」

パラ メ ータで選択し ます （→60 ページ）。

出荷時設定：
0.0

URV 設定 （012）

[URV ｾｯﾃｲ ]

入力

高側電流値 （20 mA） に該当する レベル値を入力し ます。 単位は 「出力単位」

パラ メ ータで選択し ます （→60 ページ）。

出荷時設定：
100.0

ダンピング （247）

入力

ダンピング時間 （時間係数 τ） を入力し ます。

ダンピングによ り 機器本体デ ィ スプレ イ、 測定値、 現在の出力等、 後続の要素

すべてにおいて圧力変化に反応する速度に影響が現れます

入力可能範囲：
0.0...999.0 s

出荷時設定：
2.0 s

表 8：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」、
レベル選択 [ ĸīļķĜĻĞĖ ]：「レベルイージープレッシャー」
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図 29 基本設定メ ニュー ： 「レベル」 測定モー ド、 「レベルイージーハイ ト 」 レベル選択

表 9：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」、レベル選択 
[ ĸīļķĜĻĞĖ ]：「レベルイージーハイト」

「レベル選択」 パラ メ ータの 「レベルイージーハイ ト 」 を選択する と 、 以下のパラ メ ータが表示されます。

こ のレベルモード では、 高さ単位、 密度および 2 組の高さ / レベル値組合せが設定されます。 圧力測定値

は、 入力された密度および高さによ り 、 高さ値に換算されます。 「ウ ェ ッ ト 」 と 「ド ラ イ」 の 2 つの校正

モード から選択でき ます。

事前設定：
• 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ] = レベル （→ 45 ページ参照）

• レベル選択 [ ﾚﾍﾞﾙｾﾝﾀｸ ] = レベルイージーハイ ト （→ 46 ページ参照）
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圧力単位 （060）

[ ｱﾂﾘｮｸﾀﾝｲ ]

オプシ ョ ン

圧力単位の選択。

圧力単位を新たに選択する と 、 全ての圧力に関するパラ メ ータは換算され、 新

しい単位にて表示されます。

オプション
• mbar、 bar

• mmH2O、 mH2O、 inH2O、 ftH2O

• Pa、 hPa、 kPa、 MPa

• psi

• mmHg、 inHg

• Torr

• g/cm2、 kg/cm2

• lb/ft2

• atm

• gf/cm2、 kgf/cm2

• ユーザー単位 → 「圧力ユーザー単位 [ ｱﾂﾘｮｸﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」、 「圧力ユーザー単

位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ P]」 パラ メ ータ詳細を参照 く ださい。

出荷時設定：
センサの規準レ ンジに応じ て mbar、 または bar

圧力ユーザー単位 （075）

[ ｱﾂﾘｮｸﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

入力 

ユーザー指定の圧力単位のテキス ト 入力。

最大 8 文字まで入力する こ と ができ ます → 「圧力ユーザー単位係数 

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ P]」 を参照 く ださ い。

事前設定：
• 圧力単位 [ ｱﾂﾘｮｸﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

! 注意 ! 

機器本体デ ィ スプレ イには最初の 5 文字のみ表示されます。 例えば、 ユー

ザー指定単位と し て 「crates」 を設定する と 、 「crate」 と 表示されます。

「 / 」 を含む単位の場合、 機器本体デ ィ スプレ イには 8 文字まで表示されます

が、 分子部分に表示されるのは 5 文字までに制限されます。 例えばユーザー

指定の単位 「crates/m2」 を設定する と、 「crate/m2」 が表示されます （s は表

示されません）。 FieldCare では 8 文字全ての表示が可能です。

HART ハン ドヘル ド ター ミ ナルでは 「CUSTOMER UNIT P」 のみ設定可能で、

ユーザー指定単位で測定値が表示されます。

出荷時設定：
_ _ _ _ _ _ _ _

圧力ユーザー単位係数

（317）

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ P]

入力 

圧力ユーザー指定単位用の換算係数を入力。

換算係数は SI 単位 「Pa」 を基準と し て入力する必要があ り ます → 「圧力ユー

ザー単位 [ ｱﾂﾘｮｸﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 圧力単位 [ ｱﾂﾘｮｸﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

例：
- 測定単位を 「PU」 （パッ キング単位） で表示し たい場合 

- 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 10000 Pa i 1 PU

- 「圧力ユーザー単位 [ ｱﾂﾘｮｸﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 ： PU を入力

- 「圧力ユーザー単位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ P]」 ： 0.0001 を入力

- 結果 ： 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 1 PU

出荷時設定：
 1.0

表 9：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」、レベル選択 
[ ĸīļķĜĻĞĖ ]：「レベルイージーハイト」
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出力単位 （023）

[ ｼｭﾂﾘｮｸﾀﾝｲ ]

オプシ ョ ン

測定値表示および 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 パラ メ ータの単位を選択 （→121 ページ

参照）。

! 注意 ! 

選択された単位は測定値の表示にのみ使用されます。 つま り 新しい出力単位が

選択されて も測定値は換算されません。

例 ：

• 現在の測定値 ： 0.3 ft

• 新 出力単位 ： m

• 新 測定値 ： 0.3 m

オプション：
• %

• mm、 cm、 dm、 m

• ft、 inch

• cm3、 dm3、 m3、 m3 E3 

• l、 hl

• ft3、 ft3 E3

• gal、 bbl、 Igal

• g、 kg、 t

• lb、 ton、 oz

出荷時設定：
%

高さ単位 （003）

[ ﾀｶｻﾀﾝｲ ]

オプシ ョ ン

高さ単位の選択。 測定された圧力は 「密度単位」 および 「密度補正」 パラ メ ー

タによ り 選択し た高さ単位に換算されます。

オプション：
• mm

• cm

• dm

• m

• inch

• ft

出荷時設定：
m

校正モード （008）

[ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ]

オプシ ョ ン

校正モード の選択。

オプション：
• ウ ェ ッ ト

ウ ェ ッ ト 校正は、 容器を充填および空にする際に実施されます。 測定され

た圧力は 「高さ単位」、 「密度単位」 および 「密度補正」 パラ メ ータによ り

選択し た高さ単位に換算されます。 これら 2 つの異な るポ イ ン ト におけ る

レベル、 容量、 質量または % 値に換算された高さ値が設定されます。

• ド ラ イ

ド ラ イ校正は理論上の校正です。 この校正では 「空校正」、 「空高さ」、 「満

量校正」、 「満量高さ」 パラ メ ータで 2 組の高さ / レベル値組合せが設定さ

れます。

出荷時設定：
ド ラ イ

密度単位 （001）

[ ﾐﾂﾄﾞﾀﾝｲ ]

オプシ ョ ン

密度単位の選択。 測定された圧力は 「高さ単位」、 「密度単位」 および 「密度補

正」 パラ メ ータによ り 選択し た高さ に換算されます。

オプション：
• g/cm3

• kg/dm3

• kg/m3

• US lb/in3

• US lb/ft3

出荷時設定：
kg/dm3

密度補正 （007）

[ ﾐﾂﾄﾞﾎｾｲ ]

入力

流体の密度を入力。 測定された圧力は 「高さ単位」、 「密度単位」 および 「密度

補正」 パラ メ ータによ り 選択し た高さ に換算されます。

出荷時設定：
1.0

表 9：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」、レベル選択 
[ ĸīļķĜĻĞĖ ]：「レベルイージーハイト」
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空校正 （010）

[ ｶﾗｺｳｾｲ ]

入力

低側校正ポ イ ン ト のレベル、 容量、 質量または % 値を入力 （容器が空状態）。

この設定では、 容器が空状態、 または空付近のレベル状態であ る必要があ り ま

す。 測定された圧力は 「高さ単位」、 「密度単位」 および 「密度補正」 パラ メ ー

タによ り 選択し た高さ値に換算され、 表示されます。 「空校正」 パラ メ ータに

よ り 、 レベル、 容量、 質量または % 値を高さ値に割 り 当て る こ と ができ ます。

単位は 「出力単位」 パラ メ ータで選択し ます （→64 ページ）。

事前設定：
• 校正モード = ウ ェ ッ ト

! 注意 ! 

このパラ メ ータでは、 機器本体デ ィ スプレ イに入力する レベル値と 現在の圧力

値が表示されます。 レベル値を現在の圧力値と と もに保存するためには、 「E」

キーで確定する前に 「+」 または 「–」 キーでレベル値の入力フ ィ ール ド をア

ク テ ィ ブにし なければな り ません。 レベル値が変更されない場合も同様です。

出荷時設定：
0.0

満量校正 （004）

[ ﾏﾝﾘｮｳｺｳｾｲ ]

入力

高側校正ポ イ ン ト のレベル、 容量、 質量または % 値を入力 （容器が満量状

態）。

この設定では、 容器が満量状態、 または満量付近のレベル状態であ る必要があ

り ます。 測定された圧力は 「高さ単位」、 「密度単位」 および 「密度補正」 パラ

メ ータによ り 選択し た高さ値に換算され、 表示されます。 「満量校正」 パラ

メ ータによ り 、 レベル、 容量、 質量または % 値を高さ値に割 り 当てる こ と が

でき ます。 単位は 「出力単位」 パラ メ ータで選択し ます （→64 ページ）。

事前設定：
• 校正モード = ウ ェ ッ ト

! 注意 ! 

このパラ メ ータでは、 機器本体デ ィ スプレ イに入力する レベル値と 現在の圧力

値が表示されます。 レベル値を現在の圧力値と と もに保存するためには、 「E」

キーで確定する前に 「+」 または 「–」 キーでレベル値の入力フ ィ ール ド をア

ク テ ィ ブにし なければな り ません。 レベル値が変更されない場合も同様です。

出荷時設定：
100.0

空校正 （010）

[ ｶﾗｺｳｾｲ ]

入力

低側校正ポ イ ン ト のレベル、 容量、 質量または % 値を入力 （容器が空状態）。

「空校正」 および 「空高さ」 パラ メ ータの入力値は低側校正ポ イ ン ト の高さ / 

レベル値組合せと な り ます。 単位は 「出力単位」 パラ メ ータで選択し ます

（→64 ページ）。

事前設定：
• 校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

出荷時設定：
0.0

空高さ （009）

[ ｶﾗﾀｶｻ ]

入力

低側校正ポ イ ン ト の高さ値 （容器が空状態）。 単位は 「高さ単位」 パラ メ ータ

で選択し ます （→64 ページ）。

→ 「空校正」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

出荷時設定：
上限値 （URL） を高さ単位に換算

満量校正 （004）

[ ﾏﾝﾘｮｳｺｳｾｲ ]

入力

高側校正ポ イ ン ト のレベル、 容量、 質量または % 値を入力 （容器が満量状

態）。

「満量校正」 および 「満量高さ」 パラ メ ータの入力値は高側校正ポ イ ン ト の高

さ / レベル値組合せと な り ます。 単位は 「出力単位」 パラ メ ータで選択し ます

（→64 ページ）。

事前設定：
• 校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

出荷時設定：
100.0

表 9：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」、レベル選択 
[ ĸīļķĜĻĞĖ ]：「レベルイージーハイト」
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P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-085

図 30 基本設定メ ニュー ： 「レベル」 測定モー ド、

「レベルモー ド」 に応じ て下記を参照 く だ さい。

→ 69 ページ 図 31 ： レベルモー ド = リ ニア

→ 78 ページ 図 33 ： レベルモー ド = 圧力リ ニア ラ イズ [ ｱﾂﾘｮｸﾘﾆｱﾗｲｽﾞ ]

→ 82 ページ 図 34 ： レベルモー ド = レベルリ ニアラ イズ

満量高さ （006）

[ ﾏﾝﾘｮｳﾀｶｻ ]

入力

高側校正ポ イ ン ト の高さ値を入力 （容器が満量状態）。 単位は 「高さ単位」 パ

ラ メ ータで選択し ます （→64 ページ）。

→ 「満量校正」 を参照 く だ さい。

事前設定：
• 校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

出荷時設定：
0.0

LRV 設定 （013）

[LRV ｾｯﾃｲ ]

入力

低側電流値 （4 mA） のレベル、 容量、 質量または % 値を入力。 単位は 「出力

単位」 パラ メ ータで選択し ます （→64 ページ）。

出荷時設定：
0.0

URV 設定 （012）

[URV ｾｯﾃｲ ]

入力

高側電流値 （20 mA） のレベル、 容量、 質量または % 値を入力。 単位は 「出力

単位」 パラ メ ータで選択し ます （→64 ページ）。

出荷時設定：
100.0

ダンピング （247）

入力 

ダンピング時間 （時間係数 τ） を入力し ます。

ダンピングによ り 機器本体デ ィ スプレ イ、 測定値、 現在の出力等、 後続の要素

すべてにおいて圧力変化に反応する速度に影響が現れます

入力可能範囲：
0.0...999.0 s

出荷時設定：
2.0 s

表 9：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」、レベル選択 
[ ĸīļķĜĻĞĖ ]：「レベルイージーハイト」
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表 10：（グループ選択 → ）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」

パラメータ名 説明

事前設定：
• 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ] = レベル （→ 45 ページ参照）

注意：
下記を参照 く だ さい。

- 70 ページ、 表 11 ～ 13 ： 基本設定 [ ｷﾎﾝｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]

- 96 ページ、 表 16 ： 拡張セ ッ ト ア ッ プ [ ｶｸﾁｮｳｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]

- 100 ページ、 表 18 ： リ ニア ラ イゼーシ ョ ン – 機器本体デ ィ スプレ イ

- 104 ページ、 表 19 ： リ ニア ラ イゼーシ ョ ン – デジ タル通信

- 121 ページ、 表 28 ： プロセス値 [ ﾌﾟﾛｾｽﾊﾞﾘｭｰ ]

- 16 ページ、 5 章 「レベル測定」

測定モード

[ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ]

選択

測定モード の選択。

操作 メ ニューは選択された測定モード に応じ て構成されます。

! 注意 ! 

測定モード が変更し て も そのま ま設定を転用する こ と はでき ません。 測定モー

ド を変更し た際は再校正を行 う 必要があ り ます。

事前設定：
• デジ タル通信

オプション ：

• 圧力

• レベル

• デルタバー S ： 流量

出荷時設定：
圧力

圧力単位 （060）

[ ｱﾂﾘｮｸﾀﾝｲ ]

選択

圧力単位の選択。

圧力単位を新たに選択する と 、 全ての圧力に関するパラ メ ータは換算され、 新

しい単位にて表示されます。

オプション ：

• mbar、 bar

• mmH2O、 mH2O、 inH2O、 ftH2O

• Pa、 hPa、 kPa、 MPa

• psi

• mmHg、 inHg

• Torr

• g/cm2、 kg/cm2

• lb/ft2

• atm

• gf/cm2、 kgf/cm2

• ユーザー単位 → 「圧力ユーザー単位 [ ｱﾂﾘｮｸﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」、 「圧力ユーザー単

位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ P]」 パラ メ ータ詳細を参照 く ださい。

出荷時設定：
センサの規準レ ンジに応じ て mbar、 または bar

圧力ユーザー単位 （075）

[ ｱﾂﾘｮｸﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

入力

ユーザー指定の圧力単位のテキス ト 入力。

最大 8 文字まで入力する こ と ができ ます → 「圧力ユーザー単位係数 

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ P]」 を参照 く ださ い。

事前設定：
• 圧力単位 [ ｱﾂﾘｮｸﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

! 注意 ! 

機器本体デ ィ スプレ イには最初の 5 文字のみ表示されます。 例えば、 ユー

ザー指定単位と し て 「crates」 を設定する と 、 「crate」 と 表示されます。

「 / 」 を含む単位の場合、 機器本体デ ィ スプレ イには 8 文字まで表示されます

が、 分子部分に表示されるのは 5 文字までに制限されます。 例えばユーザー

指定の単位 「crates/m2」 を設定する と、 「crate/m2」 が表示されます （s は表

示されません）。 FieldCare では 8 文字全ての表示が可能です。

HART ハン ドヘル ド ター ミ ナルでは 「CUSTOMER UNIT P」 のみ設定可能で、

ユーザー指定単位で測定値が表示されます。

出荷時設定：
 _ _ _ _ _ _ _ _
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圧力ユーザー単位係数

（317）

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ P]

入力

圧力ユーザー指定単位用の換算係数を入力。

換算係数は SI 単位 「Pa」 を基準と し て入力する必要があ り ます → 「圧力ユー

ザー単位 [ ｱﾂﾘｮｸﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 を参照 く ださ い。

事前設定：
• 圧力単位 [ ｱﾂﾘｮｸﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

例：
- 測定単位を 「PU」 （パッ キング単位） で表示し たい場合 

- 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 10000 Pa i 1 PU

- 「圧力ユーザー単位 [ ｱﾂﾘｮｸﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 ： PU を入力

- 「圧力ユーザー単位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ P]」 ： 0.0001 を入力

- 結果 ： 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 1 PU

出荷時設定：
 1.0

レベルモード （718）

選択

レベルの測定タ イプを選択。

オプション：
• リ ニア ： 測定値 （レベル、 容量、 質量、 %） が測定圧力に比例する場合この

測定タ イプを選択し ます （→70 ページ、 表 9 を参照 く だ さい）。

• 圧力 リ ニア ラ イ ズ ： コ ニカル形状を し た タ ン ク等で測定値 （容量、 質量、

%） が測定圧力に比例し ない場合こ の測定タ イプを選択し ます。 校正では最

低 2 ポ イ ン ト から最大 32 ポ イ ン ト までの リ ニア ラ イ ズテーブルを作成し ま

す （→ 78 ページ、 表 10 を参照 く ださい）。

• レベル リ ニア ラ イ ズ ： 2 つの測定値が必要な場合、 またはタ ン ク の形状が組

合せの測定値 （例 ： 高さ と容量） で表わされる場合この測定タ イプを選択

し ます。

次の組合せが可能です。

- 高さ + 容量

- 高さ + 質量

- 高さ +％

- 高さパーセン ト + 容量

- 高さパーセン ト + 質量

- 高さパーセン ト +％

この測定タ イプでは 2 つの校正を行 う こ と にな り ます。 最初に 「 リ ニア」

オプシ ョ ン と同様の高さ、 または % 高さ の設定を行い、 その後 「圧力 リ ニ

ア ラ イ ズ」 オプシ ョ ン と同様の容量、 質量、 % の設定を行います → 83 ペー

ジ、 表 11 を参照 く ださい。

出荷時設定：
リ ニア

→ レベルモード = リ ニア ： 70 ページ、 表 9 を参照 く ださい。

→ レベルモード = 圧力 リ ニア ラ イ ズ [ ｱﾂﾘｮｸﾘﾆｱﾗｲｽﾞ ] ： 78 ページ、 表 10 を参照 く ださい。

→ レベルモード = レベル リ ニア ラ イ ズ ： 83 ページ、 表 11 を参照 く だ さい。

表 10：（グループ選択 → ）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」

パラメータ名 説明
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図 31 基本設定メ ニュー ： 「レベル」 測定モー ド、 「リ ニア」 レベルタ イ プ
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表 11：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」、
レベルモード：「リニア」

パラメータ名 説明

下記のパラ メ ータは 「レベルモード」 にて 「 リ ニア」 を選択する と表示されます。 この測定タ イプでは測

定値 （レベル、 容量、 質量、 %） 測定圧力に比例し ます。

事前設定：
• 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ] = レベル （→ 45 ページ参照）

• レベル選択 [ ﾚﾍﾞﾙｾﾝﾀｸ ] = レベルエキスパー ト （→ 46 ページ参照）

• レベルモード = リ ニア （→ 68 ページ参照）

注意：
下記を参照 く ださい。

- 67 ページ、 表 10 ： 基本設定 [ ｷﾎﾝｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]

- 96 ページ、 表 16 ： 拡張セ ッ ト ア ッ プ [ ｶｸﾁｮｳｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]

- 121 ページ、 表 28 ： プロセス値 [ ﾌﾟﾛｾｽﾊﾞﾘｭｰ ]

- 16 ページ、 5 章 「レベル測定」

測定タ イプ （804）

[ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ]

選択

測定タ イプの選択。

オプション：
• レベル

• 容量

• 質量

• ％ （レベル）

出荷時設定：
％ （レベル）

高さ単位 （708）

[ ﾀｶｻﾀﾝｲ ]

選択

レベル単位の選択。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = レベル

オプション：
• mm

• cm

• dm

• m

• inch

• ft

• ユーザー単位 → 「高さ ユーザー単位 [ ﾀｶｻﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」、「高さユーザー単位

係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ H]」 パラ メ ータ詳細を参照 く ださい。

出荷時設定：
m

高さ ユーザー単位 （706）

[ ﾀｶｻﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

入力

ユーザー指定のレベル単位のテキス ト 入力。

最大 8 文字まで入力する こ と ができ ます

→ 「高さユーザー単位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ H]」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = レベル、 高さ単位 [ ﾀｶｻﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

! 注意 ! 

機器本体デ ィ スプレ イには最初の 5 文字のみ表示されます。 例えば、 ユー

ザー指定単位 と し て 「crates」 を設定する と 、 「crate」 と 表示されます。

「 / 」 を含む単位の場合、 機器本体デ ィ スプレ イには 8 文字まで表示されます

が、 分子部分に表示されるのは 5 文字までに制限されます。 例えばユーザー

指定の単位 「crates/m2」 を設定する と、 「crate/m2」 が表示されます （s は表

示されません）。 FieldCare では 8 文字全ての表示が可能です。

HART ハン ドヘル ド ター ミ ナルでは 「CUSTOMER UNIT H」 のみ設定可能で、

ユーザー指定単位で測定値が表示されます。

出荷時設定：
_ _ _ _ _ _ _ _
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高さ ユーザー単位係数

（705）

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ H]

入力

高さ ユーザー指定単位用の換算係数を入力。

換算係数は SI 単位 「m」 を基準と し て入力する必要があ り ます

→ 「高さユーザー単位 [ ﾀｶｻﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = レベル、 高さ単位 [ ﾀｶｻﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

例：
- 測定単位を 「PU」 （パッ キング単位） で表示し たい場合

- 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 0.5 m i 1 PU 

- 「高さ ユーザー単位 [ ﾀｶｻﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 ： PU を入力

- 「高さ ユーザー単位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ H] ： 2 を入力

- 結果 ： 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 1 PU

出荷時設定：
1.0

容量単位 （313）

[ ﾖｳﾘｮｳﾀﾝｲ ]

選択

容量単位の選択。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 容量 [ ﾖｳﾘｮｳ ]

オプション：
• l

• hl

• cm3

• dm3

• m3

• m3 E3

• ft

• ft3 E3

• gal

• Igal

• bbl

• ユーザー単位 → 「容量ユーザー単位 [ ﾖｳﾘｮｳﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」、 「容量ユーザー単

位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ V]」 パラ メ ータ詳細を参照 く だ さい。

出荷時設定：
m3

容量ユーザー単位 （608）

[ ﾖｳﾘｮｳﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

入力

ユーザー指定の容量単位のテキス ト 入力。

最大 8 文字まで入力する こ と ができ ます

→ 「容量ユーザー単位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ V]」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 容量 [ ﾖｳﾘｮｳ ]、容量単位 [ ﾖｳﾘｮｳﾀﾝｲ ] = ユーザー単

位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

! 注意 ! 

機器本体デ ィ スプレ イには最初の 5 文字のみ表示されます。 例えば、 ユー

ザー指定単位と し て 「crates」 を設定する と 、 「crate」 と 表示されます。

「 / 」 を含む単位の場合、 機器本体デ ィ スプレ イには 8 文字まで表示されます

が、 分子部分に表示されるのは 5 文字までに制限されます。 例えばユーザー

指定の単位 「crates/m2」 を設定する と、 「crate/m2」 が表示されます （s は表

示されません）。 FieldCare では 8 文字全ての表示が可能です。

HART ハン ドヘル ド ター ミ ナルでは 「CUSTOMER UNIT V」 のみ設定可能で、

ユーザー指定単位で測定値が表示されます。

出荷時設定：
_ _ _ _ _ _ _ _

表 11：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」、
レベルモード：「リニア」

パラメータ名 説明
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容量ユーザー単位係数

（607）

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ V]

入力

容量ユーザー指定単位用の換算係数を入力。

換算係数は SI 単位 「m3」 を基準と し て入力する必要があ り ます

→ 「容量ユーザー単位 [ ﾖｳﾘｮｳﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 を参照 く だ さい。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 容量 [ ﾖｳﾘｮｳ ]、容量単位 [ ﾖｳﾘｮｳﾀﾝｲ ] = ユーザー単

位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

例：
- 測定単位を 「buckets」 で表示し たい場合

- 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 0.01 m3 i 1 bucket

- 「容量ユーザー単位 [ ﾖｳﾘｮｳﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 ： bucket を入力

- 「容量ユーザー単位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ V]」 ： 100 を入力

- 結果 ： 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 1 bucket

出荷時設定：
1.0

質量単位 （709）

[ ｼﾂﾘｮｳﾀﾝｲ ]

選択

質量単位の選択。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 質量 [ ｼﾂﾘｮｳ ]

オプション：
• g

• kg

• t

• oz

• lb

• ton

• ユーザー単位 → 「質量ユーザー単位 [ ｼﾂﾘｮｳﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」、 「質量ユーザー単

位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ M]」 パラ メ ータ詳細を参照 く ださい。

出荷時設定：
kg

質量ユーザー単位 （704）

[ ｼﾂﾘｮｳﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

入力

ユーザー指定の質量単位のテキス ト 入力。

最大 8 文字まで入力する こ と ができ ます

→ 「質量ユーザー単位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ M]」 を参照 く ださ い。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 質量 [ ｼﾂﾘｮｳ ]、質量単位 [ ｼﾂﾘｮｳﾀﾝｲ ] = ユーザー単

位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

! 注意 ! 

機器本体デ ィ スプレ イには最初の 5 文字のみ表示されます。 例えば、 ユー

ザー指定単位 と し て 「crates」 を設定する と 、 「crate」 と 表示されます。

「 / 」 を含む単位の場合、 機器本体デ ィ スプレ イには 8 文字まで表示されます

が、 分子部分に表示されるのは 5 文字までに制限されます。 例えばユーザー

指定の単位 「crates/m2」 を設定する と、 「crate/m2」 が表示されます （s は表

示されません）。 FieldCare では 8 文字全ての表示が可能です。

HART ハン ドヘル ド ター ミ ナルでは 「CUSTOMER UNIT M」 のみ設定可能で、

ユーザー指定単位で測定値が表示されます。

出荷時設定：
_ _ _ _ _ _ _ _

表 11：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」、
レベルモード：「リニア」

パラメータ名 説明
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質量ユーザー単位係数

（703）

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ M]

入力

質量ユーザー指定単位用の換算係数を入力。

換算係数は SI 単位 「kg」 を基準と し て入力する必要があ り ます

→ 「質量ユーザー単位 [ ｼﾂﾘｮｳﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 質量 [ ｼﾂﾘｮｳ ]、質量単位 [ ｼﾂﾘｮｳﾀﾝｲ ] = ユーザー単

位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

例：
- 測定単位を 「buckets」 で表示し たい場合

- 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 10 kg i 1 bucket

- 「質量ユーザー単位 [ ｼﾂﾘｮｳﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 ： bucket を入力

- 「質量ユーザー単位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ M]」 ： 0.1 を入力

- 結果 ： 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 1 bucket

出荷時設定：
1.0

校正モード （392）

[ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ]

選択

校正モード の選択。

オプション：
• ウ ェ ッ ト

ウ ェ ッ ト 校正は、 容器を充填および空にする際に実施されます。 この校正

ではこ の 2 組の圧力 - レベル値を本体に設定する こ と が必要です。これら 2 

つの異な るポ イ ン ト における レベル値に該当する圧力値が設定されます。

→ 「空校正」、 「空圧力」、 「満量校正」、 「満量圧力」 を参照 く だ さい。

• ド ラ イ

ド ラ イ校正では本体を タ ン ク に取付けていない場合やタ ン ク が空の場合で

も設定値を本体へ入力する こ と によ り 設定する こ と ができ ます。

- 「レベル」 測定では、 液体の密度を入力する必要があ り ます （→ 74 ペー

ジ 「密度補正」 を参照 く だ さい）。

- 「容量」 測定では、 液体の密度、 タ ン ク容量、 タ ン ク高さ を入力する必要

があ り ます （→ 74 ページ 「密度補正」、 「タ ン ク容量」、 「タ ン ク高さ」 を

参照 く ださい）。

- 「質量」 測定では、 タ ン ク容量、 タ ン ク高さ を入力する必要があ り ます

（→ 75 ページ 「タ ン ク容量」、 「タ ン ク高さ」 を参照 く ださい）。 ゼロ点シ

フ ト があ る場合は密度値を入力する必要があ り ます （→ 74 ページ 「密度

補正」 を参照 く ださい）。

- 「%」 測定では、 液体の密度と 100 % ポ イ ン ト を設定する必要があ り ます

（→ 74、 77 ページ 「密度補正」、 「100% ポ イ ン ト 」 を参照 く ださ い）。

デバイ スの取付位置をゼロ点 と し ない場合はレベルオフセ ッ ト を設定する

必要があ り ます （→ 77 ページ 「ゼロ点ポジシ ョ ン」 を参照 く ださい）。

! 注意 ! 

測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] ： 「% （レベル）」、 「質量」、 「容量」 ：

ウ ェ ッ ト 校正後に ド ラ イ校正を実施する場合は、 校正モード を変更する前に

「密度補正」 および 「密度プロセス」 パラ メ ータで適正な密度を入力する必要

があ り ます。 → 97 ページを参照 く だ さい。

出荷時設定：
ウ ェ ッ ト

空校正 （314）

[ ｶﾗｺｳｾｲ ]

入力

低側校正ポ イ ン ト のレベル値を入力 （容器が空状態）。

この設定では、 容器が空状態、 または空付近のレベル状態であ る必要があ り ま

す。 このパラ メ ータに値を入力する と現在の圧力値がレベル値と し て本体に登

録されます。 → 「空圧力」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 校正モード = ウ ェ ッ ト

! 注意 ! 

このパラ メ ータでは、 機器本体デ ィ スプレ イに入力する レベル値と 現在の圧力

値が表示されます。 レベル値を現在の圧力値と と もに保存するためには、 「E」

キーで確定する前に 「+」 または 「–」 キーでレベル値の入力フ ィ ール ド をア

ク テ ィ ブにし なければな り ません。 レベル値が変更されない場合も同様です。

出荷時設定：
0.0

表 11：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」、
レベルモード：「リニア」

パラメータ名 説明
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空圧力 （710）

[ ｶﾗｱﾂﾘｮｸ ] 

表示

低側校正ポ イ ン ト の圧力値の表示 （容器が空状態）。

→ 「空校正」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 校正モード = ウ ェ ッ ト

出荷時設定：
0.0

満量校正 （315）

[ ﾏﾝﾘｮｳｺｳｾｲ ]

入力

高側校正ポ イ ン ト のレベル値を入力 （容器が満量状態）。

この設定では、 容器が満量状態、 または満量付近のレベル状態であ る必要があ

り ます。 こ のパラ メ ータに値を入力する と現在の圧力値がレベル値 と し て本体

に登録されます。 → 「満量圧力」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 校正モード = ウ ェ ッ ト

! 注意 ! 

このパラ メ ータでは、 機器本体デ ィ スプレ イに入力する レベル値と 現在の圧力

値が表示されます。 レベル値を現在の圧力値と と もに保存するためには、 「E」

キーで確定する前に 「+」 または 「–」 キーでレベル値の入力フ ィ ール ド をア

ク テ ィ ブにし なければな り ません。 レベル値が変更されない場合も同様です。

出荷時設定：
100.0

満量圧力 （711）

[ ﾏﾝﾘｮｳｱﾂﾘｮｸ ] 

表示

高側校正ポ イ ン ト の圧力値の表示 （容器が満量状態）。

→ 「満量校正」 を参照 く だ さい。

事前設定：
• 校正モード = ウ ェ ッ ト

出荷時設定：
センサ上限設定値 （→ 「センサ HI リ ミ ッ ト 」 119 ページを参照 く ださ い）

補正された密度 （810）

[ ﾎｾｲｻﾚﾀﾐﾂﾄﾞ ]

表示

高側、 低側レベルポ イ ン ト から算出された密度値の表示。

事前設定：
• 校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ウ ェ ッ ト 、 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = レベル

密度単位 （812）

[ ﾐﾂﾄﾞﾀﾝｲ ]

選択

密度単位の選択。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ]= レベル、 校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = % （レベル）、 校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 容量 [ ﾖｳﾘｮｳ ]、 校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 質量 [ ｼﾂﾘｮｳ ]、 校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

オプション：
• g/cm3

• kg/dm3

• kg/m3

• US lb/in3

• US lb/ft3

出荷時設定：
kg/dm3

密度補正 （316）

[ ﾐﾂﾄﾞﾎｾｲ ]

入力

流体の密度を入力。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ]= レベル、 校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = % （レベル）、 校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 容量 [ ﾖｳﾘｮｳ ]、 校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 質量 [ ｼﾂﾘｮｳ ]、 校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

出荷時設定：
1000.0

表 11：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」、
レベルモード：「リニア」

パラメータ名 説明
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容量単位 （313）

[ ﾖｳﾘｮｳﾀﾝｲ ]

選択

容量単位の選択。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 容量 [ ﾖｳﾘｮｳ ]

オプション：
• l

• hl

• cm3

• dm3

• m3

• m3 E3

• ft

• ft3 E3

• gal

• Igal

• bbl

• ユーザー単位 → 「容量ユーザー単位 [ ﾖｳﾘｮｳﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」、 「容量ユーザー単

位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ V]」 パラ メ ータ詳細を参照 く だ さい。

出荷時設定：
m3

容量ユーザー単位 （608）

[ ﾖｳﾘｮｳﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

入力

ユーザー指定の容量単位のテキス ト 入力。

最大 8 文字まで入力する こ と ができ ます

→ 「容量ユーザー単位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ V]」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 容量 [ ﾖｳﾘｮｳ ]、容量単位 [ ﾖｳﾘｮｳﾀﾝｲ ] = ユーザー単

位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

! 注意 ! 

機器本体デ ィ スプレ イには最初の 5 文字のみ表示されます。 例えば、 ユー

ザー指定単位と し て 「crates」 を設定する と 、 「crate」 と 表示されます。

「 / 」 を含む単位の場合、 機器本体デ ィ スプレ イには 8 文字まで表示されます

が、 分子部分に表示されるのは 5 文字までに制限されます。 例えばユーザー

指定の単位 「crates/m2」 を設定する と、 「crate/m2」 が表示されます （s は表

示されません）。 FieldCare では 8 文字全ての表示が可能です。

HART ハン ドヘル ド ター ミ ナルでは 「CUSTOMER UNIT V」 のみ設定可能で、

ユーザー指定単位で測定値が表示されます。

出荷時設定：
_ _ _ _ _ _ _ _

容量ユーザー単位係数

（607）

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ V]

入力

容量ユーザー指定単位用の換算係数を入力。

換算係数は SI 単位 「m3」 を基準と し て入力する必要があ り ます

→ 「容量ユーザー単位 [ ﾖｳﾘｮｳﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 を参照 く だ さい。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 容量 [ ﾖｳﾘｮｳ ]、容量単位 [ ﾖｳﾘｮｳﾀﾝｲ ] = ユーザー単

位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

例：
- 測定単位を 「buckets」 で表示し たい場合 

- 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 0.01 m3 i 1 bucket

- 「容量ユーザー単位 [ ﾖｳﾘｮｳﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 ： bucket を入力

- 「容量ユーザー単位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ V]」 ： 100 を入力

- 結果 ： 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 1 bucket

出荷時設定：
1.0

タ ン ク容量 （858）

[ ﾀﾝｸﾖｳﾘｮｳ ]

入力

タ ン ク容量の入力。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 容量 [ ﾖｳﾘｮｳ ]、 校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 質量 [ ｼﾂﾘｮｳ ]、 校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

出荷時設定：
1.0 m3

表 11：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」、
レベルモード：「リニア」

パラメータ名 説明
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高さ単位 （708）

[ ﾀｶｻﾀﾝｲ ]

選択

レベル単位の選択。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = % （レベル）、 校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

オプション：
• mm

• dm

• cm

• m

• inch

• ft

• ユーザー単位 → 「高さ ユーザー単位 [ ﾀｶｻﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」、「高さユーザー単位

係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ H]」 パラ メ ータ詳細を参照 く ださい。

出荷時設定：
m

高さ ユーザー単位 （706）

[ ﾀｶｻﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

入力

ユーザー指定のレベル単位のテキス ト 入力。

最大 8 文字まで入力する こ と ができ ます

→ 「高さユーザー単位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ H]」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = % （レベル）、 校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ、

高さ単位 [ ﾀｶｻﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

! 注意 ! 

機器本体デ ィ スプレ イには最初の 5 文字のみ表示されます。 例えば、 ユー

ザー指定単位 と し て 「crates」 を設定する と 、 「crate」 と 表示されます。

「 / 」 を含む単位の場合、 機器本体デ ィ スプレ イには 8 文字まで表示されます

が、 分子部分に表示されるのは 5 文字までに制限されます。 例えばユーザー

指定の単位 「crates/m2」 を設定する と、 「crate/m2」 が表示されます （s は表

示されません）。 FieldCare では 8 文字全ての表示が可能です。

HART ハン ドヘル ド ター ミ ナルでは 「CUSTOMER UNIT H」 のみ設定可能で、

ユーザー指定単位で測定値が表示されます。

出荷時設定：
_ _ _ _ _ _ _ _

高さ ユーザー単位係数

（705）

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ H]

入力

高さ ユーザー指定単位用の換算係数を入力。

換算係数は SI 単位 「m」 を基準と し て入力する必要があ り ます

→ 「高さユーザー単位 [ ﾀｶｻﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = % （レベル）、 校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ、

高さ単位 [ ﾀｶｻﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

例：
- 測定単位を 「PU」 （パッ キング単位） で表示し たい場合

- 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 0.5 m i 1 PU 

- 「高さ ユーザー単位 [ ﾀｶｻﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 ： PU を入力

- 「高さ ユーザー単位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ H] ： 2 を入力

- 結果 ： 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 1 PU

出荷時設定：
1.0

タ ン ク高さ （859）

[ ﾀﾝｸﾀｶｻ ]

入力

タ ン ク高さ の入力。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 容量 [ ﾖｳﾘｮｳ ]、 校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 質量 [ ｼﾂﾘｮｳ ]、 校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

出荷時設定：
1.0 m

表 11：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」、
レベルモード：「リニア」

パラメータ名 説明
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100% ポ イ ン ト （813）

入力

100% ポ イ ン ト のレベル値を入力。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = % （レベル）、 校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

例：
- 100% ポ イ ン ト を 4 m にし たい場合

- 「高さ単位 [ ﾀｶｻﾀﾝｲ ]」 で 「m」 を選択

- このパラ メ ータ 「100% ポ イ ン ト 」 に 「4」 を入力

出荷時設定：
1.0

ゼロ点ポジシ ョ ン （814）

[ ｾﾞﾛﾃﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝ ]

入力

オフセ ッ ト レベルを入力。

タ ン ク内の液ため部などによ り デバイ スの取付位置をゼロ点 と し ない場合は、

ゼロ点シフ ト （レベルオフセ ッ ト ） をする必要があ り ます。

事前設定：
• 校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

出荷時設定：
0.0

P01-PMP75xxx-19-xx-xx-xx-001

図 32 ゼロ点シフ ト

1 デバイ ス を低側レ ンジ部よ り も上部に設置する場合 ： プ ラ スの値を 「ゼ

ロ点ポジシ ョ ン」 に入力する必要があ り ます。

2 デバイ ス を低側レ ンジ部よ り も下部に設置する場合：マ イナスの値を 「ゼ

ロ点ポジシ ョ ン」 に入力する必要があ り ます。

LRV 設定 （719）

[LRV ｾｯﾃｲ ]

入力

4 mA に該当する レベル値を入力。

出荷時設定：
0.0

URV 設定 （720）

[URV ｾｯﾃｲ ]

入力

20 mA に該当する レベル値を入力。

出荷時設定：
100.0

ダンピング （247）

入力

ダンピング時間 （時間係数 τ） を入力し ます。

ダンピングによ り 機器本体デ ィ スプレ イ、 測定値、 現在の出力等、 後続の要素

すべてにおいて圧力変化に反応する速度に影響が現れます

入力可能範囲：
0.0...999.0 s

出荷時設定：
2.0 s

表 11：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」、
レベルモード：「リニア」

パラメータ名 説明
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➁
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図 33 基本設定メ ニュー ： 「レベル」 測定モー ド、 「圧力リ ニアラ イズ」 レベルタ イ プ、 「リ ニアラ イゼー

シ ョ ン」 機能グループから校正を続けます。

→ 100 ページ 「機器本体デ ィ スプレ イによる操作」 と 104 ページ 「デジ タル通信による操作」 を

参照 く だ さい。

表 12：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」、
レベルモード：「圧力リニアライズ [ ďĠĶČĖĶĤďĵĐěļ ]」

パラメータ名 説明

下記のパラ メ ータは 「レベルモード」 にて 「圧力 リ ニア ラ イ ズ」 を選択する と 表示されます。 この測定タ

イプでは測定値 （レベル、 容量、 質量、 %） は測定圧力に比例し ます。 校正時の リ ニア ラ イ ズテーブルへ

の入力は最低 2 ポ イ ン ト 、 最大 32 ポ イ ン ト と し て く ださい。

事前設定：
• 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ] = レベル （→ 45 ページ参照）

• レベル選択 [ ﾚﾍﾞﾙｾﾝﾀｸ ] = レベルエキスパー ト （→ 46 ページ参照）

• レベルモード = 圧力 リ ニア ラ イ ズ [ ｱﾂﾘｮｸﾘﾆｱﾗｲｽﾞ ] （→68 ページ参照）

注意：
下記を参照 く ださい。

- 67 ページ、 表 10 ： 基本設定 [ ｷﾎﾝｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]

- 96 ページ、 表 16 ： 拡張セ ッ ト ア ッ プ [ ｶｸﾁｮｳｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]

- 100 ページ、 表 18 ： リ ニア ラ イゼーシ ョ ン – 機器本体デ ィ スプレ イ

- 104 ページ、 表 19 ： リ ニア ラ イゼーシ ョ ン – デジ タル通信

- 121 ページ、 表 28 ： プロセス値 [ ﾌﾟﾛｾｽﾊﾞﾘｭｰ ]

- 16 ページ、 5 章 「レベル測定」
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測定タ イプ （805）

[ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ]

選択

測定タ イプの選択。

オプション：
• 圧力と容量 [ ｱﾂﾘｮｸ + ﾖｳﾘｮｳ ]

• 圧力と質量 [ ｱﾂﾘｮｸ + ｼﾂﾘｮｳ ]

• 圧力と % [ ｱﾂﾘｮｸ + %]

出荷時設定：
圧力と  % [ ｱﾂﾘｮｸ + %]

容量単位 （313）

[ ﾖｳﾘｮｳﾀﾝｲ ]

選択

容量単位の選択。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 圧力と容量 [ ｱﾂﾘｮｸ + ﾖｳﾘｮｳ ]

オプション：
• l

• hl

• cm3

• dm3

• m3

• m3 E3

• ft

• ft3 E3

• gal

• Igal

• bbl

• ユーザー単位 → 「容量ユーザー単位 [ ﾖｳﾘｮｳﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」、 「容量ユーザー単

位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ V]」 パラ メ ータ詳細を参照 く だ さい。

出荷時設定：
m3

容量ユーザー単位 （608）

[ ﾖｳﾘｮｳﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

入力

ユーザー指定の容量単位のテキス ト 入力。

最大 8 文字まで入力する こ と ができ ます → 「容量ユーザー単位係数 

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ V]」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] =  圧力 と容量 [ ｱﾂﾘｮｸ + ﾖｳﾘｮｳ ]、

容量単位 [ ﾖｳﾘｮｳﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

! 注意 ! 

機器本体デ ィ スプレ イには最初の 5 文字のみ表示されます。 例えば、 ユー

ザー指定単位と し て 「crates」 を設定する と 、 「crate」 と 表示されます。

「 / 」 を含む単位の場合、 機器本体デ ィ スプレ イには 8 文字まで表示されます

が、 分子部分に表示されるのは 5 文字までに制限されます。 例えばユーザー

指定の単位 「crates/m2」 を設定する と、 「crate/m2」 が表示されます （s は表

示されません）。 FieldCare では 8 文字全ての表示が可能です。

HART ハン ドヘル ド ター ミ ナルでは 「CUSTOMER UNIT V」 のみ設定可能で、

ユーザー指定単位で測定値が表示されます。

出荷時設定：
_ _ _ _ _ _ _ _

容量ユーザー単位係数

（607）

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ V]

入力

容量ユーザー指定単位用の換算係数を入力。

換算係数は SI 単位 「m3」 を基準と し て入力する必要があ り ます → 「容量ユー

ザー単位 [ ﾖｳﾘｮｳﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] =  圧力 と容量 [ ｱﾂﾘｮｸ + ﾖｳﾘｮｳ ]、

容量単位 [ ﾖｳﾘｮｳﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

例：
- 測定単位を 「buckets」 で表示し たい場合

- 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 0.01 m3 i 1 bucket

- 「容量ユーザー単位 [ ﾖｳﾘｮｳﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 ： bucket を入力

- 「容量ユーザー単位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ V]」 ： 100 を入力

- 結果 ： 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 1 bucket

出荷時設定：
1.0

表 12：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」、
レベルモード：「圧力リニアライズ [ ďĠĶČĖĶĤďĵĐěļ ]」

パラメータ名 説明
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質量単位 （709）

[ ｼﾂﾘｮｳﾀﾝｲ ]

選択

質量単位の選択。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 圧力と質量 [ ｱﾂﾘｮｸ + ｼﾂﾘｮｳ ]

オプション：
• g

• kg

• t

• oz

• lb

• ton

• ユーザー単位 → 「質量ユーザー単位 [ ｼﾂﾘｮｳﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」、 「質量ユーザー単

位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ M]」 パラ メ ータ詳細を参照 く ださい。

出荷時設定：
kg

質量ユーザー単位 （704）

[ ｼﾂﾘｮｳﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

入力

ユーザー指定の質量単位のテキス ト 入力。

最大 8 文字まで入力する こ と ができ ます → 「質量ユーザー単位係数 

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ M]」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] =  圧力 と質量 [ ｱﾂﾘｮｸ + ｼﾂﾘｮｳ ]、

質量単位 [ ｼﾂﾘｮｳﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

! 注意 ! 

機器本体デ ィ スプレ イには最初の 5 文字のみ表示されます。 例えば、 ユー

ザー指定単位 と し て 「crates」 を設定する と 、 「crate」 と 表示されます。

「 / 」 を含む単位の場合、 機器本体デ ィ スプレ イには 8 文字まで表示されます

が、 分子部分に表示されるのは 5 文字までに制限されます。 例えばユーザー

指定の単位 「crates/m2」 を設定する と、 「crate/m2」 が表示されます （s は表

示されません）。 FieldCare では 8 文字全ての表示が可能です。

HART ハン ドヘル ド ター ミ ナルでは 「CUSTOMER UNIT M」 のみ設定可能で、

ユーザー指定単位で測定値が表示されます。

出荷時設定：
_ _ _ _ _ _ _ _

質量ユーザー単位係数

（703）

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ M]

入力

質量ユーザー指定単位用の換算係数を入力。

換算係数は SI 単位 「kg」 を基準と し て入力する必要があ り ます → 「質量ユー

ザー単位 [ ｼﾂﾘｮｳﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 を参照 く だ さい。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] =  圧力 と質量 [ ｱﾂﾘｮｸ + ｼﾂﾘｮｳ ]、

質量単位 [ ｼﾂﾘｮｳﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

例：
- 測定単位を 「buckets」 で表示し たい場合 

- 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 10 kg i 1 bucket

- 「質量ユーザー単位 [ ｼﾂﾘｮｳﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 ： bucket を入力

- 「質量ユーザー単位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ M]」 ： 0.1 を入力

- 結果 ： 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 1 bucket

出荷時設定：
1.0

最小静圧 （775）

[MIN. ｾｲｱﾂ ]

入力

静圧最小値の入力。

校正時の入力許容値は、 この入力値によ って決ま り ます。 入力値が実際の静圧

最小値に近いほど、 測定精度が向上し ます。

出荷時設定：
0.0

表 12：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」、
レベルモード：「圧力リニアライズ [ ďĠĶČĖĶĤďĵĐěļ ]」

パラメータ名 説明
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最大静圧 （761）

[MAX. ｾｲｱﾂ ]

入力

静圧最大値の入力。

校正時の入力許容値は、 この入力値によ って決ま り ます。 入力値が実際の静圧

最大値に近いほど、 測定精度が向上し ます。

出荷時設定：
センサ上限設定値 （→ 「センサ HI リ ミ ッ ト 」 119 ページを参照 く ださい）

ダンピング （247）

入力

ダンピング時間 （時間係数 τ） を入力し ます。

ダンピングによ り 機器本体デ ィ スプレ イ、 測定値、 現在の出力等、 後続の要素

すべてにおいて圧力変化に反応する速度に影響が現れます

入力可能範囲：
0.0...999.0 s

出荷時設定：
2.0 s

表 12：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」、
レベルモード：「圧力リニアライズ [ ďĠĶČĖĶĤďĵĐěļ ]」

パラメータ名 説明
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図 34 基本設定メ ニュー ： 「レベル」 測定モー ド、 「レベルリ ニアラ イズ」 レベルタ イプ、 「リ ニアラ イ

ゼーシ ョ ン」 機能グループから校正を続けます → 100 ページ 「機器本体デ ィ スプレ イによる操

作」 と 104 ページ 「デジ タル通信による操作」 を参照 く だ さい。
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表 13：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」、
レベルモード：「レベルリニアライズ」

パラメータ名 説明

下記のパラ メ ータは 「レベルモード」 にて 「レベル リ ニア ラ イ ズ」 を選択する と表示されます。

2 つの測定値が必要な場合、 またはタ ン ク の形状が組合せの測定値 （例 ： 高さ と容量） で表わされる場合

こ の測定タ イプを選択し ます。

次の組合せが可能です。

• 高さ + 容量

• 高さ + 質量

• 高さ +％

• 高さパーセン ト + 容量

• 高さパーセン ト + 質量

• 高さパーセン ト +％

1 つ目の測定値 （高さ、 または % 高さ） は測定圧力に比例する必要があ り ます。 2 つ目の測定値 （容量、

質量、 %） は測定圧力に比例する必要はあ り ません。 リ ニア ラ イ ズテーブルが第 2 の変数に対し て入力さ

れなければな り ません。 第 2 の測定変数はこのテーブルによ り 第 1 の測定変数に割 り 当て られます。

事前設定：
• 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ] = レベル （→ 45 ページ参照）

• レベル選択 [ ﾚﾍﾞﾙｾﾝﾀｸ ] = レベルエキスパー ト （→ 46 ページ参照）

• レベルモード = レベル リ ニア ラ イ ズ （→ 68 ページ参照）

注意：
下記を参照 く だ さい。

- 67 ページ、 表 10 ： 基本設定 [ ｷﾎﾝｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]

- 96 ページ、 表 16 ： 拡張セ ッ ト ア ッ プ [ ｶｸﾁｮｳｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]

- 100 ページ、 表 18 ： リ ニア ラ イゼーシ ョ ン – 機器本体デ ィ スプレ イ

- 104 ページ、 表 19 ： リ ニア ラ イゼーシ ョ ン – デジ タル通信

- 121 ページ、 表 28 ： プロセス値 [ ﾌﾟﾛｾｽﾊﾞﾘｭｰ ]

- 16 ページ、 5 章 「レベル測定」

測定タ イプ （806）

[ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ]

選択

測定タ イプの選択。

オプション：
• 高さ と容量 [ ﾀｶｻ + ﾖｳﾘｮｳ ]

• 高さ と質量 [ ﾀｶｻ + ｼﾂﾘｮｳ ]

• 高さ と % [ ﾀｶｻ + %]

• % 高さ と 容量 [% ﾀｶｻ + ﾖｳﾘｮｳ ]

• % 高さ と 質量 [% ﾀｶｻ + ｼﾂﾘｮｳ ]

• % 高さ と  % [% ﾀｶｻ + %]

出荷時設定：
% 高さ と  % [% ﾀｶｻ + %]

高さ単位 （708）

[ ﾀｶｻﾀﾝｲ ]

選択

レベル単位の選択。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 高さ と容量 [ ﾀｶｻ + ﾖｳﾘｮｳ ]、 高さ と 質量 [ ﾀｶｻ + 

ｼﾂﾘｮｳ ]、 高さ と  % [ ﾀｶｻ + %]

オプション：
• mm

• dm

• cm

• m

• inch

• ft

• ユーザー単位 → 「高さ ユーザー単位 [ ﾀｶｻﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」、「高さ ユーザー単位

係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ H]」 パラ メ ータ詳細を参照 く ださい。

出荷時設定：
m
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高さ ユーザー単位 （706）

[ ﾀｶｻﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

入力

ユーザー指定のレベル単位のテキス ト 入力。

最大 8 文字まで入力する こ と ができ ます → 「高さユーザー単位係数 

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ H]」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 高さ と容量 [ ﾀｶｻ + ﾖｳﾘｮｳ ]、高さ単位 [ ﾀｶｻﾀﾝｲ ] = 

ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 高さ と質量 [ ﾀｶｻ + ｼﾂﾘｮｳ ]、高さ単位 [ ﾀｶｻﾀﾝｲ ] = 

ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

• 測定タ イプ [ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 高さ と % [ﾀｶｻ + %]、高さ単位 [ﾀｶｻﾀﾝｲ] = ユーザー

単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

! 注意 ! 

機器本体デ ィ スプレ イには最初の 5 文字のみ表示されます。 例えば、 ユー

ザー指定単位 と し て 「crates」 を設定する と 、 「crate」 と 表示されます。

「 / 」 を含む単位の場合、 機器本体デ ィ スプレ イには 8 文字まで表示されます

が、 分子部分に表示されるのは 5 文字までに制限されます。 例えばユーザー

指定の単位 「crates/m2」 を設定する と、 「crate/m2」 が表示されます （s は表

示されません）。 FieldCare では 8 文字全ての表示が可能です。

HART ハン ドヘル ド ター ミ ナルでは 「CUSTOMER UNIT H」 のみ設定可能で、

ユーザー指定単位で測定値が表示されます。

出荷時設定：
_ _ _ _ _ _ _ _

高さ ユーザー単位係数

（705）

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ H]

入力

高さ ユーザー指定単位用の換算係数を入力。

換算係数は SI 単位 「m」 を基準と し て入力する必要があ り ます → 「高さ ユー

ザー単位 [ ﾀｶｻﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 を参照 く ださ い。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 高さ と容量 [ ﾀｶｻ + ﾖｳﾘｮｳ ]、高さ単位 [ ﾀｶｻﾀﾝｲ ] = 

ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 高さ と質量 [ ﾀｶｻ + ｼﾂﾘｮｳ ]、高さ単位 [ ﾀｶｻﾀﾝｲ ] = 

ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

• 測定タ イプ [ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 高さ と % [ﾀｶｻ + %]、高さ単位 [ﾀｶｻﾀﾝｲ] = ユーザー

単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

例：
- 測定単位を 「PU」 （パッ キング単位） で表示し たい場合

- 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 0.5 m i 1 PU 

- 「高さ ユーザー単位 [ ﾀｶｻﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 ： PU を入力

- 「高さ ユーザー単位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ H] ： 2 を入力

- 結果 ： 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 1 PU

出荷時設定：
1.0

容量単位 （313）

[ ﾖｳﾘｮｳﾀﾝｲ ]

選択

容量単位の選択。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 高さ と 容量 [ ﾀｶｻ + ﾖｳﾘｮｳ ]、% 高さ と 容量 [% ﾀｶｻ + 

ﾖｳﾘｮｳ ]

オプション：
• l

• hl

• cm3

• dm3

• m3

• m3 E3

• ft

• ft3 E3

• gal

• Igal

• bbl

• ユーザー単位 → 「容量ユーザー単位 [ ﾖｳﾘｮｳﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」、 「容量ユーザー単

位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ V]」 パラ メ ータ詳細を参照 く だ さい。

出荷時設定：

m3

表 13：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」、
レベルモード：「レベルリニアライズ」

パラメータ名 説明
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容量ユーザー単位 （608）

[ ﾖｳﾘｮｳﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

入力

ユーザー指定の容量単位のテキス ト 入力。

最大 8 文字まで入力する こ と ができ ます → 「容量ユーザー単位係数 

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ V]」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 高さ と容量 [ ﾀｶｻ + ﾖｳﾘｮｳ ]、高さ単位 [ ﾀｶｻﾀﾝｲ ] = 

ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = % 高さ と 容量 [% ﾀｶｻ + ﾖｳﾘｮｳ ]、

高さ単位 [ ﾀｶｻﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

! 注意 ! 

機器本体デ ィ スプレ イには最初の 5 文字のみ表示されます。 例えば、 ユー

ザー指定単位と し て 「crates」 を設定する と 、 「crate」 と 表示されます。

「 / 」 を含む単位の場合、 機器本体デ ィ スプレ イには 8 文字まで表示されます

が、 分子部分に表示されるのは 5 文字までに制限されます。 例えばユーザー

指定の単位 「crates/m2」 を設定する と、 「crate/m2」 が表示されます （s は表

示されません）。 FieldCare では 8 文字全ての表示が可能です。

HART ハン ドヘル ド ター ミ ナルでは 「CUSTOMER UNIT V」 のみ設定可能で、

ユーザー指定単位で測定値が表示されます。

出荷時設定：
_ _ _ _ _ _ _ _

容量ユーザー単位係数

（607）

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ V]

入力

容量ユーザー指定単位用の換算係数を入力。

換算係数は SI 単位 「m3」 を基準と し て入力する必要があ り ます → 「容量ユー

ザー単位 [ ﾖｳﾘｮｳﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 を参照 く ださい

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 高さ と容量 [ ﾀｶｻ + ﾖｳﾘｮｳ ]、高さ単位 [ ﾀｶｻﾀﾝｲ ] = 

ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = % 高さ と 容量 [% ﾀｶｻ + ﾖｳﾘｮｳ ]、

高さ単位 [ ﾀｶｻﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

例：
- 測定単位を 「buckets」 で表示し たい場合 

- 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 0.01 m3 i 1 bucket

- 「容量ユーザー単位 [ ﾖｳﾘｮｳﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 ： bucket を入力

- 「容量ユーザー単位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ V]」 ： 100 を入力

- 結果 ： 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 1 bucket

出荷時設定：
1.0

質量単位 （709）

[ ｼﾂﾘｮｳﾀﾝｲ ]

選択

質量単位の選択。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 高さ と 質量 [ ﾀｶｻ + ｼﾂﾘｮｳ ]、% 高さ と 質量 [% ﾀｶｻ + 

ｼﾂﾘｮｳ ]

オプション：
• g

• kg

• t

• oz

• lb

• ton

• ユーザー単位 → 「質量ユーザー単位 [ ｼﾂﾘｮｳﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」、 「質量ユーザー単

位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ M]」 パラ メ ータ詳細を参照 く ださい。

出荷時設定：
kg

表 13：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」、
レベルモード：「レベルリニアライズ」

パラメータ名 説明
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質量ユーザー単位 （704）

[ ｼﾂﾘｮｳﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

入力

ユーザー指定の質量単位のテキス ト 入力。

最大 8 文字まで入力する こ と ができ ます → 「質量ユーザー単位係数

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ M]」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 測定タ イプ [ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ] = 高さ と質量 [ﾀｶｻ + ｼﾂﾘｮｳ]、質量単位 [ｼﾂﾘｮｳﾀﾝｲ] = 

ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = % 高さ と質量 [% ﾀｶｻ + ｼﾂﾘｮｳ ]、 質量単位 

[ ｼﾂﾘｮｳﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

! 注意 ! 

機器本体デ ィ スプレ イには最初の 5 文字のみ表示されます。 例えば、 ユー

ザー指定単位 と し て 「crates」 を設定する と 、 「crate」 と 表示されます。

「 / 」 を含む単位の場合、 機器本体デ ィ スプレ イには 8 文字まで表示されます

が、 分子部分に表示されるのは 5 文字までに制限されます。 例えばユーザー

指定の単位 「crates/m2」 を設定する と、 「crate/m2」 が表示されます （s は表

示されません）。 FieldCare では 8 文字全ての表示が可能です。

HART ハン ドヘル ド ター ミ ナルでは 「CUSTOMER UNIT M」 のみ設定可能で、

ユーザー指定単位で測定値が表示されます。

出荷時設定：
_ _ _ _ _ _ _ _

質量ユーザー単位係数

（703）

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ M]

入力

質量ユーザー指定単位用の換算係数を入力。

換算係数は SI 単位 「kg」 を基準と し て入力する必要があ り ます → 「質量ユー

ザー単位 [ ｼﾂﾘｮｳﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 を参照 く だ さい。

事前設定：
• 測定タ イプ [ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ] = 高さ と質量 [ﾀｶｻ + ｼﾂﾘｮｳ]、質量単位 [ｼﾂﾘｮｳﾀﾝｲ] = 

ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = % 高さ と質量 [% ﾀｶｻ + ｼﾂﾘｮｳ ]、 質量単位 

[ ｼﾂﾘｮｳﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

例：
- 測定単位を 「buckets」 で表示し たい場合

- 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 10 kg i 1 bucket

- 「質量ユーザー単位 [ ｼﾂﾘｮｳﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 ： bucket を入力

- 「質量ユーザー単位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ M]」 ： 0.1 を入力

- 結果 ： 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 1 bucket

出荷時設定：
1.0

最小レベル （755）

[MIN. ﾚﾍﾞﾙ ]

入力

レベルの最小値を入力。

校正時の入力許容値は、 この入力値によ って決ま り ます。 入力値が実際のレベ

ル最小値に近いほど、 測定精度が向上し ます。

! 注意 ! 

• 「最小レベル [MIN. ﾚﾍﾞﾙ ]」 に新しい値を入力する と 、 「LRV 設定」 も同様に

変更されます。 低側電流値 （4 mA） と し て高さ を設定する際は 「LRV 設定」

に入力し て く ださい。 「最小レベル [MIN. ﾚﾍﾞﾙ ]」 に設定し た値以外の値を低

側電流値 とする場合は、 「LRV 設定」 に設定する値を入力し ます （→ 「LRV 

設定」 98 ページ と 「電流値の割当て」 113 ページを参照 く ださい）。

出荷時設定：
0.0

最大レベル （712）

[MAX. ﾚﾍﾞﾙ ]

入力

レベルの最大値を入力。

校正時の入力許容値は、 この入力値によ って決ま り ます。 入力値が実際のレベ

ル最大値に近いほど、 測定精度が向上し ます。

! 注意 ! 

• 「最大レベル [MAX. ﾚﾍﾞﾙ ]」 に新しい値を入力する と 、 「URV 設定」 も同様

に変更されます。 高側電流値 （20 mA） と し て高さ を設定する際は 「URV 設

定」 に入力し て く ださい。 「最大レベル [MAX. ﾚﾍﾞﾙ ]」 に設定し た値以外の

値を高側電流値 とする場合は、 「URV 設定」 に設定する値を入力し ます （→ 
「URV 設定」 98 ページ と 「電流値の割当て」 113 ページを参照 く だ さい）。

出荷時設定：
100.0

表 13：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」、
レベルモード：「レベルリニアライズ」

パラメータ名 説明
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校正モード （392）

[ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ]

選択

1 つ目の測定値の校正モード の選択。

オプション：
• ウ ェ ッ ト

ウ ェ ッ ト 校正にはタ ン クが満量と空の 2 つの状態が必要です。 この校正で

はこの 2 組の圧力 - レベル値を本体に設定する こ と が必要です。 これら 2 

つの異な るポ イ ン ト における レベル値に該当する圧力値が設定されます。

→ 「空校正」、 「空圧力」、 「満量校正」、 「満量圧力」 を参照 く だ さい。

• ド ラ イ

ド ラ イ校正では本体を タ ン ク に取付けていない場合やタ ン ク が空の場合で

も設定値を本体へ入力する こ と によ り 設定する こ と ができ ます。

- 「レベル」 測定では、 液体の密度を入力する必要があ り ます 88 ページ

「密度補正」 を参照 く だ さい）。

- 「%」 測定では、 液体の密度と 100% ポ イ ン ト を設定する必要があ り ます

（→ 88 ページ 「密度補正」、 「100% ポ イ ン ト 」 を参照 く ださい）。

デバイ スの取付位置をゼロ点 と し ない場合はレベルオフセ ッ ト を設定する

必要があ り ます （→ 90 ページ 「ゼロ点ポジシ ョ ン」 を参照 く ださい）。

! 注意 ! 

ウ ェ ッ ト 校正後に ド ラ イ校正を実施する場合は、 校正モード を変更する前に

「密度補正」 および 「密度プロセス」 パラ メ ータで適正な密度を入力する必要

があ り ます。 → 97 ページを参照 く だ さい。

出荷時設定：
ウ ェ ッ ト

空校正 （314）

[ ｶﾗｺｳｾｲ ]

入力

低側校正ポ イ ン ト のレベル値を入力 （容器が空状態）。

この設定では、 容器が空状態、 または空付近のレベル状態であ る必要があ り ま

す。 このパラ メ ータに値を入力する と現在の圧力値がレベル値と し て本体に登

録されます。 → 「空圧力」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 校正モード = ウ ェ ッ ト

出荷時設定：
0.0

空圧力 （710）

[ ｶﾗｱﾂﾘｮｸ ]

表示

低側校正ポ イ ン ト の圧力値の表示 （容器が空状態）。

→ 「空校正」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 校正モード = ウ ェ ッ ト

満量校正 （315）

[ ﾏﾝﾘｮｳｺｳｾｲ ]

入力 

高側校正ポ イ ン ト のレベル値を入力 （容器が満量状態）。

この設定では、 容器が満量状態、 または満量付近のレベル状態であ る必要があ

り ます。 こ のパラ メ ータに値を入力する と現在の圧力値がレベル値 と し て本体

に登録されます。 → 「満量圧力」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 校正モード = ウ ェ ッ ト

出荷時設定：
100.0

満量圧力 （711）

[ ﾏﾝﾘｮｳｱﾂﾘｮｸ ]

表示

高側校正ポ イ ン ト の圧力値の表示 （容器が満量状態）。

→ 「満量校正」 を参照 く だ さい。

事前設定：
• 校正モード = ウ ェ ッ ト

出荷時設定：
センサ上限設定値 （→ 「センサ HI リ ミ ッ ト 」 119 ページを参照 く ださい）

補正された密度 （810）

[ ﾎｾｲｻﾚﾀﾐﾂﾄﾞ ]

表示

高側、 低側レベルポ イ ン ト から算出された密度値の表示。

事前設定：
• 測定タ イプ [ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ] = 高さ と容量 [ﾀｶｻ + ﾖｳﾘｮｳ]、校正モード [ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ] 

= ウ ェ ッ ト

• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 高さ と質量 [ ﾀｶｻ + ｼﾂﾘｮｳ ]、 校正モード 

[ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ウ ェ ッ ト

• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 高さ と % [ ﾀｶｻ + %]、 校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = 

ウ ェ ッ ト

表 13：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」、
レベルモード：「レベルリニアライズ」

パラメータ名 説明
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密度単位 （812）

[ ﾐﾂﾄﾞﾀﾝｲ ]

選択

密度単位の選択。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = % 高さ と  % [% ﾀｶｻ + %]、校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = 

ド ラ イ

• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = % 高さ と 容量 [% ﾀｶｻ + ﾖｳﾘｮｳ ]、 校正モード 

[ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = % 高さ と 質量 [% ﾀｶｻ + ｼﾂﾘｮｳ ]、 校正モード 

[ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 高さ と % [ ﾀｶｻ + %]、校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ

イ

• 測定タ イプ [ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ] = 高さ と容量 [ﾀｶｻ + ﾖｳﾘｮｳ]、校正モード [ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ] 

= ド ラ イ

• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 高さ と質量 [ ﾀｶｻ + ｼﾂﾘｮｳ ]、 校正モード 

[ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

オプション：
• g/cm3

• kg/dm3

• kg/m3

• US lb/in3

• US lb/ft3

出荷時設定：
kg/dm3

密度補正 （316）

[ ﾐﾂﾄﾞﾎｾｲ ]

入力

測定対象液の密度を入力。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = % 高さ と  % [% ﾀｶｻ + %]、校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = 

ド ラ イ

• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = % 高さ と 容量 [% ﾀｶｻ + ﾖｳﾘｮｳ ]、 校正モード 

[ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = % 高さ と 質量 [% ﾀｶｻ + ｼﾂﾘｮｳ ]、 校正モード 

[ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 高さ と % [ ﾀｶｻ + %]、校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ

イ

• 測定タ イプ [ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ] = 高さ と容量 [ﾀｶｻ + ﾖｳﾘｮｳ]、校正モード [ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ] 

= ド ラ イ

• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 高さ と質量 [ ﾀｶｻ + ｼﾂﾘｮｳ ]、 校正モード 

[ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

出荷時設定：
1.0

高さ単位 （708）

[ ﾀｶｻﾀﾝｲ ]

選択

レベル単位の選択。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = % 高さ と 容量 [% ﾀｶｻ + ﾖｳﾘｮｳ ]、 校正モード 

[ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = % 高さ と 質量 [% ﾀｶｻ + ｼﾂﾘｮｳ ]、 校正モード 

[ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = % 高さ と  % [% ﾀｶｻ + %]、校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = 

ド ラ イ

オプション：
• mm

• dm

• cm

• m

• inch

• ft

• ユーザー単位 → 「高さ ユーザー単位 [ ﾀｶｻﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」、「高さユーザー単位

係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ H]」 パラ メ ータ詳細を参照 く ださい。

出荷時設定：
m

表 13：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」、
レベルモード：「レベルリニアライズ」

パラメータ名 説明
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高さ ユーザー単位 （706）

[ ﾀｶｻﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

入力

ユーザー指定のレベル単位のテキス ト 入力。

最大 8 文字まで入力する こ と ができ ます

→ 「高さユーザー単位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ H]」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = % 高さ と 容量 [% ﾀｶｻ + ﾖｳﾘｮｳ ]、 校正モード 

[ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ、

高さ単位 [ ﾀｶｻﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = % 高さ と 質量 [% ﾀｶｻ + ｼﾂﾘｮｳ ]、 校正モード 

[ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ、

高さ単位 [ ﾀｶｻﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = % 高さ と  % [% ﾀｶｻ + %]、校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = 

ド ラ イ、

高さ単位 [ ﾀｶｻﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

! 注意 ! 

機器本体デ ィ スプレ イには最初の 5 文字のみ表示されます。 例えば、 ユー

ザー指定単位と し て 「crates」 を設定する と 、 「crate」 と 表示されます。

「 / 」 を含む単位の場合、 機器本体デ ィ スプレ イには 8 文字まで表示されます

が、 分子部分に表示されるのは 5 文字までに制限されます。 例えばユーザー

指定の単位 「crates/m2」 を設定する と、 「crate/m2」 が表示されます （s は表

示されません）。 FieldCare では 8 文字全ての表示が可能です。

HART ハン ドヘル ド ター ミ ナルでは 「CUSTOMER UNIT H」 のみ設定可能で、

ユーザー指定単位で測定値が表示されます。

出荷時設定：
_ _ _ _ _ _ _ _

高さ ユーザー単位係数

（705）

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ H]

入力

高さ ユーザー指定単位用の換算係数を入力。

換算係数は SI 単位 「m」 を基準と し て入力する必要があ り ます → 「高さ ユー

ザー単位 [ ﾀｶｻﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 を参照 く ださ い。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = % 高さ と 容量 [% ﾀｶｻ + ﾖｳﾘｮｳ ]、 校正モード 

[ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ、

高さ単位 [ ﾀｶｻﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = % 高さ と 質量 [% ﾀｶｻ + ｼﾂﾘｮｳ ]、 校正モード 

[ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ、

高さ単位 [ ﾀｶｻﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = % 高さ と  % [% ﾀｶｻ + %]、校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = 

ド ラ イ、

高さ単位 [ ﾀｶｻﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

例：
- 測定単位を 「PU」 （パッ キング単位） で表示し たい場合

- 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 0.5 m i 1 PU 

- 「高さ ユーザー単位 [ ﾀｶｻﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 ： PU を入力

- 「高さ ユーザー単位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ H] ： 2 を入力

- 結果 ： 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 1 PU

出荷時設定：
1.0

100% ポ イ ン ト （813）

入力

100% ポ イ ン ト のレベル値を入力。

事前設定：
• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = % 高さ と 容量 [% ﾀｶｻ + ﾖｳﾘｮｳ ]、 校正モード 

[ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = % 高さ と 質量 [% ﾀｶｻ + ｼﾂﾘｮｳ ]、 校正モード 

[ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

• 測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = % 高さ と  % [% ﾀｶｻ + %]、校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = 

ド ラ イ

例：
- 100% ポ イ ン ト を 4 m にし たい場合

- 「高さ単位 [ ﾀｶｻﾀﾝｲ ]」 で 「m」 を選択

- このパラ メ ータ 「100% ポ イ ン ト 」 に 「4」 を入力

出荷時設定：
1.0

表 13：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」、
レベルモード：「レベルリニアライズ」

パラメータ名 説明
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ゼロ点ポジシ ョ ン （814）

[ ｾﾞﾛﾃﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝ ]

入力

オフセ ッ ト レベルを入力。

タ ン ク内の液ため部などによ り デバイ スの取付位置をゼロ点 と し ない場合は、

ゼロ点シフ ト （レベルオフセ ッ ト ） をする必要があ り ます。

事前設定：
• 校正モード [ ｺｳｾｲﾓｰﾄﾞ ] = ド ラ イ

P01-PMP75xxx-19-xx-xx-xx-001

図 35 ゼロ点シフ ト

1 デバイ ス を低側レ ンジ部よ り も上部に設置する場合 ： プ ラ スの値を 「ゼ

ロ点ポジシ ョ ン」 に入力する必要があ り ます。

2 デバイ ス を低側レ ンジ部よ り も下部に設置する場合：マ イナスの値を 「ゼ

ロ点ポジシ ョ ン」 に入力する必要があ り ます。

出荷時設定：
0.0

ダンピング （247）

入力

ダンピング時間 （時間係数 τ） を入力し ます。

ダンピングによ り 機器本体デ ィ スプレ イ、 測定値、 現在の出力等、 後続の要素

すべてにおいて圧力変化に反応する速度に影響が現れます

入力可能範囲：
0.0...999.0 s

出荷時設定：
2.0 s

表 13：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」、
レベルモード：「レベルリニアライズ」

パラメータ名 説明

➀

➁
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P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-086

図 36 基本設定メ ニュー ： 「流量」 測定モー ド

表 14：（グループ選択 →） 操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「流量 [ ĶċđĶČđ ]」

パラメータ名 説明

事前設定：
• 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ] = 流量 [ ﾘｭｳﾘｮｳ ] （→ 45 ページ参照）

注意：
下記を参照 く だ さい。

- 52 ページ、 表 5 ： ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ

- 99 ページ、 表 15 ： 拡張セ ッ ト ア ッ プ [ ｶｸﾁｮｳｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]

- 107 ページ、 表 18 ： 積算計セ ッ ト ア ッ プ [ ｾｷｻﾝｹｲｾｯﾄｱｯﾌﾟ ]

- 122 ページ、 表 27 ： プロセス値 [ ﾌﾟﾛｾｽﾊﾞﾘｭｰ ]

- 41 ページ、 6 章 「流量測定」
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測定モード

[ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ]

選択

測定モード の選択。

操作 メ ニューは選択された測定モード に応じ て構成されます。

! 注意 ! 

測定モード が変更し て も そのま ま設定を転用する こ と はでき ません。 測定モー

ド を変更し た際は再校正を行 う 必要があ り ます。

事前設定：
• デジ タル通信

オプション：
• 圧力

• レベル

• デルタバー S ： 流量

出荷時設定：
• セ ラバー S、 デルタバー S ： 圧力

• デルタパイ ロ ッ ト  S ： レベル

圧力単位 （060）

[ ｱﾂﾘｮｸﾀﾝｲ ]

選択

圧力単位の選択。

圧力単位を新たに選択する と、 全ての圧力に関するパラ メ ータは換算され、 新

しい単位にて表示されます。

オプション：
• mbar、 bar

• mmH2O、 mH2O、 inH2O、 ftH2O

• Pa、 hPa、 kPa、 MPa

• psi

• mmHg、 inHg

• Torr

• g/cm2、 kg/cm2

• lb/ft2

• atm

• gf/cm2、 kgf/cm2

• ユーザー単位 → → 「圧力ユーザー単位 [ ｱﾂﾘｮｸﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」、「圧力ユーザー

単位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ P]」 パラ メ ータ詳細を参照 く だ さい。

出荷時設定：
センサの規準レ ンジに応じ て mbar、 または bar

圧力ユーザー単位 （075）

[ ｱﾂﾘｮｸﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

入力

ユーザー指定の圧力単位のテキス ト 入力。

最大 8 文字まで入力する こ と ができ ます → 「圧力ユーザー単位係数 

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ P]」 を参照 く だ さい。

事前設定：
• 圧力単位 [ ｱﾂﾘｮｸﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

! 注意 ! 

機器本体デ ィ スプレ イには最初の 5 文字のみ表示されます。 例えば、 ユー

ザー指定単位 と し て 「crates」 を設定する と 、 「crate」 と 表示されます。

「 / 」 を含む単位の場合、 機器本体デ ィ スプレ イには 8 文字まで表示されます

が、 分子部分に表示されるのは 5 文字までに制限されます。 例えばユーザー

指定の単位 「crates/m2」 を設定する と、 「crate/m2」 が表示されます （s は表

示されません）。 FieldCare では 8 文字全ての表示が可能です。

HART ハン ドヘル ド ター ミ ナルでは 「CUSTOMER UNIT P」 のみ設定可能で、

ユーザー指定単位で測定値が表示されます。

出荷時設定：
 _ _ _ _ _ _ _ _

表 14：（グループ選択 →） 操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「流量 [ ĶċđĶČđ ]」

パラメータ名 説明
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圧力ユーザー単位係数

（317）

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ P]

入力

圧力ユーザー指定単位用の換算係数を入力。

換算係数は SI 単位 「Pa」 を基準と し て入力する必要があ り ます → 「圧力ユー

ザー単位 [ ｱﾂﾘｮｸﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 圧力単位 [ ｱﾂﾘｮｸﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

例：
- 測定単位を 「PU」 （パッ キング単位） で表示し たい場合

- 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 10000 Pa i 1 PU

- 「圧力ユーザー単位 [ ｱﾂﾘｮｸﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 ： PU を入力

- 「圧力ユーザー単位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ P]」 ： 0.0001 を入力

- 結果 ： 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 1 PU

出荷時設定：
 1.0

流量測定タ イプ （640）

[ ﾘｭｳﾘｮｳｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ]

選択

流量タ イプの選択。

オプション：
• 体積流量 （p.cond） ： 運転状態の体積流量

• 体積流量 （Norm） ： 1013.25 mbar、 273.15 K （0°C） における体積流量 （ ヨー

ロ ッ パ基準）

• 体積流量 （std.） ： 1013.25 mbar （14.7 psi）、 288.15 K （15°C/ 59°F） におけ

る体積流量 （USA 基準）

• 質量流量 （p.cond） ： 運転状態の質量流量

出荷時設定：
体積流量 （p.cond）

流量単位 （391）

[ ﾌﾛｰﾀﾝｲ ]

選択

体積流量 （p.cond） 単位の選択。

同じ 「流量測定タ イプ [ ﾘｭｳﾘｮｳｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ]」 で、 流量単位が変更される と 、 全

ての流量の仕様に関するパラ メ ータは新しい単位に変換され、 表示されます。

しかし ながら流量モード を変更する と値は変換されません。

事前設定：
• 流量測定タ イプ [ ﾘｭｳﾘｮｳｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 体積流量 （p.cond） [ ﾀｲｾｷ (p.cond)]

オプション：
• m3/s、 m3/min、 m3/h、 m3/day

• l/s、 l/min、 l/h

• hl/s、 hl/min、 hl/day

• ft3/s、 ft3/min、 ft3/h、 ft3/day

• ACFS、 ACFM、 ACFH、 ACFD

• ozf/s、 ozf/min

• US Gal/s、 US Gal/min、 US Gal/h、 US Gal/day

• Imp. Gal/s、 Imp. Gal/min、 Imp. Gal/h

• bbl/s、 bbl/min、 bbl/h、 bbl/day

• ユーザー単位 → この表中の 「流量ユーザー単位 [ ﾌﾛｰﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」、 「流量

ユーザー単位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ F]」 パラ メ ータ詳細を参照 く だ さい。

出荷時設定：
m3/s

ノーマル流量単位 （661）

[ ﾉｰﾏﾙﾌﾛｰﾀﾝｲ ]

選択

体積流量 （Norm.） 単位の選択。

同じ 「流量測定タ イプ [ ﾘｭｳﾘｮｳｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ]」 で、 流量単位が変更される と 、 全

ての流量の仕様に関するパラ メ ータは新しい単位に変換され、 表示されます。

しかし ながら流量モード を変更する と値は変換されません。

事前設定：
• 流量測定タ イプ [ ﾘｭｳﾘｮｳｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 体積流量 （Norm.） [ ﾀｲｾｷ (Norm.)]

オプション：
• Nm3/s、 Nm3/min、 Nm3/h、 Nm3/day

• ユーザー単位 → この表中の 「流量ユーザー単位 [ ﾌﾛｰﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」、 「流量

ユーザー単位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ F]」 パラ メ ータ詳細を参照 く だ さい。

出荷時設定：
Nm3/s

表 14：（グループ選択 →） 操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「流量 [ ĶċđĶČđ ]」

パラメータ名 説明
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基準流量単位 （660）

[STD. ﾌﾛｰﾀﾝｲ ]

選択

体積流量 （std.） 単位の選択。

同じ 「流量測定タ イプ [ ﾘｭｳﾘｮｳｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ]」 で、 流量単位が変更される と 、 全

ての流量の仕様に関するパラ メ ータは新しい単位に変換され、 表示されます。

しかし ながら流量モード を変更する と値は変換されません。

事前設定：
• 流量測定タ イプ [ ﾘｭｳﾘｮｳｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 体積流量 （std.） [ ﾀｲｾｷ (std.)]

オプション：
• Sm3/s、 Sm3/min、 Sm3/h、 Sm3/day

• SCFS、 SCFM、 SCFH、 SCFD

• ユーザー単位 → この表中の 「流量ユーザー単位 [ ﾌﾛｰﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」、 「流量

ユーザー単位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ F]」 パラ メ ータ詳細を参照 く だ さい。

出荷時設定：
Sm3/s

質量流量単位 （571）

[ ﾏｽﾌﾛｰﾀﾝｲ ]

選択

質量流量 （p.cond） 単位の選択。

同じ 「流量測定タ イプ [ ﾘｭｳﾘｮｳｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ]」 で、 流量単位が変更される と 、 全

ての流量の仕様に関するパラ メ ータは新しい単位に変換され、 表示されます。

しかし ながら流量モード を変更する と値は変換されません。

事前設定：
• 流量測定タ イプ [ ﾘｭｳﾘｮｳｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] = 質量流量 （p.cond） [ ｼﾂﾘｮｳ (p.cond)]

オプション：
• g/s、 kg/s、 kg/min、 kg/min、 kg/h

• t/s、 t/min、 t/h、 t/day

• oz/s、 oz/min

• lb/s、 lb/min、 lb/h

• ton/s、 ton/min、 ton/h、 ton/day

• ユーザー単位 → この表、 「流量ユーザー単位 [ ﾌﾛｰﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」、 「流量ユー

ザー単位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ F]」 パラ メ ータ詳細を参照 く ださい。

出荷時設定：
kg/s

流量ユーザー単位 （610）

[ ﾌﾛｰﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

入力

ユーザー指定の流量単位のテキス ト 入力。

最大 8 文字まで入力する こ と ができ ます → 「流量ユーザー単位係数 

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ F]」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 流量単位 [ ﾌﾛｰﾀﾝｲ ]= ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

• ノ ーマル流量単位 [ ﾉｰﾏﾙﾌﾛｰﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

• 基準流量単位 [STD. ﾌﾛｰﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

• 質量流量単位 [ ﾏｽﾌﾛｰﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

! 注意 ! 

機器本体デ ィ スプレ イには最初の 5 文字のみ表示されます。 例えば、 ユー

ザー指定単位 と し て 「crates」 を設定する と 、 「crate」 と 表示されます。

「 / 」 を含む単位の場合、 機器本体デ ィ スプレ イには 8 文字まで表示されます

が、 分子部分に表示されるのは 5 文字までに制限されます。 例えばユーザー

指定の単位 「crates/m2」 を設定する と、 「crate/m2」 が表示されます （s は表

示されません）。 FieldCare では 8 文字全ての表示が可能です。

HART ハン ドヘル ド ター ミ ナルでは 「CUSTOMER UNIT F」 のみ設定可能で、

ユーザー指定単位で測定値が表示されます。

出荷時設定：
 _ _ _ _ _ _ _ _

表 14：（グループ選択 →） 操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「流量 [ ĶċđĶČđ ]」

パラメータ名 説明
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流量ユーザー単位係数

（609）

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ F]

入力

流量ユーザー指定単位用の換算係数を入力。 換算係数は流量タ イプ ： 「体積流

量 （p.cond）」 の標準単位 「m3/s」 を基準と し て入力する必要があ り ます 「流

量ユーザー単位 [ ﾌﾛｰﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 流量単位 [ ﾌﾛｰﾀﾝｲ ]= ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

• ノ ーマル流量単位 [ ﾉｰﾏﾙﾌﾛｰﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

• 基準流量単位 [STD. ﾌﾛｰﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

• 質量流量単位 [ ﾏｽﾌﾛｰﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

例：
- 測定単位を 「bucket/h」 で表示し たい場合

- 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 0.01 m3/s i 3600 bucket/h

- 「流量ユーザー単位 [ ﾌﾛｰﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 ： bucket/h を入力

- 「流量ユーザー単位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ F]」 ： 360000 を入力

- 結果 ： 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 3600 bucket/h

出荷時設定：
1.0

最大流量 （311）

[MAX. ﾌﾛｰ ]

入力

流量測定部の最大流量の入力。

→ 測定エレ メ ン ト の仕様を確認 く ださい。 この最大流量は 「最大流量圧力 

[MAX ﾌﾛｰｱﾂﾘｮｸ ]」 で入力し た最大圧力に該当し ます。

! 注意 ! 

流量測定モード の電流信号の仕様は 「 リ ニア / ス ク エアルー ト 」 （→ 113 ペー

ジ） パラ メ ータから設定し て く ださい。 「流量 （ス ク エアルー ト ）」 に設定する

と 下記の様にな り ます。

「最大流量 [MAX. ﾌﾛｰ ]」 に新しい値を入力する と 「URV 設定」 も同様に変更

されます。 「最大流量 [MAX. ﾌﾛｰ ]」 に設定し た値以外の値を高側電流値と する

場合は、 「URV 設定」 に設定する値を入力し ます （→ 「URV 設定」 100 ページ

を参照 く だ さい）。

出荷時設定：
1.0

最大流量圧力 （634）

[MAX. ﾌﾛｰｱﾂﾘｮｸ ]

入力

流量測定部の最大圧力値の入力。

→ 測定部 （オ リ フ ィ スやピ ト ー管） のレ イ ア ウ ト シー ト を参照 く だ さい。

この値は最大流量値に割当て られます （→ 「最大流量」 を参照 く だ さい）。

! 注意 ! 

流量測定モード の電流信号の仕様は 「 リ ニア / ス ク エアルー ト 」 （→ 113 ペー

ジ） パラ メ ータから設定し て く ださい。 「差圧」 に設定する と下記の様にな り

ます。

「最大流量圧力 [MAX. ﾌﾛｰｱﾂﾘｮｸ ]」 に新しい値を入力する と 「URV 設定」 も同

様に変更されます。 「最大流量圧力 [MAX. ﾌﾛｰｱﾂﾘｮｸ ]」 に設定し た値以外の値

を高側電流値と する場合は、 「URV 設定」 に設定する値を入力し ます

（→ 「URV 設定」 100 ページを参照 く ださい）。

出荷時設定：
センサ上限設定値 （→ 「センサ HI リ ミ ッ ト 」 119 ページを参照 く ださい）

ダンピング （247）

入力

ダンピング時間 （時間係数 τ） を入力し ます。

ダンピングによ り 機器本体デ ィ スプレ イ、 測定値、 現在の出力等、 後続の要素

すべてにおいて圧力変化に反応する速度に影響が現れます

入力可能範囲：
0.0...999.0 s

出荷時設定：
2.0 s

表 14：（グループ選択 →） 操作メニュー → 設定 → 基本設定 [ ĕĬĻĜčĢďčĪĽ ]：「流量 [ ĶċđĶČđ ]」

パラメータ名 説明
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図 37 「拡張セ ッ ト ア ッ プ」 機能グループ 

→ 圧力測定モー ド ： 96 ページ、 表 15 を参照 く だ さい。

→ レベル測定モー ド ： 96 ページ、 表 16 を参照 く だ さい。

→ 流量測定モー ド ： 99 ページ、 表 17 を参照 く だ さい。

表 15：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 拡張セットアップ [ ĔĖğČđĜčĢďčĪĽ ]：「圧力 [ ďĠĶČĖ ]」

パラメータ名 説明

事前設定：
• 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ] = 圧力 [ ｱﾂﾘｮｸ ] （→ 45 ページ参照）

注意：
• 13 ページ、 4 章 「圧力測定」 を参照 く だ さい。

温度単位 （318）

[ ｵﾝﾄﾞﾀﾝｲ ]

選択

温度測定値の単位の選択。

→ 「PCB 温度」 （117 ページ） と 「センサ温度」 （121 ページ） を参照 く ださ

い。

オプション：
• °C
• °F
• K

• R

出荷時設定：
°C

表 16：（グループ選択 →） 操作メニュー → 設定 → 拡張セットアップ [ ĔĖğČđĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」

パラメータ名 説明

事前設定：
• 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ] = レベル （→ 45 ページ参照）

注意：
• 16 ページ、 5 章 「レベル測定」 を参照 く ださい。
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温度単位 （318）

[ ｵﾝﾄﾞﾀﾝｲ ]

選択

温度測定値の単位の選択。

→ 「PCB 温度」 （117 ページ） と 「センサ温度」 （122 ページ） を参照 く ださ

い。

オプション：
• °C
• °F
• K

• R

出荷時設定：
°C

密度単位 （001） / （812）

[ ﾐﾂﾄﾞﾀﾝｲ ]

オプシ ョ ン

密度単位の選択。

オプション：
• g/cm3

• kg/dm3

• kg/m3

• US lb/in3

• US lb/ft3

出荷時設定：
kg/dm3

密度補正 （007） / （316）

[ ﾐﾂﾄﾞﾎｾｲ ]

入力

流体の密度を入力。

! 注意 ! 

測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] ： 「% （レベル）」、 「質量」、 「容量」、 「測定タ イプ」 ：

「校正モード」 パラ メ ータ （→73 または 87 ページ） を使用し てウ ェ ッ ト 校正

後に ド ラ イ校正に変更する場合は、 校正モード変更前に、 このパラ メ ータに適

正な密度を入力する必要があ り ます。 残留量測定など、 レベル増加 と と もに圧

力が減少する場合 （測定タ イプ ： 容量） は、 このパラ メ ータにマイナスの値を

入力し ます。

出荷時設定：
1.0

プロセス密度 （025） /

（811）

[ ﾌﾟﾛｾｽﾐﾂﾄﾞ ]

入力

密度補正用の新規密度値の入力。

例えば水で校正し、 実際の運転時には別の測定液にな る場合に この校正を行い

ます。 このパラ メ ータに入力する こ と によ り 校正が補正されます。

! 注意 ! 

測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ] ： 「% （レベル）」、 「質量」、 「容量」、 「測定タ イプ」 ：

「校正モード」 パラ メ ータ （→73 または 87 ページ） を使用し てウ ェ ッ ト 校正

後に ド ラ イ校正に変更する場合は、 校正モード変更前に、 このパラ メ ータに適

正な密度を入力する必要があ り ます。 残留量測定など、 レベル増加 と と もに圧

力が減少する場合 （測定タ イプ ： 容量） は、 このパラ メ ータにマイナスの値を

入力し ます。

出荷時設定：
1.0

表 16：（グループ選択 →） 操作メニュー → 設定 → 拡張セットアップ [ ĔĖğČđĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」

パラメータ名 説明
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LRV 設定 （762）

[LRV ｾｯﾃｲ ]

入力

低側電流値 （4 mA） に該当する レベル値を入力。

事前設定：
• レベルモード = 圧力 リ ニア ラ イ ズ [ ｱﾂﾘｮｸﾘﾆｱﾗｲｽﾞ ]、 レベル リ ニア ラ イ ズ

! 注意 ! 

• レベルモード ： 「レベル リ ニア ラ イ ズ」 では 「電流値の割当て」 （→113 ペー

ジ） パラ メ ータから電流出力を測定値 1 または測定値 2 （高さ、 またはタ ン

ク測定） に設定する こ と ができ ます。 「電流値の割当て」 パラ メ ータの設定

によ り 、 「LRV 設定」 に下記の値を入力し て く ださい。

- 「電流値の割当て」 = 「タ ン ク測定」 （工場設定） ⇒ この場合、 %、 容量、

質量測定値のいずれかを設定し ます。

- 「電流値の割当て」 = 「高さ」 ⇒ この場合、 レベル測定値を設定し ます。

「レベルモード」 を 「圧力 リ ニア ラ イ ズ [ ｱﾂﾘｮｸﾘﾆｱﾗｲｽﾞ ]」 または 「レベル リ ニ

ア ラ イ ズ」、 「電流値の割当て」 を 「タ ン ク測定」 に設定する と下記の様にな り

ます。

• 「最小タ ン ク測定 [MIN. ﾀﾝｸｿｸﾃｲ ]」 に新しい値を入力する と 、 「LRV 設定」

も同様に変更されます。 「最小タ ン ク測定 [MIN. ﾀﾝｸｿｸﾃｲ ]」 に設定し た値以

外の値を低側電流値と する場合は、 「LRV 設定」 に設定する値を入力し ます

（→ 「最小タ ン ク測定」 101 または 104 ページを参照 く だ さい）。

「レベルモード」 を 「レベル リ ニア ラ イ ズ」、 「電流値の割当て」 を 「高さ」 に

設定する と下記の様にな り ます。

• 「最小レベル [MIN. ﾚﾍﾞﾙ ]」 に新しい値を入力する と 、 「LRV 設定」 も同様に

変更されます。 「最小レベル [MIN. ﾚﾍﾞﾙ ]」 に設定し た値以外の値を低側電流

値 とする場合は、 「LRV 設定」 に設定する値を入力し ます （→ 「最小レベ

ル」 86 ページを参照 く ださい）。

出荷時設定：
0.0

URV 設定 （763）

[URV ｾｯﾃｲ ]

入力

高側電流値 （20 mA） に該当する レベル値を入力。

事前設定：
• レベルモード = 圧力 リ ニア ラ イ ズ [ ｱﾂﾘｮｸﾘﾆｱﾗｲｽﾞ ]、 レベル リ ニア ラ イ ズ

! 注意 ! 

• レベルモード ： 「レベル リ ニア ラ イ ズ」 では 「電流値の割当て」 （→113 ペー

ジ） パラ メ ータから電流出力を測定値 1 または測定値 2 （高さ、 またはタ ン

ク測定） に設定する こ と ができ ます。 「電流値の割当て」 パラ メ ータの設定

によ り 、 「URV 設定」 に下記の値を入力し て く ださい。

- 「電流値の割当て」 = 「タ ン ク測定」 （工場設定） ⇒ この場合、 %、 容量、

質量測定値のいずれかを設定し ます。

- 「電流値の割当て」 = 「高さ」 ⇒ この場合、 レベル測定値を設定し ます。

「レベルモード」 を 「圧力 リ ニア ラ イ ズ [ ｱﾂﾘｮｸﾘﾆｱﾗｲｽﾞ ]」 または 「レベル リ ニ

ア ラ イ ズ」、 「電流値の割当て」 を 「タ ン ク測定」 に設定する と下記の様にな り

ます。

• 「最大タ ン ク測定 [MAX. ﾀﾝｸｿｸﾃｲ ]」 に新しい値を入力する と 、 「URV 設定」

も同様に変更されます。 「最大タ ン ク測定 [MAX. ﾀﾝｸｿｸﾃｲ ]」 に設定し た値

以外の値を高側電流値 とする場合は、 「URV 設定」 に設定する値を入力し ま

す （→ 「最大タ ン ク測定」 101 または 105 ページを参照 く だ さい）。

「レベルモード」 を 「レベル リ ニア ラ イ ズ」、 「電流値の割当て」 を 「高さ」 に

設定する と下記の様にな り ます。

• 「最大レベル [MAX. ﾚﾍﾞﾙ ]」 に新しい値を入力する と 、 「URV 設定」 も同様

に変更されます。 「最大レベル [MAX. ﾚﾍﾞﾙ ]」 に設定し た値以外の値を低側

電流値と する場合は、 「URV 設定」 に設定する値を入力し ます

（→ 「最大レベル」 86 ページを参照 く ださい）。

出荷時設定：
100.0

表 16：（グループ選択 →） 操作メニュー → 設定 → 拡張セットアップ [ ĔĖğČđĜčĢďčĪĽ ]：「レベル」

パラメータ名 説明
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表 17：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 拡張セットアップ [ ĔĖğČđĜčĢďčĪĽ ]：「流量 [ ĶċđĶČđ ]」

パラメータ名 説明

事前設定：
• 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ] = 流量 [ ﾘｭｳﾘｮｳ ] （→ 45 ページ参照）

注意：
• 41 ページ、 6 章 「流量測定」 を参照 く だ さい。

温度単位 （318）

[ ｵﾝﾄﾞﾀﾝｲ ]

選択

温度測定値の単位の選択。

→ 「PCB 温度」 （117 ページ） と 「センサ温度」 （123 ページ） を参照 く ださ

い。

オプション：
• °C
• °F
• K

• R

出荷時設定：
°C

ローフ ロー カ ッ ト オフ

（442）

選択

「ローフ ロー カ ッ ト オフ」 機能の設定。

小流量時には測定値に大き な変動を引き起こす可能性があ り ます。 こ の機能に

よ って、 こ のよ う な小流量測定を記録し ないよ う にする こ と ができ ます。 → 
「ローフ ロー カ ッ ト オフ値」 を参照 く ださい。

オプション：
• Off

• On

出荷時設定：
Off

ローフ ロー カ ッ ト オフ値

（323）

[ ﾛｰﾌﾛｰｶｯﾄｵﾌﾁ ]

入力

「ローフ ロー カ ッ ト オフ」 のス イ ッ チオフポ イ ン ト を入力。

ス イ ッ チオンポ イ ン ト と ス イ ッ チオフポ イ ン ト 間の ヒ ステ リ シスは常に最大流

量の 1 % と な り ます。 → 「ローフ ロー カ ッ ト オフ」 を参照 く ださい。

事前設定：
• ローフ ロー カ ッ ト オフ = on

入力可能範囲：
ス イ ッ チオフポ イ ン ト ： 最大流量値 （→ 「最大流量」） の 0...50 %

P01-PMD7xxxx-05-xx-xx-xx-000

出荷時設定：
最大流量値の 5 %

LRV 設定 （637）

[LRV ｾｯﾃｲ ]

入力

「 リ ニア / ス ク エアルー ト 」 パラ メ ータ （→ 113 ページ） の設定によ り 、 低側

電流値 （4 mA） に該当する流量値または圧力値を入力。

• リ ニア / ス ク エアルー ト  = 流量 （ス ク エアルー ト ） （工場設定） ⇒ 流量値

• リ ニア / ス ク エアルー ト  = 差圧 ⇒ 圧力値

出荷時設定：
0

6%

5%

➀ ➁

0%0%

Q
Qmax

Q
Qmax

Δp Δp
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P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-091

図 38 機器本体デ ィ スプレ イによる 「リ ニア ラ イゼーシ ョ ン」 機能グループの操作

URV 設定 （638）

[URV ｾｯﾃｲ ]

入力

「 リ ニア / ス ク エアルー ト 」 パラ メ ータ （→ 113 ページ） の設定によ り 、 高側

電流値 （20 mA） に該当する流量値または圧力値を入力。

• リ ニア / ス ク エアルー ト  = 流量 （ス ク エアルー ト ） （工場設定） ⇒ 流量値

• リ ニア / ス ク エアルー ト  = 差圧 ⇒ 圧力値

「 リ ニア / ス ク エアルー ト 」 を 「流量 （ス ク エアルー ト ）」 に設定する と下記の

様にな り ます。

• 「最大流量 [MAX. ﾌﾛｰ ]」 に新しい値を入力する と、 「URV 設定」 も同様に変

更されます。 「最大流量 [MAX. ﾌﾛｰ ]」 に設定し た値以外の値を高側電流値と

する場合は、 「URV 設定」 に設定する値を入力し ます （→ 「最大流量」 95 

ページを参照 く だ さい）。

「 リ ニア / ス ク エアルー ト 」 を 「差圧」 に設定する と下記の様にな り ます。

• 「最大流量圧力 [MAX. ﾌﾛｰｱﾂﾘｮｸ ]」 に新しい値を入力する と、 「URV 設定」

も同様に変更されます。 「最大流量圧力 [MAX. ﾌﾛｰｱﾂﾘｮｸ ]」 に設定し た値以

外の値を高側電流値と する場合は、 「URV 設定」 に設定する値を入力し ます

（→ 「最大流量圧力」 95 ページを参照 く だ さい）。

出荷時設定：
最大流量 [MAX. ﾌﾛｰ ]

表 17：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → 拡張セットアップ [ ĔĖğČđĜčĢďčĪĽ ]：「流量 [ ĶċđĶČđ ]」

パラメータ名 説明

表 18：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → リニアライゼーション – 機器本体ディスプレイによる
設定

パラメータ名 説明

事前設定：
• 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ] = レベル （→ 45 ページ参照）

• レベルモード = 圧力 リ ニア ラ イ ズ [ ｱﾂﾘｮｸﾘﾆｱﾗｲｽﾞ ]、 レベル リ ニア ラ イ ズ （→ 68 ページ参照）

注意：
- 16 ページ、 5 章 「レベル測定」 を参照 く ださい。
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最小タ ン ク測定 （759）

[MIN. ﾀﾝｸｿｸﾃｲ ]

入力

タ ン ク （容器） 測定レベルの最小値を入力。

校正時の入力許容値は、 この入力値によ って決ま り ます。 入力値が実際の最小

タ ン ク測定値に近いほど、 測定精度が向上し ます。

! 注意 ! 

• 「最小タ ン ク測定 [MIN. ﾀﾝｸｿｸﾃｲ ]」 に新しい値を入力する と 、 「LRV 設定」

も同様に変更されます。 「最小タ ン ク測定 [MIN. ﾀﾝｸｿｸﾃｲ ]」 に設定する値以

外 （% 値、 容量値、 質量値） を低側の電流値に割当てる場合は、 「LRV 設定」

に設定する値を入力し ます （→ 「LRV 設定」 98 ページを参照 く ださい）。

• 「レベルモード」 を 「レベル リ ニア ラ イ ズ」、 「電流値の割当て 

[ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁﾜﾘｱﾃ ]」 を 「 リ ニア」 の設定では 「最小タ ン ク測定 [MIN. 

ﾀﾝｸｿｸﾃｲ ]」 の入力によ って 「LRV 設定」 パラ メ ータは変更されません （→ 
「LRV 設定」 98 ページ と 「電流値の割当て」 113 ページを参照 く ださ い）。

出荷時設定：
0.0

最大タ ン ク測定 （713）

[MAX. ﾀﾝｸｿｸﾃｲ ]

入力

タ ン ク （容器） 測定レベルの最大値を入力。

校正時の入力許容値は、 この入力値によ って決ま り ます。 入力値が実際の最大

タ ン ク測定値に近いほど、 測定精度が向上し ます。

! 注意 ! 

• 「最大タ ン ク測定 [MAX. ﾀﾝｸｿｸﾃｲ ]」 に新しい値を入力する と、 「URV 設定」

も同様に変更されます。 「最大タ ン ク測定 [MAX. ﾀﾝｸｿｸﾃｲ ]」 に設定する値

以外 （% 値、 容量値、 質量値） を高側の電流値に割当て る場合は、 「URV 設

定」 に設定する値を入力し ます （→ 「URV 設定」 98 ページを参照 く ださ

い）。

• 「レベルモード」 を 「レベル リ ニア ラ イ ズ」、 「電流値の割当て 

[ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁﾜﾘｱﾃ ]」 を 「 リ ニア」 の設定では 「最大タ ン ク測定 [MAX. 

ﾀﾝｸｿｸﾃｲ ]」 の入力によ って 「URV 設定」 パラ メ ータは変更されません （→ 
「URV 設定」 98 ページ と 「電流値の割当て」 113 ページを参照 く ださ い）。

出荷時設定：
100.0

テーブル選択 （808）

[ ﾃｰﾌﾞﾙｾﾝﾀｸ ]

選択

テーブルの選択。

デバイ スは測定し ながら テーブル入力設定を行います。 テーブルは測定値を計

算し て使用する ため、 新しいテーブルに入力する場合は正し く 動作するかを確

認する ため、 予め別のテーブルに入力し ます。

オプション：
• テーブルの表示 [ ﾃｰﾌﾞﾙﾉ ﾋｮｳｼﾞ ]

• テーブル入力

出荷時設定：
テーブルの表示 [ ﾃｰﾌﾞﾙﾉ ﾋｮｳｼﾞ ]

テーブル入力モード

（397）

[ ﾃｰﾌﾞﾙﾆｭｳﾘｮｸﾓｰﾄﾞ ]

選択

リ ニア ラ イ ズテーブルの入力モード の選択。

事前設定：
• テーブル選択 [ ﾃｰﾌﾞﾙｾﾝﾀｸ ] = テーブル入力 [ ﾃｰﾌﾞﾙﾆｭｳﾘｮｸ ]

オプション：
• マニュ アル ：

タ ン クは空に も満量にもする必要があ り ません。 作成し た リ ニア ラ イ ズ

テーブルを入力し て く ださ い。

• セ ミ オー ト マチッ ク ： このモード ではタ ン ク を空または満量にする必要が

あ り ます。 本体は自動的に静圧を記録し ます。 各ポ イ ン ト の容量、 質量、

または % を入力し て く ださい。

出荷時設定：
マニュ アル

表 18：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → リニアライゼーション – 機器本体ディスプレイによる
設定

パラメータ名 説明
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テーブル入力 （809）

[ ﾃｰﾌﾞﾙﾆｭｳﾘｮｸ ]

選択

テーブル入力モード の選択。

事前設定：
• テーブル選択 [ ﾃｰﾌﾞﾙｾﾝﾀｸ ] = テーブル入力 [ ﾃｰﾌﾞﾙﾆｭｳﾘｮｸ ]

オプション：
• 新しいテーブル [ ｱﾀﾗｼｲﾃｰﾌﾞﾙ ] ：

新しい リ ニア ラ イ ズテーブルへの入力。

• テーブル入力 [ ﾃｰﾌﾞﾙﾆｭｳﾘｮｸ ] ：

保存されている テーブルの表示。 変更修正可能です → 「テーブル選択」 を

参照 く ださい。

• 入力の継続 [ ﾆｭｳﾘｮｸ ｺﾝﾃｨﾆｭｰ ]

既存のテーブルへの継続入力。 → 「テーブル入力」 （770） を参照 く だ さい。

出荷時設定：
新しいテーブル [ ｱﾀﾗｼｲﾃｰﾌﾞﾙ ]

テーブル入力

[ ﾃｰﾌﾞﾙﾆｭｳﾘｮｸ ]

入力 （「セ ミ オー ト マチ ッ

ク」 入力モード）

- ラ イ ンナンバー （549）

- Y 値 [Y-VAL] （551）

「セ ミ オー ト マチッ ク」 入力モード によ る テーブルへの入力。

リ ニア ラ イ ズテーブルは最低 2 ポ イ ン ト 、 最大 32 ポ イ ン ト と し て く ださい。

ポ イ ン ト はラ イ ンナンバー、 X 値 （X-VAL）、 Y 値 （Y-VAL） から構成されて

います。 こ のモード ではタ ン ク を空または満量にする必要があ り ます。

例：レベルモード = 圧力 リ ニア ラ イ ズ [ ｱﾂﾘｮｸﾘﾆｱﾗｲｽﾞ ] ：

- ラ イ ンナンバー ： 表示値の確認。

- Y 値 （Y-VAL） ： 「測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ]」 で設定し た容量、 質量、 % 値を入

力。

- X 値 （X-VAL） ： 現在の静圧の表示し、 Y 値の確定時に表示値を登録。

例：レベルモード = レベル リ ニア ラ イ ズ ：

- ラ イ ンナンバー ： 表示値の確認。

- Y 値 （Y-VAL） ： 「測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ]」 で設定し た容量、 質量、 % 値を入

力。

- X 値 （X-VAL） ： 現在の静圧が測定されています。 「測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ]」

の設定によ り 、 測定圧力はレベル単位、 または % に変換されて表示し ます。

値は Y 値の確定時に表示値を登録。

出荷時設定：
ラ イ ンナンバー = 1、 Y 値 （Y-VAL） = 0.0、 Y 値 （Y-VAL） = 0.0

テーブル入力

[ ﾃｰﾌﾞﾙﾆｭｳﾘｮｸ ]

入力 （「マニュ アル」 入力

モード）

- ラ イ ンナンバー （549）

- Y 値 [Y-VAL] （551）

- X 値 [X-VAL] （550）

「マニュ アル」 入力モード によ る テーブルへの入力。

リ ニア ラ イ ズテーブルは最低 2 ポ イ ン ト 、 最大 32 ポ イ ン ト と し て く ださい。

ポ イ ン ト はラ イ ンナンバー、 X 値 （X-VAL）、 Y 値 （Y-VAL） から構成されて

います。 こ のモード ではタ ン ク を空にも満量にもする必要があ り ません。

例：レベルモード = 圧力 リ ニア ラ イ ズ [ ｱﾂﾘｮｸﾘﾆｱﾗｲｽﾞ ] ：

- ラ イ ンナンバー ： 表示値の確認。

- X 値 （X-VAL） ： 圧力値を入力。

- Y 値 （Y-VAL） ： 「測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ]」 で設定し た容量、 質量、 % 値を入

力。

例：レベルモード = レベル リ ニア ラ イ ズ ：

- ラ イ ンナンバー ： 表示値の確認。

- X 値 （X-VAL） ： 現在の静圧が測定されています。 「測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ]」

の設定によ り 、 レベル単位、 % を入力。

- Y 値 （Y-VAL） ： 「測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ]」 で設定し た容量、 質量、 % 値を入

力。

出荷時設定：
ラ イ ンナンバー = 1、 X 値 （X-VAL） = 0.0、 Y 値 （Y-VAL） = 0.0

表 18：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → リニアライゼーション – 機器本体ディスプレイによる
設定

パラメータ名 説明
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テーブル入力 （770）

[ ﾃｰﾌﾞﾙﾆｭｳﾘｮｸ ]

オプシ ョ ン

テーブル入力の機能の選択。

オプション：
• 次のポ イ ン ト  [ ﾂｷﾞﾉ ﾎﾟｲﾝﾄ ] ： 次のポ イ ン ト を入力。

• 最終ポ イ ン ト  [ ｻｲｼｭｳ ﾎﾟｲﾝﾄ ] ： 入力変更、 修正等のため、 最終入力ポ イ ン ト

へ移動。

• 入力の確定 [ ﾆｭｳﾘｮｸ ｶｸﾃｲ ] ： 測定用のテーブル と し て登録。 これまでのテー

ブルに上書きする こ と にな り ます。

• アボー ト ： 最後に入力されたポ イ ン ト までを保存し、 次のパラ メ ータ を表

示し ます。 テーブルの起動はされていません。

• ポ イ ン ト 挿入 [ ﾎﾟｲﾝﾄ ｿｳﾆｭｳ ] ： 下記の例を参照 く ださい。

• ポ イ ン ト 削除 [ ﾎﾟｲﾝﾄ ｻｸｼﾞｮ ] ： 現在のポ イ ン ト が削除されます。 下記の例を

参照 く ださい。

例：例えば 4 番目と 5 番目のポ イ ン ト の間にポ イ ン ト を追加し ます。

- 「テーブル入力 / ラ イ ンナンバー」 パラ メ ータでポ イ ン ト  5 を選択し ます。

- 「Enter」 で現在の X 値と Y 値を確定し ます。

- 「テーブル入力 （770）」 パラ メ ータで、 「ポ イ ン ト 挿入」 オプシ ョ ンを選択

し ます。

- 「テーブル入力 / ラ イ ンナンバー」 パラ メ ータでポ イ ン ト  5 が表示されま

す。 新しい X 値と Y 値にな り ます。

例：例えば 5 番目のポ イ ン ト を削除し ます。

- 「テーブル入力 / ラ イ ンナンバー」 パラ メ ータでポ イ ン ト  5 を選択し ます。

- 「テーブル入力 （770）」 パラ メ ータで、 「ポ イ ン ト 削除」 オプシ ョ ンを選択

し ます。

- 5 番目のポ イ ン ト が削除されます。 これ以降のポ イ ン ト はすべて番号が 1 つ

ずつ繰 り 上が り ます （6 番目のポ イ ン ト がポ イ ン ト  5 にな り ます）。

出荷時設定：
次のポ イ ン ト  [ ﾂｷﾞﾉ ﾎﾟｲﾝﾄ ]

テーブルの表示 （549）

[ ﾃｰﾌﾞﾙﾉ ﾋｮｳｼﾞ ]

表示

保存されている リ ニア ラ イ ズテーブルの機器本体デ ィ スプレ イへの表示。

最初に リ ニア ラ イ ズテーブルの 1 番目のポ イ ン ト を表示し、 ラ イ ンナンバー

を入力する こ と によ って、 任意の リ ニア ラ イ ズテーブルのポ イ ン ト を表示する

こ と ができ ます。

テーブルの表示 （717）

[ ﾃｰﾌﾞﾙﾉ ﾋｮｳｼﾞ ]

選択

リ ニア ラ イ ズテーブルの機能選択。

オプション：
• 次のポ イ ン ト  [ ﾂｷﾞﾉ ﾎﾟｲﾝﾄ ] ： 次のポ イ ン ト の表示。

• 最終ポ イ ン ト  [ ｻｲｼｭｳ ﾎﾟｲﾝﾄ ] ： 最終ポ イ ン ト の表示。

• アボー ト ： テーブルの表示をキ ャ ンセル。 次のパラ メ ータの表示。

出荷時設定：
次のポ イ ン ト  [ ﾂｷﾞﾉ ﾎﾟｲﾝﾄ ]

タ ン ク詳細 （815）

[ ﾀﾝｸｼｮｳｻｲ ]

入力

タ ン ク の詳細内容の入力 （最大 32 文字まで入力する こ と ができ ます）。

出荷時設定：
 _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _

表 18：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → リニアライゼーション – 機器本体ディスプレイによる
設定

パラメータ名 説明
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図 39 デジ タル通信による 「リ ニアラ イゼーシ ョ ン」 機能グループの操作

表 19：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → リニアライゼーション – デジタル通信による設定

パラメータ名 説明

事前設定：
• 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ] = レベル （→ 45 ページ参照）

• レベルモード = 圧力 リ ニア ラ イ ズ [ ｱﾂﾘｮｸﾘﾆｱﾗｲｽﾞ ]、 レベル リ ニア ラ イ ズ （→ 68 ページ参照）

注意：
- 16 ページ、 5 章 「レベル測定」 を参照 く ださい。

最小タ ン ク測定

入力

タ ン ク （容器） 測定レベルの最小値を入力。

校正時の入力許容値は、 この入力値によ って決ま り ます。 入力値が実際の最小

タ ン ク測定値に近いほど、 測定精度が向上し ます。

! 注意 ! 

• 「最小タ ン ク測定 [MIN. ﾀﾝｸｿｸﾃｲ ]」 に新しい値を入力する と 、 「LRV 設定」

も同様に変更されます。 「最小タ ン ク測定 [MIN. ﾀﾝｸｿｸﾃｲ ]」 に設定する値以

外 （% 値、 容量値、 質量値） を低側の電流値に割当てる場合は、 「LRV 設定」

に設定する値を入力し ます （→ 「LRV 設定」 98 ページを参照 く ださい）。

• 「レベルモード」 を 「レベル リ ニア ラ イ ズ」、 「電流値の割当て 

[ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁﾜﾘｱﾃ ]」 を 「 リ ニア」 の設定では 「最小タ ン ク測定 [MIN. 

ﾀﾝｸｿｸﾃｲ ]」 の入力によ って 「LRV 設定」 パラ メ ータは変更されません （→ 
「LRV 設定」 98 ページ と 「電流値の割当て」 113 ページを参照 く だ さい）。

出荷時設定：
0.0
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最大タ ン ク測定

入力 

タ ン ク （容器） 測定レベルの最大値を入力。

校正時の入力許容値は、 この入力値によ って決ま り ます。 入力値が実際の最大

タ ン ク測定値に近いほど、 測定精度が向上し ます。

! 注意 ! 

• 「最大タ ン ク測定 [MAX. ﾀﾝｸｿｸﾃｲ ]」 に新しい値を入力する と、 「URV 設定」

も同様に変更されます。 「最大タ ン ク測定 [MAX. ﾀﾝｸｿｸﾃｲ ]」 に設定する値

以外 （% 値、 容量値、 質量値） を高側の電流値に割当て る場合は、 「URV 設

定」 に設定する値を入力し ます （→ 「URV 設定」 98 ページを参照 く ださ

い）。

• 「レベルモード」 を 「レベル リ ニア ラ イ ズ」、 「電流値の割当て 

[ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁﾜﾘｱﾃ ]」 を 「 リ ニア」 の設定では 「最大タ ン ク測定 [MAX. 

ﾀﾝｸｿｸﾃｲ ]」 の入力によ って 「URV 設定」 パラ メ ータは変更されません （→ 
「URV 設定」 98 ページ と 「電流値の割当て」 113 ページを参照 く ださ い）。

出荷時設定：
100.0

テーブル選択

選択

テーブルの選択。

デバイ スは測定し ながら テーブル入力設定を行います。 テーブルは測定値を計

算し て使用する ため、 新しいテーブルに入力する場合は正し く 動作するかを確

認する ため、 予め別のテーブルに入力し ます。

オプション：
• テーブルの表示 [ ﾃｰﾌﾞﾙﾉ ﾋｮｳｼﾞ ]

• テーブル入力

出荷時設定：
テーブルの表示 [ ﾃｰﾌﾞﾙﾉ ﾋｮｳｼﾞ ]

テーブル入力モード

選択

リ ニア ラ イ ズテーブルの入力モード の選択。

事前設定：
• テーブル選択 [ ﾃｰﾌﾞﾙｾﾝﾀｸ ] = テーブル入力 [ ﾃｰﾌﾞﾙﾆｭｳﾘｮｸ ]

オプション：
• マニュ アル ：

タ ン クは空に も満量にもする必要があ り ません。 作成し た リ ニア ラ イ ズ

テーブルを入力し て く ださ い。

• セ ミ オー ト マチッ ク ： このモード ではタ ン ク を空または満量にする必要が

あ り ます。 本体は自動的に静圧を記録し ます。 各ポ イ ン ト の容量、 質量、

または % を入力し て く ださい。

出荷時設定：
マニュ アル

テーブル入力

選択

テーブル入力モード の選択。

事前設定：
• テーブル選択 [ ﾃｰﾌﾞﾙｾﾝﾀｸ ] = テーブル入力 [ ﾃｰﾌﾞﾙﾆｭｳﾘｮｸ ]

オプション：
• 新しいテーブル [ ｱﾀﾗｼｲﾃｰﾌﾞﾙ ] ：

新しい リ ニア ラ イ ズテーブルへの入力。

• テーブルの表示 [ ﾃｰﾌﾞﾙﾉ ﾋｮｳｼﾞ ] ：

保存されている テーブルの表示。 変更修正可能です。

• 入力の継続 [ ﾆｭｳﾘｮｸ ｺﾝﾃｨﾆｭｰ ]

既存のテーブルへの継続入力。

! 注意 ! 

操作プロ グ ラ ム ：

• 「テーブルの表示」 オプシ ョ ンを選択し た場合、 操作プロ グ ラ ムに保存され

ている テーブルがロード されます。 操作プロ グ ラ ムのウ ィ ン ド ウ中の 「 リ

ニア ラ イ ズテーブル」 タブから テーブルの表示、 変更修正とデバイ スへの

書き込みが可能です。 

• 「X 値 （X-VAL）」 または 「Y 値 （Y-VAL）」 パラ メ ータ を変更し て も操作プ

ロ グ ラ ムのウ ィ ン ド ウ中の 「 リ ニア ラ イ ズテーブル」 タブのテーブルは変

更されません。 デバイ ス中に保存されている テーブルを変更するには、 最

初にデバイ スからの このテーブルを読み出し て く だ さい。

出荷時設定：
新しいテーブル [ ｱﾀﾗｼｲﾃｰﾌﾞﾙ ]

表 19：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → リニアライゼーション – デジタル通信による設定

パラメータ名 説明
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ラ イ ンナンバー

入力

リ ニア ラ イ ズテーブルのラ イ ンナンバーの入力。 リ ニア ラ イ ズテーブルは最低 

2 ポ イ ン ト 、 最大 32 ポ イ ン ト と し て く ださい。

• テーブル選択 [ ﾃｰﾌﾞﾙｾﾝﾀｸ ] = テーブルの表示 [ ﾃｰﾌﾞﾙﾉ ﾋｮｳｼﾞ ]

このパラ メ ータによ り リ ニア ラ イ ズテーブルの表示させたいポ イ ン ト を選

択でき ます。

• テーブル選択 [ ﾃｰﾌﾞﾙｾﾝﾀｸ ] = テーブル入力 [ ﾃｰﾌﾞﾙﾆｭｳﾘｮｸ ]

ポイ ン ト へはラ イ ンナンバー、 X 値 （X-VAL）、 Y 値 （Y-VAL） を入力し ます。

→ この表中の 「テーブル入力モード」、 X 値 （X-VAL） （「マニュ アル」 入力

モード）、 X 値 （X-VAL） （「セ ミ オー ト マチ ッ ク」 入力モード）、 Y 値 （Y-

VAL） を参照 く ださい。

! 注意 ! 

操作プロ グ ラ ムではウ ィ ン ド ウ中の 「 リ ニア ラ イ ズテーブル」 タブから、 ま と

めてテーブルに入力する こ と が可能です。

X 値 [X-VAL] （「マニュ ア

ル」 入力モード）

入力

リ ニア ラ イ ズテーブルへの圧力値の入力。

→ 「テーブル入力モード」、 「ラ イ ンナンバー」、 Y 値 （Y-VAL） を参照 く ださい。

事前設定：
• テーブル選択 [ ﾃｰﾌﾞﾙｾﾝﾀｸ ] = テーブル入力 [ ﾃｰﾌﾞﾙﾆｭｳﾘｮｸ ]

X 値 [X-VAL] （「セ ミ オー

ト マチ ッ ク」 入力モード）

表示

「セ ミ オー ト マチッ ク」 入力モード では、 タ ン ク を空または満量にする必要が

あ り ます。 X 値 （X-VAL） では測定し ている静圧を表示し ます。

事前設定：
• テーブル選択 [ ﾃｰﾌﾞﾙｾﾝﾀｸ ] = テーブル入力 [ ﾃｰﾌﾞﾙﾆｭｳﾘｮｸ ]

操作プログラム
Y 値 （Y-VAL） の確定によ り X 値 （X-VAL） は登録されます。

HART ハンドヘルド
表示されている X 値 （X-VAL） の確認。

→ 「テーブル入力モード」、 「ラ イ ンナンバー」、 Y 値 （Y-VAL） を参照 く ださい。

Y 値 [Y-VAL 

入力

リ ニア ラ イズテーブルの X 値 （X-VAL） に該当する、 容量、 質量、 % 値の入力。

事前設定：
• テーブル選択 [ ﾃｰﾌﾞﾙｾﾝﾀｸ ] = テーブル入力 [ ﾃｰﾌﾞﾙﾆｭｳﾘｮｸ ]

「測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ]」 パラ メ ータの設定に応じ て、 このパラ メ ータに容

量、 質量、 % 値を入力し ます。

→ この表中の 「テーブル入力モード」、 「ラ イ ンナンバー」、 X 値 （X-VAL）

（「マニュ アル」 入力モード）、 X 値 （X-VAL） （「セ ミ オー ト マチッ ク」 入力

モード） を参照 く ださい。

テーブル入力

オプシ ョ ン

テーブル入力の機能の選択。

事前設定：
• テーブル選択 [ ﾃｰﾌﾞﾙｾﾝﾀｸ ] = テーブル入力 [ ﾃｰﾌﾞﾙﾆｭｳﾘｮｸ ]

オプション：
• 次のポ イ ン ト  [ ﾂｷﾞﾉ ﾎﾟｲﾝﾄ ] ： 機能な し

• 最終ポ イ ン ト  [ ｻｲｼｭｳ ﾎﾟｲﾝﾄ ] ： 機能な し

• 入力の確定 [ ﾆｭｳﾘｮｸ ｶｸﾃｲ ] ： 測定用のテーブル と し て登録。 これまでのテー

ブルに上書きする こ と にな り ます。

• アボー ト ： 最後に入力されたポ イ ン ト までを保存し、 次のパラ メ ータ を表

示し ます。 テーブルの起動はされていません。

• ポ イ ン ト 挿入 [ ﾎﾟｲﾝﾄ ｿｳﾆｭｳ ] ： 下記の例を参照 く ださい。

• ポ イ ン ト 削除 [ ﾎﾟｲﾝﾄ ｻｸｼﾞｮ ] ： 現在のポ イ ン ト が削除されます。 下記の例を

参照 く ださい。

例：例えば 4 番目と 5 番目のポ イ ン ト の間にポ イ ン ト を追加し ます。

- 「ラ イ ンナンバー」 パラ メ ータでポ イ ン ト  5 を選択し ます。

- 「テーブル入力」 パラ メ ータで、 「ポ イ ン ト 挿入」 オプシ ョ ンを選択し ます。

- 「ラ イ ンナンバー」 パラ メ ータのポ イ ン ト  5 が表示されます。 新しい X 値と  

Y 値にな り ます。

例：例えば 5 番目のポ イ ン ト を削除し ます。

- 「ラ イ ンナンバー」 パラ メ ータでポ イ ン ト  5 を選択し ます。

- 「テーブル入力」 パラ メ ータで、 「ポ イ ン ト 削除」 オプシ ョ ンを選択し ます。

- 5 番目のポ イ ン ト が削除されます。 これ以降のポ イ ン ト はすべて番号が 1 つ

ずつ繰 り 上が り ます （6 番目のポ イ ン ト がポ イ ン ト  5 にな り ます）。

出荷時設定：
次のポ イ ン ト  [ ﾂｷﾞﾉ ﾎﾟｲﾝﾄ ]

表 19：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → リニアライゼーション – デジタル通信による設定

パラメータ名 説明
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図 40 「積算計セ ッ ト ア ッ プ」 機能グループ

LIN. テーブル X 起動

表示

保存されている リ ニア ラ イ ズテーブルの X 値の表示。

「ラ イ ンナンバー」 パラ メ ータから リ ニア ラ イ ズテーブルのポ イ ン ト を選択で

き ます。

事前設定：
• テーブル選択 [ ﾃｰﾌﾞﾙｾﾝﾀｸ ] = テーブルの表示 [ ﾃｰﾌﾞﾙﾉ ﾋｮｳｼﾞ ]

! 注意 ! 

操作プロ グ ラ ムではウ ィ ン ド ウ中の 「 リ ニア ラ イ ズテーブル」 タブから、 保存

されている テーブル全体を表示する こ と ができ ます。

LIN. テーブル Y 起動

表示

保存されている リ ニア ラ イ ズテーブルの Y 値の表示。

「ラ イ ンナンバー」 パラ メ ータから リ ニア ラ イ ズテーブルのポ イ ン ト を選択で

き ます。

事前設定：
テーブル選択 [ ﾃｰﾌﾞﾙｾﾝﾀｸ ] = テーブルの表示 [ ﾃｰﾌﾞﾙﾉ ﾋｮｳｼﾞ ]

! 注意 ! 

操作プロ グ ラ ムではウ ィ ン ド ウ中の 「 リ ニア ラ イ ズテーブル」 タブから、 保存

されている テーブル全体を表示する こ と ができ ます。

タ ン ク詳細

入力

タ ン ク の詳細内容の入力 （最大 32 文字まで入力する こ と ができ ます）。

出荷時設定：
 _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _

表 19：（グループ選択 →）操作メニュー → 設定 → リニアライゼーション – デジタル通信による設定

パラメータ名 説明

表 20：（グループ選択 →） 操作メニュー → 設定 → 積算計セットアップ [ ĜĕęĻėĐĜčĢďčĪĽ ]

パラメータ名 説明

事前設定：
• 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ] = 流量 [ ﾘｭｳﾘｮｳ ] （→  45 ページ参照）

注意：
• 41 ページ、 6 章 「流量測定」 を参照 く だ さい。
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積算計 1 単位

（398） / （666） / （664） /

（662）

[ ｾｷｻﾝｹｲ 1 ﾀﾝｲ ]

選択

積算計 1 の単位選択。

「流量測定タ イプ [ ﾘｭｳﾘｮｳｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ]」 パラ メ ータ （→ 93 ページ） の設定によ

り 、 体積流量または質量流量の単位が選択でき ます。 体積流量、 または質量流

量の単位が変更される と、 積算計の仕様に関するパラ メ ータは新しい単位に変

換され、 表示されます。 しかし ながら流量モード を変更する と積算計の値は変

換されません。

「流量測定タ イプ [ ﾘｭｳﾘｮｳｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ]」 の選択によ って表示器に下記のよ う な 3 

桁の ID ナンバーが表示されます。

- （398） ： 流量測定タ イプ = 体積流量 （p. cond） [ ﾀｲｾｷ (p. cond)]

- （662） ： 流量測定タ イプ = 質量流量 （p. cond） [ ｼﾂﾘｮｳ (p. cond)]

- （664） ： 流量測定タ イプ = 体積流量 （std.） [ ﾀｲｾｷ (std.)]

- （666） ： 流量測定タ イプ = 体積流量 （Norm） [ ﾀｲｾｷ (Norm)]

出荷時設定：
m3

積算計 1 ユーザー単位

（627）

[ ｾｷｻﾝｹｲ 1 ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

入力

ユーザー指定の積算計 1 単位のテキス ト 入力。

最大 8 文字まで入力する こ と ができ ます → 「積算計 1 ユーザー単位係数 

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ 1]」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 積算計 1 単位 [ ｾｷｻﾝｹｲ 1 ﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

! 注意 ! 

機器本体デ ィ スプレ イには最初の 5 文字のみ表示されます。 例えば、 ユー

ザー指定単位 と し て 「crates」 を設定する と 、 「crate」 と 表示されます。

「 / 」 を含む単位の場合、 機器本体デ ィ スプレ イには 8 文字まで表示されます

が、 分子部分に表示されるのは 5 文字までに制限されます。 例えばユーザー

指定の単位 「crates/m2」 を設定する と、 「crate/m2」 が表示されます （s は表

示されません）。 FieldCare では 8 文字全ての表示が可能です。

HART ハン ドヘル ド ター ミ ナルでは 「TOT. 1 USER UNIT 」 のみ設定可能で、

ユーザー指定単位で測定値が表示されます。

出荷時設定：
_ _ _ _ _ _ _ _

積算計 1 ユーザー単位係

数 （329）

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ 1]」

入力

積算計 1 ユーザー指定単位用の換算係数を入力。

換算係数は流量タ イプ ： 「体積流量 （p.cond）」 の標準単位 「m3」 を基準と し て

入力する必要があ り ます → 「積算計 1 ユーザー単位 [ ｾｷｻﾝｹｲ 1 ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」

を参照 く だ さい。

事前設定：
• 積算計 1 単位 [ ｾｷｻﾝｹｲ 1 ﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

例： 測定単位を 「buckets」 で表示し たい場合

- 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 =1 m3 i 100 buckets

- 「積算計 1 ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ 1]」 ： bucket を入力

- 「積算計 1 ユーザー単位係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ 1]」 ： 100 を入力

- 結果 ： 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 = 100 buckets

出荷時設定：
1.0

逆方向流量積算計 1

（400）

[NEG. ﾌﾛｰ TOT. 1]

選択

積算計 1 の逆方向流量に対する積算方法の設定。

P01-xMD7xxxx-16-xx-xx-xx-003

出荷時設定：
逆方向流量でプラ ス

表 20：（グループ選択 →） 操作メニュー → 設定 → 積算計セットアップ [ ĜĕęĻėĐĜčĢďčĪĽ ]

パラメータ名 説明
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図 41 「デ ィ スプレ イ」 グループ

積算計 1 リ セ ッ ト （331）

[ ｾｷｻﾝｹｲ 1 ﾘｾｯﾄ ]

選択

積算計 1 のゼロへの リ セ ッ ト 。

オプション：
• アボー ト （ リ セ ッ ト し ない）

• リ セ ッ ト

出荷時設定：
アボー ト

積算計 2 単位

（399） / （663） / （665） /

（667）

[ ｾｷｻﾝｹｲ 2 ﾀﾝｲ ]

選択

積算計 2 の単位選択。

→ 「積算計 1 単位 [ ｾｷｻﾝｹｲ 1 ﾀﾝｲ ]」 を参照 く ださい。

「流量測定タ イプ [ ﾘｭｳﾘｮｳｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ]」 の選択によ って表示器に下記のよ う な 3 

桁の ID ナンバーが表示されます。

- （399） ： 流量測定タ イプ = 体積流量 （p. cond） [ ﾀｲｾｷ (p. cond)]

- （663） ： 流量測定タ イプ = 質量流量 （p. cond） [ ｼﾂﾘｮｳ (p. cond)]

- （665） ： 流量測定タ イプ = 体積流量 （std.） [ ﾀｲｾｷ (std.)]

- （667） ： 流量測定タ イプ = 体積流量 （Norm） [ ﾀｲｾｷ (Norm)]

出荷時設定：
m3

積算計 2 ユーザー単位

（628）

[ ｾｷｻﾝｹｲ 2 ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

入力

ユーザー指定の積算計 2 単位のテキス ト 入力。

→ 「積算計 1 ユーザー単位 [ ｾｷｻﾝｹｲ 1 ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 積算計 2 単位 [ ｾｷｻﾝｹｲ 2 ﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

出荷時設定：
_ _ _ _ _ _ _ _

積算計 2 ユーザー単位係

数 （330）

[ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ 2]

選択

積算計 2 ユーザー指定単位用の換算係数を入力。 → 「積算計 1 ユーザー単位

係数 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲﾌｧｸﾀ 1]」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 積算計 2 単位 [ ｾｷｻﾝｹｲ 2 ﾀﾝｲ ] = ユーザー単位 [ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ ]

出荷時設定：
1.0

逆方向流量積算計 2

（416）

[NEG. ﾌﾛｰ TOT. 2]

選択

積算計 2 の逆方向流量に対する積算方法の設定。

→ 「逆方向流量積算計 1 [NEG. ﾌﾛｰ TOT. 1] を参照 く だ さい。

出荷時設定：
プラ ス

表 20：（グループ選択 →） 操作メニュー → 設定 → 積算計セットアップ [ ĜĕęĻėĐĜčĢďčĪĽ ]

パラメータ名 説明
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表 21：（グループ選択 →）操作メニュー → ディスプレイ

パラメータ名 説明

表示内容 （419）

[ ﾋｮｳｼﾞﾅｲﾖｳ ]

選択

測定モード中の機器本体デ ィ スプレ イの メ イ ン ラ イ ン表示設定。

→ 取扱説明書 BA270P （デルタバー S）、 BA271P （セ ラバー S）、 BA332P （デ

ルタパイ ロ ッ ト  S） の 5.1 章 「機器本体デ ィ スプレ イ」 を参照 く ださい。

オプション：
• 測定値 （PV） [ ｿｸﾃｲﾁ (PV)]

• 測定値 （%） [ ｿｸﾃｲﾁ (%)]

• 圧力

• 流量 [ ﾘｭｳﾘｮｳ ]

• レベル

• タ ン ク測定

• 電流

• 温度 [ ｵﾝﾄﾞ ]

• エラーナンバー

• 積算計 1 [ ｾｷｻﾝｹｲ 1]

• 積算計 2 [ ｾｷｻﾝｹｲ 2]

選定し た測定モード に応じ て選択ができ ます。

出荷時設定：
測定値 （PV） [ ｿｸﾃｲﾁ (PV)]

メ イ ンデータ フ ォーマ ッ

ト （688）

選択

メ イ ン ラ イ ンに表示される測定値の小数点位置の設定。

→ 取扱説明書 BA270P （デルタバー S）、 BA271P （セ ラバー S）、 BA332P （デ

ルタパイ ロ ッ ト  S） の 5.1 章 「機器本体デ ィ スプレ イ」 を参照 く ださい。

オプション：
• オー ト

• x.x

• x.xx

• x.xxx

• x.xxxx

• x.xxxxx

出荷時設定：
オー ト

表示切替 （423）

[ ﾋｮｳｼﾞｷﾘｶｴ ]

選択

「表示切替 [ ﾋｮｳｼﾞｷﾘｶｴ ]」 モード の設定。

この表示モード では選定し た測定モード に応じ て下記の測定値を機器本体デ ィ

スプレ イに表示する こ と ができ ます。

- 圧力 ： 測定値 （PV）、 圧力、 温度、 電流

- レベルエキスパー ト ： 測定値 （PV）、 圧力、 レベル、 タ ン ク レベル、 温度、

電流

- レベルイージー ： 測定値 （PV）、 圧力、 温度、 電流

- 流量 ： 測定値 （PV）、 圧力、 流量、 温度、 電流、 積算計 1、 積算計 2

オプション：
• Off

• On

出荷時設定：
Off
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図 42 「出力」 グループ

言語

[ ｹﾞﾝｺﾞ ]

選択

メ ニューの言語選択。

! 注意 ! 

• 現場操作では、 グループセレ ク シ ョ ンから直接 「言語 [ ｹﾞﾝｺﾞ ]」 パラ メ ータ

を設定でき ます （ メ ニューパス ： グループセレ ク シ ョ ン → 言語 [ ｹﾞﾝｺﾞ ]、 44 

ページを参照 く ださ い）。

• 操作プロ グ ラ ムの メ ニ ュー言語の選択は、 メ ニューの 「オプシ ョ ン」 →

「セ ッ テ ィ ング」 → 「言語」 タブ→ 「ツールの言語」 フ ィ ール ド から行えま

す。

オプション：
• ド イ ツ語

• 英語

• フ ラ ン ス語 [ ﾌﾗﾝｽｺﾞ ]

• イ タ リ ア語

• スペイ ン語 [ ｽﾍﾟｲﾝｺﾞ ]

• オラ ンダ語

• 中国語 （CHS）

• 日本語 （JPN）

出荷時設定 ：

英語

デ ィ スプレ イ コ ン ト ラ ス

ト （339）

入力

機器本体デ ィ スプレ イのコ ン ト ラ ス ト 調整。

番号の入力によ り 機器本体デ ィ スプレ イのコ ン ト ラ ス ト を調整する こ と ができ

ます。 変更は 1 段階ずつしか確定でき ません。 値を 「8」 から 「4」 に変更す

る場合は、 4 回保存し なければな り ません。 機器本体デ ィ スプレ イのコ ン ト ラ

ス ト 調整は電子回路ボ ッ ク スや本体の操作キーから も調整が行えます。

→ 取扱説明書 BA270P （デルタバー S）、 BA271P （セ ラバー S）、 BA332P （デ

ルタパイ ロ ッ ト  S） の 5.2.3 章 「操作キーの機能」 を参照 く ださ い。

入力可能範囲：
4...13、 4 ： コ ン ト ラ ス ト 最小値 （明るい）、 13 ： コ ン ト ラ ス ト 最大値 （暗い）。

出荷時設定：
8

小数点設定 （840）

[ ｼｮｳｽｳﾃﾝ ｾｯﾃｲ ]

表示

このパラ メータ を使用して、 ユーザイ ン タ フ ェース上の小数点のキャ ラ ク ターお

よび桁の正しい表示を確認でき ます。 小数点のキャ ラ ク ターおよび桁が正し く 表

示されている と、 このパラ メータに文字列 「0123456789.-」 が表示されます。

表 21：（グループ選択 →）操作メニュー → ディスプレイ

パラメータ名 説明
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表 22：（グループ選択 →）操作メニュー → 出力 [ ĚċĠĶČĖ ]

パラメータ名 説明

出力電流 （254）

[ ｼｭﾂﾘｮｸﾃﾞﾝﾘｭｳ ]

表示

出力電流値の表示。

電流特性

（694） / （695） / （696） /

（764）

[ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾄｸｾｲ ]

選択

出力電流の出力特性選択。

オプション：

P01-xxxxxxxx-05-xx-xx-xx-009

図 43 電流出力

1 リ ニア ： LRV = 4 mA、 URV = 20 mA

2 バイ リ ニア ： LRV = 4 mA、 セン ターまたはゼロ = 20 mA、 URV = 4 mA

3 ハンテン リ ニア ： LRV = 20 mA、 URV = 4 mA

4 ハンテン バイ リ ニア ： LRV = 20 mA、 セン ターまたはゼロ = 4 mA、 URV

= 20 mA

LRV Lower range value （下限設定値）

URV Upper range value （上限設定値）

I 電流

p 測定値 （圧力）

「測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ]」の選択によ ってデ ィ スプレ イに下記のよ う な 3 桁の 

ID ナンバーが表示されます。

- （694） ： 測定モード = 「圧力」

（694） ： 測定モード = 「流量」、 リ ニア / ス ク エアルー ト  = 「差圧」

- （695） ： 測定モード = 「流量」、 リ ニア / ス ク エアルー ト  = 「流量 （ス ク エア

ルー ト ）」

- （696） ： 測定モード = 「レベル」、 レベルモード = 「 リ ニア」

（696） ： 測定モード = 「レベル」、 レベルモード = 「圧力 リ ニア ラ イ ズ」

（696） ： 測定モード = 「レベル」、 レベルモード = 「レベル リ ニア ラ イ ズ」、

電流値の割当て = 「レベル」

- （764） ： 測定モード = 「レベル」、 レベルモード = 「レベル リ ニア ラ イ ズ、 電

流値の割当て = 「タ ン ク レベル」

出荷時設定：
リ ニア

エラー時の出力モード

（388）

[ ｴﾗｰｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ ]

入力

ア ラーム時の出力設定。

ア ラーム発生時、 電流値と バーグ ラ フがこ のパラ メ ータで設定し た通 り にな り

ます。

オプション：
• Max. ア ラーム （110%） ： 21...23 mA で設定可能。

• ホール ド ： 最終値をキープし ます。

• Min. ア ラーム （–10%） ： 3.6 mA

→ この表中の 「ア ラーム時の最大値設定 [MAX. ｱﾗｰﾑｾｯﾃｲ ]」、 および取扱説

明書 BA270P （デルタバー S）、 BA271P （セ ラバー S）、 BA332P （デルタパイ

ロ ッ ト  S） の 8.2.1 章 「エラー時の出力設定」 を参照 く だ さい。

出荷時設定：
Max. ア ラーム 110% （22 mA）

LRV

➂

➁

➀

4 mA

0

20 mA

➁

➃ ➃

URVURV

I

p
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出力オーバーア ラーム

（597）

[ ｼｭﾂﾘｮｸｵｰﾊﾞｰｱﾗｰﾑ ]

選択

センサの許容値を超えた場合の出力電流値の設定。

オプション：
• 通常時 ： 電流出力が 「エラー時の出力モード」、 「ア ラーム時の最大値設定」

のパラ メ ータによ り 設定された値を取 り ます。

• NAMUR ：

- センサ LO プレ ッ シ ャー （E120） ： 出力電流 = 3.6 mA

- センサ オーバー プレ ッ シ ャー （E115） ： 「ア ラーム時の最大値設定 [MAX. 

ｱﾗｰﾑｾｯﾃｲ ]」 パラ メ ータで設定し た出力電流。

出荷時設定：
ノーマル

ア ラーム時の最大値設定

（342）

[MAX. ｱﾗｰﾑｾｯﾃｲ ]

入力

ア ラーム時の最大出力電流値の入力。

→ 「エラー時の出力モード」 を参照 く だ さい。

入力可能範囲：
21...23 mA

出荷時設定：
22 mA

最小電流値設定 （343）

[MIN. ﾃﾞﾝﾘｭｳｾｯﾃｲ ]

入力

最小電流値の入力。

4.0 mA 以下の出力が適用でき ない場合、 こ のパラ メ ータで設定し ます。

オプション：
• 3.8 mA

• 4.0 mA

出荷時設定：
3.8 mA

電流値の割当て （760）

[ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾁﾜﾘｱﾃ ]

選択

レベル測定モード に関する出力信号の設定。

「LRV 設定」 （→ 98 ページ） と 「URV 設定」 （→98 ページ） を参照 く ださい。

事前設定：
• 測定モード = レベル、 レベルモード = レベル リ ニア ラ イ ズ

オプション：
• 高さ

• タ ン ク測定

出荷時設定：
タ ン ク測定

リ ニア / ス ク エアルー ト

（390）

選択

流量測定モード に関する電流信号の設定。

「LRV 設定」 （→ 99 ページ） と 「URV 設定」 （→100 ページ） を参照 く ださい。

事前設定：
• 測定モード = 流量

オプション：
• 差圧 ： 圧力信号に対し て リ ニアな電流出力

• 流量 （ス ク エアルー ト ） ： ルー ト 演算 （開平演算） された流量信号の電流出

力。 「流量 （ス ク エアルー ト ）」 の電流出力ではルー ト シンボル 「√」 が表

示されます。

出荷時設定：
流量 （ス ク エアルー ト ）

表 22：（グループ選択 →）操作メニュー → 出力 [ ĚċĠĶČĖ ]

パラメータ名 説明
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P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-095

図 44 「 ト ラ ンス ミ ッ タ イ ン フ ォ」 グループ

→ 「HART データ」 機能グループ ： 114 ページ、 表 23 を参照 く だ さい。

→ 「 ト ラ ンス ミ ッ タデータ」 機能グループ ： 116 ページ、 表 24 を参照 く だ さい。

→ 「プロセスイ ン フ ォ」 機能グループ ： 117 ページ、 表 25 を参照 く だ さい。

→ 「センサデータ」 機能グループ ： 119 ページ、 表 26 を参照 く だ さい。

表 23：（グループ選択 →）操作メニュー → トランスミッタインフォ → HART データ

パラメータ名 説明

BUS ア ド レ ス （345）

入力

HART プロ ト コルによ るデータ変換のア ド レ ス入力。

（HART 5.0 ： レ ンジ 0...15、 HART 6.0 ： レ ンジ 0...63）

出荷時設定：
0

デバイ ス タ イプ （351）

表示

デバイ ス ID の表示。 こ こ ではデルタバー S ： 23

事前設定：
• このパラ メ ータは差圧デバイ スデルタバー S のみ表示可能です。

デバイ ス タ イプ （802）

表示

デバイ ス ID の表示。 こ こ ではセ ラバー S ： 24

事前設定：
• このパラ メ ータは圧力デバイ スセ ラバー S のみ表示可能です。
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デバイ ス タ イプ （002）

表示

デバイ ス ID の表示。 こ こ ではデルタパイ ロ ッ ト  S ： 26

事前設定：
• このパラ メ ータは圧力デバイ スデルタパイ ロ ッ ト  S のみ表示可能です。

デバイ ス REV. （699）

表示

デバイ ス レ ビジ ョ ンの表示。

バース ト モード

選択

「バース ト モード」 機能の設定。

選択： 

• On

• Off

事前設定：
• デジ タル通信

バース ト オプシ ョ ン

入力

マス ターに伝送する コマン ド の設定。

事前設定：
• デジ タル通信

出荷時設定：
3 （HART コマン ド 3）

プレアンブルナンバー

（036）

入力

HART プロ ト コルのプレアンブル （序文） 番号の入力 （伝送ラ イ ンのモデムモ

ジ ュール同期化の際、 モデムモジ ュール同士が 1 ビ ッ ト を重複する可能性が

あ る少な く と も 2 バイ ト が必要）。

入力可能範囲：
2...20

出荷時設定：
5

製造者 ID （432）

[ ｾｲｿﾞｳｼｬ ID]

表示

製造者番号の表示。

こ こ には 「17 Endress+Hauser」 が入力されています。

HART メ ッ セージ （271）

入力

メ ッ セージの入力 （最大 32 文字まで入力する こ と ができ ます）。

マス ター側からの要求によ り  HART プロ ト コル経由で メ ッ セージを伝送され

ます。

出荷時設定：
_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ 

HART デー ト （481）

入力

最後に設定を行った日を入力。

出荷時設定：
DD.MM.YY （最終工場テス ト 日）

第 1 の値設定

[1st ﾊﾞﾘｭｰｾｯﾃｲ ]

表示

このパラ メ ータでは選択し た測定モード によ って下記の測定値が表示されま

す。

- 圧力測定モード ： 「圧力 [ ｱﾂﾘｮｸ ]」

- レベル測定モード、 「 リ ニア」 または 「圧力 リ ニア ラ イ ズ」

レベルタ イプ ： 「 リ ニア ラ イ ズ前のレベル [ ﾘﾆｱﾗｲｽﾞﾏｴﾉﾚﾍﾞﾙ ]」

- レベル測定モード、 レベルタ イプ 「レベル リ ニア ラ イ ズ」 ： 「タ ン ク測定 

[ ﾀﾝｸｿｸﾃｲ ]」

- 流量測定モード ： 「サプレ ッ シ ョ ンフ ロー」

→ 「第 1 の値」 を参照 く ださい。

事前設定：
デジ タル通信

第 1 の値

[1st ﾊﾞﾘｭｰ ]

表示

第 1 のプロセス値の表示

→ 「第 1 の値設定」 を参照 く ださい。

事前設定：
• デジ タル通信

表 23：（グループ選択 →）操作メニュー → トランスミッタインフォ → HART データ

パラメータ名 説明
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第 2 の値設定

[2nd ﾊﾞﾘｭｰｾｯﾃｲ ]

第 2 のプロセス値の選択。

測定モード によ って下記のプロセス値から選択でき ます。

- 圧力

- 補正圧力

- センサ圧力

- センサ温度

- PCB 温度

- サプレ ッ シ ョ ンフ ロー

- 積算計 1

- 積算計 2

- リ ニア ラ イ ズ前のレベル

- タ ン ク測定

事前設定：
• デジ タル通信

第 2 の値

[2nd ﾊﾞﾘｭｰ ]

第 2 のプロセス値の表示 → 「第 2 の値設定」 を参照 く だ さい。

事前設定：
• デジ タル通信

第 3 の値設定

[3rd ﾊﾞﾘｭｰｾｯﾃｲ ]

第 3 のプロセス値の選択 → 「第 2 の値設定」 を参照 く だ さい。

事前設定：
• デジ タル通信

第 3 の値

[3rd ﾊﾞﾘｭｰ ]

第 3 のプロセス値の表示 → 「第 2 の値設定」 を参照 く ださい。

事前設定：
• デジ タル通信

第 4 の値設定

[4th ﾊﾞﾘｭｰｾｯﾃｲ

第 4 のプロセス値の選択 → 「第 2 の値設定」 を参照 く ださい。 

事前設定：
• デジ タル通信

第 4 の値

[4th ﾊﾞﾘｭｰ ]

第 4 のプロセス値の表示 → 「第 2 の値設定」 を参照 く ださい。

事前設定：
• デジ タル通信

表 24：（グループ選択 →）操作メニュー → トランスミッタインフォ → トランスミッタデータ

パラメータ名 説明

デバイ スシ リ アル No.

（354）

表示

デバイ スのシ リ アルナンバーの表示 （11 桁の英数字）。

電子回路シ リ アル No.

（386）

[ ﾃﾞﾝｼｶｲﾛ ｼﾘｱﾙ No.]

表示

メ イ ン電子回路 （PCB） のシ リ アルナンバーの表示 （11 桁の英数字）。

ユーザー指定 TAG No.

（055）

[ ﾕｰｻﾞｰ TAG No.]

入力

TAG ナンバーの入力 （最大 8 文字まで入力可能）。

出荷時設定：
_ _ _ _ _ _ _ _ またはオーダー時の仕様

TAG No. （ロ ング） （305）

入力

TAG ナンバーの入力 （最大 32 文字まで入力可能）。

出荷時設定：
_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ 

またはオーダー時の仕様

追加イ ンフ ォ メ ーシ ョ ン

（272）

[ ﾂｲｶ ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ ]

入力

TAG の詳細入力 （最大 16 文字まで入力可能）。

出荷時設定：
_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ またはオーダー時の仕様

表 23：（グループ選択 →）操作メニュー → トランスミッタインフォ → HART データ

パラメータ名 説明
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デバイ スの型式 （350）

[ ﾃﾞﾊﾞｲｽﾉ ｶﾀｼｷ ]

表示

デバイ スの型式と オーダーコード。

ハード ウ ェ ア REV. （266）

表示

メ イ ン電子回路のレ ビジ ョ ンナンバーの表示。

例 ： V02.00

ソ フ ト ウ ェ ア Ver. （264）

表示

ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ンの表示。

例 ： V02.10

レ コーダコ ンフ ィ グレー

シ ョ ン （352）

表示

コ ンフ ィ グレーシ ョ ン回数の表示。

このカ ウ ン タはそれぞれのパラ メ ータが変更される度に増加し ます。 カ ウ ン タ

は 65536 までカ ウ ン ト される と 再び 0 から カ ウ ン ト されます。 「デ ィ スプレ

イ」 機能グループの変更ではカ ウ ン ト されません。

PCB 温度 （357）

[PCB ｵﾝﾄﾞ ]

表示

メ イ ン電子回路の測定温度の表示。

PCB 許容最小温度 （358）

[PCB MIN. ｵﾝﾄﾞ ]

表示

メ イ ン電子回路の許容最小温度の表示。

PCB 許容最大温度 （359）

[PCB MAX. ｵﾝﾄﾞ ]

表示

メ イ ン電子回路の許容最大温度の表示。

DIP ス イ ッ チステータ ス

（363）

表示

電子回路ボ ッ ク ス上の DIP ス イ ッ チ 1 のステータ ス表示。

DIP ス イ ッ チ 1 の操作によ り パラ メ ータの操作ロ ッ ク / ロ ッ ク解除が行えま

す。 操作が 「イ ンサー ト  PIN No.」 パラ メ ータによ って操作ロ ッ ク されている

場合は、 こ のパラ メ ータからのみ操作ロ ッ ク解除が行えます （→ 「イ ンサー

ト  PIN No.」 126 ページを参照 く ださい）。

→ 取扱説明書 BA270P （デルタバー S）、 BA271P （セ ラバー S）、 BA332P （デ

ルタパイ ロ ッ ト  S） の 5.9 章 「操作ロ ッ ク / ロ ッ ク解除」 を参照 く だ さい。

表示：
• On （操作ロ ッ ク）

• Off （操作ロ ッ ク解除）

出荷時設定：
Off （操作ロ ッ ク解除）

表 25：（グループ選択 →）操作メニュー → トランスミッタインフォ → プロセス接続 [ ĪĽĹĜěĜĠĝļĖ ]

パラメータ名 説明

Pmax. プロセス接続

（570）

[Pmax. ﾌﾟﾛｾｽｾﾂｿﾞｸ ]

入力

プロセス接続部の許容最大圧力の入力と 表示。

出荷時設定：
ネームプレー ト によ る （→ 取扱説明書 BA270P （デルタバー S）、 BA271P （セ

ラバー S）、 BA332P （デルタパイ ロ ッ ト  S） の 2.1.1 章 「ネームプレー ト 」 を

参照 く ださい）

プロセス接続タ イプ

（482）

[ ﾌﾟﾛｾｽｾﾂｿﾞｸﾀｲﾌﾟ ]

選択

プロセス接続タ イプの選択と 表示。

オプション：
• 使用されていません

• 不明

• 特殊

• オーバルフ ラ ンジ

• メ ネジ

• オネジ

• フ ラ ンジ

• リ モー ト シール

表 24：（グループ選択 →）操作メニュー → トランスミッタインフォ → トランスミッタデータ

パラメータ名 説明
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 接続材質 + 側 （360）

[+ ｶﾞﾜ ｻﾞｲｼﾂ ]

選択

プロセス接続 （P+） の選択と表示。

→ 「接続材質 - 側」 のパラ メ ータ詳細を参照 く だ さい。

オプション：
• 使用されていません

• 不明

• 特殊

• スチール

• SUS304

• SUS316

• ア ロ イ C

• モネル

• タ ン タル

• チタ ン

• PTFE

• SUS316L

• PVC

• イ ン コネル

• PVDF

• ECTFE

出荷時設定：
オーダー仕様によ り ます。

接続材質 - 側 （361）

[- ｶﾞﾜ ｻﾞｲｼﾂ ]

選択

プロセス接続 （P-） の選択と表示。

→ 「接続材質 + 側」 のパラ メ ータ詳細を参照 く だ さい。

事前設定：
• このパラ メ ータは差圧デバイ スデルタバー S からのみ設定が可能です。

シールタ イプ （362）

選択

プロセスシール材質の選択 と表示。

オプション：
• 使用されていません

• 不明

• 特殊

• FKM バイ ト ン

• NBR

• EPDM

• ウ レ タ ン

• IIR

• カルレ ッ ツ

• FKM バイ ト ン酸素

• CR

• MVQ

• PTFE グ ラ ス

• PTFE グ ラ フ ァ イ ト

• 酸素用 PTFE

• カ ッ パー

• 酸素用カ ッパー

出荷時設定：
オーダー仕様によ り ます。

ボル ト 材質

[ ﾎﾞﾙﾄｻﾞｲｼﾂ ]

ボル ト 材質の選択と 表示。

事前設定：
• デジ タル通信

ナッ ト 材質

[ ﾅｯﾄｻﾞｲｼﾂ ]

ナ ッ ト 材質の選択と 表示。

事前設定：
• デジ タル通信

ド レ ンベン ト 材質

[ ﾄﾞﾚﾝﾍﾞﾝﾄｻﾞｲｼﾂ ]

ベン ト バルブ材質の選択と 表示。

事前設定：
• デジ タル通信

ド レ ンベン ト ポジシ ョ ン ベン ト バルブ位置の選択と 表示。

事前設定：
• デジ タル通信

表 25：（グループ選択 →）操作メニュー → トランスミッタインフォ → プロセス接続 [ ĪĽĹĜěĜĠĝļĖ ]

パラメータ名 説明
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ねじ込み

[ ﾈｼﾞｺﾐ ]

プロセス接続 （ねじ込み） の選択 と表示。

事前設定：
• デジ タル通信

本体用ボル ト

[ ﾎﾝﾀｲﾖｳﾎﾞﾙﾄ ]

本体用ボル ト の選択と 表示。

事前設定：
• デジ タル通信

リ モー ト シール + 側

[ ﾘﾓｰﾄｼｰﾙ +]

+ （高圧） 側ダ イ ヤフ ラ ムシール接続タ イプの選択 と表示。

事前設定：
• デジ タル通信

リ モー ト シール – 側
[ ﾘﾓｰﾄｼｰﾙ –]

- （低圧） 側ダ イ ヤフ ラ ムシール接続タ イプの選択 と表示。

事前設定：
• デジ タル通信

ダ イ ヤフ ラ ム材質 + 側

[ ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑｻﾞｲｼﾂ +]

+ （高圧） 側ダ イ ヤフ ラ ムシール材質の選択と 表示。

事前設定：
• デジ タル通信

ダ イ ヤフ ラ ム材質 – 側
[ ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑｻﾞｲｼﾂ –]

- （低圧） 側ダ イ ヤフ ラ ムシール材質の選択と 表示。

事前設定：
• デジ タル通信

キ ャ ビ ラ リ ー数

[ ｷｬﾋﾟﾗﾘｰ ]

ダ イヤフ ラ ムシール数の選択と表示。

事前設定：
• デジ タル通信

封入液

[ ﾌｳﾆｭｳｴｷ ]

ダ イヤフ ラ ムシールの封入液種類の選択 と表示。

事前設定：
• デジ タル通信

表 26：（グループ選択 →）操作メニュー → トランスミッタインフォ → センサデータ
（全ての測定モード）

パラメータ名 説明

センサシ リ アル No.

（250）

表示

センサのシ リ アルナンバーの表示 （11 桁の英数字）。

センサ LO リ ミ ッ ト

（484）

表示

センサの最小測定圧力の表示。

センサ HI リ ミ ッ ト （485）

表示

センサの最大測定圧力の表示。

最小スパン （591）

[MIN. ｽﾊﾟﾝ ]

表示

許容最小スパンの表示。

センサタ イプ （581）

表示

センサタ イプの表示。

• デルタバー S = 差圧 [ ｻｱﾂ ]

• セ ラバー S （相対圧仕様） = 相対圧 [ ｿｳﾀｲｱﾂ ]

• セ ラバー S （絶対圧仕様） = 絶対圧 [ ｾﾞｯﾀｲｱﾂ ]

• デルタパイ ロ ッ ト  S = 相対圧 [ ｿｳﾀｲｱﾂ ]

Pmin センサダ メ ージ

（251）

表示

センサの許容最小圧力 （絶対圧） の表示 （真空耐久性）。

Pmax センサダ メ ージ

（252）

表示

センサの許容最大圧力 （絶対圧） の表示 （過大圧力耐久性）。

表 25：（グループ選択 →）操作メニュー → トランスミッタインフォ → プロセス接続 [ ĪĽĹĜěĜĠĝļĖ ]

パラメータ名 説明
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図 45 「プロセスイ ン フ ォ」 グループ 

→ 「プロセス値」 機能グループ、 「圧力」 測定モー ド ： 121 ページ、 表 27 を参照 く だ さい。

→ 「プロセス値」 機能グループ、 「レベル」 測定モー ド ： 121 ページ、 表 28 を参照 く だ さい。

→ 「プロセス値」 機能グループ、 「流量」 測定モー ド ： 122 ページ、 表 29 を参照 く だ さい。

→ 「ピークホールド」 機能グループ、 123 ページ、 表 30 を参照 く だ さい。

メ ンブレ ン材質 （365）

[ ﾒﾝﾌﾞﾚﾝｻﾞｲｼﾂ ]

表示

メ ンブレ ンの選択と 表示。

出荷時設定：
オーダーコード によ る。

→ 技術仕様書 TI382P （デルタバー S）、 TI383P （セ ラバー S）、 TI416P （デルタ

パイ ロ ッ ト  S） の 「オーダーコード」 の章を参照 く だ さい。

封入液 （366）

[ ﾌｳﾆｭｳｴｷ ]

表示

封入液種類の表示。

Tmin センサ （368）

表示

センサの許容最小温度の表示。

Tmax センサ （369）

表示

センサの許容最大温度の表示。

センサハード ウ ェ ア REV.

（487）

表示

センサハード ウ ェ アのレ ビジ ョ ンの表示。

例 ： 1

表 26：（グループ選択 →）操作メニュー → トランスミッタインフォ → センサデータ
（全ての測定モード）

パラメータ名 説明



セラバー S / デルタバー S / デルタパイ ロ ッ ト  S  4 ～ 20 mA HART パラ メ ータの詳細

エン ド レスハウザー ジャパン 121

表 27：（グループ選択 →）操作メニュー → プロセスインフォ → プロセス値 [ ĪĽĹĜěĨļĶċĎ ]：「圧力 [ ďĠĶČĖ ]」

パラメータ名 説明

事前設定：
測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ] = 圧力 [ ｱﾂﾘｮｸ ] （→ 45 ページ参照）

測定値 （679）

[ ｿｸﾃｲﾁ ]

測定値の表示。

「圧力」 測定モード では 「圧力 [ ｱﾂﾘｮｸ ]」 パラ メ ータ と 同じ値にな り ます。

事前設定：
• デジ タル通信

機器本体ディスプレイ：
• 機器本体デ ィ スプレ イでは 「測定値」 パラ メ ータが第 1 レベルに表示され

ます。

圧力 （301）

[ ｱﾂﾘｮｸ ]

表示

センサ再校正、 位置補正後 （ダンピングあ り ） の測定圧力値の表示。 この値は

「圧力 [ ｱﾂﾘｮｸ ]」 測定モード の 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 と 同じ値にな り ます。

P01-xMx7xxxx-05-xx-xx-xx-009

補正された圧力 （434）

[ ﾎｾｲｻﾚﾀ ｱﾂﾘｮｸ ]

表示

センサ ト リ ム、 位置補正後 （ダンピングな し） の測定圧力値の表示。 → 「圧

力」 の図を参照 く ださい。

センサ圧力 （584）

[ ｾﾝｻ ｱﾂﾘｮｸ ]

表示

センサ ト リ ム、 位置補正後 （ダンピングあ り ） の測定圧力値の表示。

→ 「圧力」 の図を参照 く だ さい。

センサ温度 （367）

[ ｾﾝｻ ｵﾝﾄﾞ ]

表示

現在のセンサ内の測定温度の表示。 こ の値はプロセス温度と 温度差があ り ま

す。

測定値 ト レ ン ド （378）

[ ｿｸﾃｲﾁ ﾄﾚﾝﾄﾞ ]

表示

圧力測定値 ト レ ン ド の表示。

操作 ： 上昇 （↑）、 下降 （↓）、 一定 （→）

表 28：（グループ選択 →）操作メニュー → プロセスインフォ → プロセス値 [ ĪĽĹĜěĨļĶċĎ ]：「レベル」

パラメータ名 説明

事前設定：
• 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ] = レベル （→ 45 ページ参照）

測定値 （679）

[ ｿｸﾃｲﾁ ]

測定値の表示。

「レベル」 測定モード の 「 リ ニア」、 「圧力 リ ニア ラ イ ズ」 では、 こ の値は 「 リ

ニア ラ イ ズ前のレベル」 パラ メ ータ と同じ値にな り ます。

「レベル」 測定モード の 「レベル リ ニア ラ イ ズ」 では、 この値は 「タ ン ク測定」

パラ メ ータ と 同じ値にな り ます。

事前設定：
• デジ タル通信

機器本体ディスプレイ：
• 機器本体デ ィ スプレ イでは 「測定値」 パラ メ ータが第 1 レベルに表示され

ます。
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圧力 （301）

[ ｱﾂﾘｮｸ ]

表示

センサ再校正、 位置補正後 （ダンピングあ り ） の測定圧力値の表示。 この値は

「圧力 [ ｱﾂﾘｮｸ ]」 測定モード の 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 と 同じ値にな り ます。

P01-xMx7xxxx-05-xx-xx-xx-010

補正された圧力 （434）

[ ﾎｾｲｻﾚﾀ ｱﾂﾘｮｸ ]

表示

センサ ト リ ム、 位置補正後 （ダンピングな し） の測定圧力値の表示。 → 「圧

力」 の図を参照 く ださい。

センサ圧力 （584）

[ ｾﾝｻ ｱﾂﾘｮｸ ]

表示

センサ ト リ ム、 位置補正後 （ダンピングあ り ） の測定圧力値の表示。 → 「圧

力」 の図を参照 く ださい。

センサ温度 （367）

[ ｾﾝｻ ｵﾝﾄﾞ ]

表示

現在のセンサ内の測定温度の表示。 こ の値はプロセス温度と 温度差があ り ま

す。

測定値 ト レ ン ド （378）

[ ｿｸﾃｲﾁ ﾄﾚﾝﾄﾞ ]

表示

圧力測定値 ト レ ン ド の表示。

操作 ： 上昇 （↑）、 下降 （↓）、 一定 （→）

リ ニア ラ イ ズ前のレベル

（050）

[ ﾘﾆｱﾗｲｽﾞﾏｴﾉ ﾚﾍﾞﾙ ]

表示

リ ニア ラ イゼーシ ョ ン前のレベル値の表示。

事前設定：
• レベルモード = リ ニア、 レベル リ ニア ラ イ ズ

「測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ]」 のパラ メ ータの設定によ り 、 このパラ メ ータは %、

またはレベルの単位で表示されます。

タ ン ク測定 （370）

[ ﾀﾝｸｿｸﾃｲ ]

表示

リ ニア ラ イゼーシ ョ ン後のレベル値の表示。

事前設定：
• レベルモード = 圧力 リ ニア ラ イ ズ [ ｱﾂﾘｮｸﾘﾆｱﾗｲｽﾞ ]、 レベル リ ニア ラ イ ズ

「測定タ イプ [ ｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ]」 のパラ メ ータの設定によ り 、 このパラ メ ータは %、

または容量や質量の単位で表示されます。 こ の値は 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 と 同じ

値にな り ます。

表 29：（グループ選択 →）操作メニュー→ プロセスインフォ→ プロセス値 [ ĪĽĹĜěĨļĶċĎ ]：「流量 [ ĶċđĶČđ ]」

パラメータ名 説明

事前設定：
• 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ] = 流量 [ ﾘｭｳﾘｮｳ ] （→ 45 ページ参照）

測定値 （679）

[ ｿｸﾃｲﾁ ]

測定値の表示。

「流量」 測定モード では 「サプレ ッ シ ョ ンフ ロー」 パラ メ ータ と 同じ値にな り

ます。

事前設定：
• デジ タル通信

機器本体ディスプレイ：
• 機器本体デ ィ スプレ イでは 「測定値」 パラ メ ータが第 1 レベルに表示され

ます。

表 28：（グループ選択 →）操作メニュー → プロセスインフォ → プロセス値 [ ĪĽĹĜěĨļĶċĎ ]：「レベル」

パラメータ名 説明
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圧力 （301）

[ ｱﾂﾘｮｸ ]

表示

センサ再校正、 位置補正後 （ダンピングあ り ） の測定圧力値の表示。 この値は

「圧力 [ ｱﾂﾘｮｸ ]」 測定モード の 「測定値 [ ｿｸﾃｲﾁ ]」 と 同じ値にな り ます。

P01-xMx7xxxx-05-xx-xx-xx-011

補正された圧力 （434）

[ ﾎｾｲｻﾚﾀ ｱﾂﾘｮｸ ]

表示

センサ ト リ ム、 位置補正後 （ダンピングな し） の測定圧力値の表示。 → 「圧

力」 の図を参照 く ださい。

センサ圧力 （584）

[ ｾﾝｻ ｱﾂﾘｮｸ ]

表示

センサ ト リ ム、 位置補正後 （ダンピングあ り ） の測定圧力値の表示。 → 「圧

力」 の図を参照 く ださい。

センサ温度 （367）

[ ｾﾝｻ ｵﾝﾄﾞ ]

表示

現在のセンサ内の測定温度の表示。 こ の値はプロセス温度と 温度差があ り ま

す。

測定値 ト レ ン ド （378）

[ ｿｸﾃｲﾁ ﾄﾚﾝﾄﾞ ]

表示

圧力測定値 ト レ ン ド の表示。

操作 ： 上昇 （↑）、 下降 （↓）、 一定 （→）

サプレ ッ シ ョ ンフ ロー

（375）

表示

現在の流量値の表示。 流量測定モード （→ 「流量測定タ イプ [ ﾌﾛｰｿｸﾃｲﾀｲﾌﾟ ]」

を参照 く だ さい） によ り 、 体積流量、 質量流量、 標準体積流量、 補正体積流量

が表示されます。

積算計 1 （652）

[ ｾｷｻﾝｹｲ 1]

表示

積算計 1 の合計流量の表示。 「積算計 1 リ セ ッ ト  [ ｾｷｻﾝｹｲ 1 ﾘｾｯﾄ ]」 パラ メ ー

タで リ セ ッ ト を行えます。「積算計 1 流量オーバー [ ｾｷｻﾝｹｲ 1 ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ ]」 パ

ラ メ ータにてオーバーフ ローを表示し ます。

例：123456789 m3 は次のよ う に表示されます。

- 積算計 1 [ ｾｷｻﾝｹｲ 1] ： 3456789 m3

- 「積算計 1 流量オーバー [ ｾｷｻﾝｹｲ 1 ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ ]」 ： 12 E7

積算計 1 流量オーバー

（655）

[ ｾｷｻﾝｹｲ 1 ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ ]

表示

積算計 1 のオーバーフ ロー値の表示。

→ 「積算計 1」 を参照 く だ さい。

積算計 2 （657）

[ ｾｷｻﾝｹｲ 2]

表示

積算計 2 の合計流量の表示。 積算計 2 の リ セ ッ ト は行えません。 「積算計 2 流

量オーバー [ ｾｷｻﾝｹｲ 2 ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ ]」 パラ メ ータにてオーバーフ ローを表示し

ます。

→ 「積算計 1」 の例を参照 く ださい。

積算計 2 流量オーバー

（658）

[ ｾｷｻﾝｹｲ 2 ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ ]

表示

積算計 2 のオーバーフ ロー値の表示。

→ 「積算計 2」、 および 「積算計 1」 の例を参照 く ださい。

表 30：（グループ選択 →）操作メニュー → プロセスインフォ → ピークホールド

パラメータ名 説明

カ ウ ン タ ： P > Pmax

（380）

表示

センサの基準レ ンジが許容値を上回った回数の表示。

リ ミ ッ ト 値はセンサ基準レ ンジの + 10 % です。 「ピーク ホール ド リ セ ッ ト 」 か

ら リ セ ッ ト する こ と ができ ます。

最大測定圧力 （383）

[MAX. ｿｸﾃｲｱﾂﾘｮｸ ]

表示

最大測定圧力値の表示。 「ピーク ホール ド リ セ ッ ト 」 から リ セ ッ ト する こ と が

でき ます。

表 29：（グループ選択 →）操作メニュー→ プロセスインフォ→ プロセス値 [ ĪĽĹĜěĨļĶċĎ ]：「流量 [ ĶċđĶČđ ]」

パラメータ名 説明



パラ メ ータの詳細 セラバー S / デルタバー S / デルタパイ ロ ッ ト  S  4 ～ 20 mA HART

124 エン ド レスハウザー ジ ャパン

カ ウ ン タ ： P < Pmin （467）

表示

センサの基準レ ンジが許容値を下回った回数の表示。

リ ミ ッ ト 値はセンサ基準レ ンジの – 10 % です。 「ピーク ホール ド リ セ ッ ト 」 か

ら リ セ ッ ト する こ と ができ ます。

最小測定圧力 （469）

[MIN. ｿｸﾃｲｱﾂﾘｮｸ ]

表示

最小測定圧力値の表示。 「ピーク ホール ド リ セ ッ ト 」 から リ セ ッ ト する こ と が

でき ます。

カ ウ ン タ ： T > Tmax

（404）

表示

センサの許容レ ンジを上回った回数の表示。 「ピーク ホール ド リ セ ッ ト 」 から

リ セ ッ ト する こ と ができ ます。

最大測定温度 （471）

[MAX. ｿｸﾃｲｵﾝﾄﾞ ]

表示

センサ内の最大測定温度値の表示。 「ピーク ホール ド リ セ ッ ト 」 から リ セ ッ ト

する こ と ができ ます。

カ ウ ン タ ： T < Tmin

（472）

表示

センサの許容レ ンジを下回った回数の表示。 「ピーク ホール ド リ セ ッ ト 」 から

リ セ ッ ト する こ と ができ ます。

最小測定温度 （474）

[MIN. ｿｸﾃｲｵﾝﾄﾞ ]

表示

センサ内の最小測定温度値の表示。 「ピーク ホール ド リ セ ッ ト 」 から リ セ ッ ト

する こ と ができ ます。

PCB カ ウ ン タ ： T > Tmax

（488）

表示

メ イ ン電子回路 （PCB） 内の測定温度が許容値を上回った回数の表示。

PCB 最大温度 （490）

[PCB MAX. ｵﾝﾄﾞ ]

表示

メ イ ン電子回路 （PCB） 内の最大測定温度値の表示。

PCB カ ウ ン タ ： T < Tmin

（492）

表示

メ イ ン電子回路 （PCB） 内の測定温度が許容値を下回った回数の表示。

PCB 最小温度 （494）

[PCB MIN. ｵﾝﾄﾞ ]

表示

メ イ ン電子回路 （PCB） 内の最小測定温度値の表示。

ピーク ホール ド リ セ ッ ト

（382）

選択

ピーク ホール ド のパラ メ ータ全ての リ セ ッ ト が可能。 Enter キーにて リ セ ッ ト

するパラ メ ータ を選択する と、 工場設定に リ セ ッ ト されます。

オプション：
• な し

• 最大圧力 [MAX. ｱﾂﾘｮｸ ]

• 最小圧力 [MIN. ｱﾂﾘｮｸ ]

• Pmax 履歴 [Pmax ﾘﾚｷ ]

• Pmin 履歴 [Pmin ﾘﾚｷ ]

• 最大温度 [MAX. ｵﾝﾄﾞ ]

• 最小温度 [MIN. ｵﾝﾄﾞ ]

• Tmax 履歴 [Tmax ﾘﾚｷ ]

• Tmin 履歴 [Tmin ﾘﾚｷ ]

• リ セ ッ ト オール

出荷時設定：
な し

表 30：（グループ選択 →）操作メニュー → プロセスインフォ → ピークホールド

パラメータ名 説明
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図 46 「操作」 と 「自己診断」 グループ

→ 「操作」 機能グループ ： 125 ページ、 表 31 を参照 く だ さい。

→ 「シ ミ ュ レーシ ョ ン」 機能グループ ： 127 ページ、 表 32 を参照 く だ さい。

→ 「メ ッ セージ」 機能グループ ： 128 ページ、 表 33 を参照 く だ さい。

→ 「ユーザーリ ミ ッ ト 」 機能グループ ： 130 ページ、 表 34 を参照 く だ さい。

表 31：（グループ選択 →）操作メニュー → 操作

パラメータ名 説明

リ セ ッ ト コード入力

（047）

[ ﾘｾｯﾄｺｰﾄﾞ ﾆｭｳﾘｮｸ ]

入力

パラ メ ータの完全 リ セ ッ ト 、 または部分的な工場設定への リ セ ッ ト 。

→ 取扱説明書 BA270P （デルタバー S）、 BA271P （セ ラバー S）、 BA332P （デ

ルタパイ ロ ッ ト  S） の 5.10 章 「工場設定 （ リ セ ッ ト ）」 を参照 く ださい。

出荷時設定：
0

稼動時間 （409）

[ ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼﾞｶﾝ ]

表示

デバイ スの運転時間の表示。 こ のパラ メ ータは リ セ ッ ト でき ません。
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イ ンサー ト  PIN No. （048）

入力

本体の操作ロ ッ ク / ロ ッ ク解除のコード入力用。

! 注意 ! 

• 機器本体デ ィ スプレ イに表示される  カギ印は操作がロ ッ ク されている こ

と を示し ています。 表示に関係するパラ メ ータ （「言語」、 「デ ィ スプレ イ コ

ン ト ラ ス ト 」） は変更可能です。

• DIP ス イ ッ チで操作がロ ッ ク される と DIP ス イ ッ チ以外でロ ッ ク の解除はで

き ません。 機器本体デ ィ スプレ イ または FieldCare 等の リ モー ト 操作から操

作ロ ッ ク し た場合は、 デ ィ スプレ イ または リ モー ト 操作から操作ロ ッ ク解

除が行えます。

→ 取扱説明書 BA270P （デルタバー S）、 BA271P （セ ラバー S）、 BA332P （デ

ルタパイ ロ ッ ト  S） の 5.9 章 「操作ロ ッ ク / ロ ッ ク解除」 を参照 く ださい。

オプション：
• 操作ロ ッ ク ： 0...9999 （≠100） を入力し て く ださい。

• 操作ロ ッ ク解除 ： 100 を入力し て く ださ い。

出荷時設定：
100

HistoROM 利用可能

（831）

[HistoROM ﾘﾖｳｶﾉｳ ]

表示

オプシ ョ ンの HistoROM®/M-DAT メ モ リ モジ ュールが電子回路ボ ッ ク スに接

続されているかを表示し ます。

→ 取扱説明書 BA270P （デルタバー S）、 BA271P （セ ラバー S）、 BA332P （デ

ルタパイ ロ ッ ト  S） の 5.5 章 「HistoROM®/M-DAT （オプシ ョ ン）」 を参照 く だ

さい。

オプション：
• Yes （HistoROM®/M-DAT が電子回路ボ ッ ク スに接続されています）

• No （HistoROM®/M-DAT が電子回路ボ ッ ク スに接続されていません）

ダウ ン ロード選択 （014）

[ ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ ｾﾝﾀｸ ]

オプシ ョ ン

HistoROM からデバイ スへのダウ ン ロード機能の選択。 この選択は、 デバイ ス

から HistoROM へのア ッ プロード には影響し ません。

事前設定：
• HistoROM®/M-DAT を電子回路ボ ッ ク スに接続し て く ださい。

（HistoROM 利用可能 [HistoROM ﾘﾖｳｶﾉｳ ] = Yes）

オプション：
• 設定データのコ ピー ： こ のオプシ ョ ンでは 「デバイ スシ リ アル No.」、 「デバ

イ スの型式」、 「ユーザー指定 TAG No.」、 「TAG No. （ロ ング）」、 「追加イ ン

フ ォ メ ーシ ョ ン」、 「BUS ア ド レ ス」、 および 「位置補正」、 「プロセス接続」

グループのパラ メ ータ以外は全て上書き されます。

• デバイ ス交換 ： こ のオプシ ョ ンでは 「デバイ スシ リ アル No.」、 「デバイ スの

型式」、 および 「位置補正」、 「プロセス接続」 グループのパラ メ ータ以外は

全て上書き されます。

• 電子回路ボ ッ ク ス交換 ： このオプシ ョ ンでは 「位置補正」 グループのパラ

メ ータ以外は全て上書き されます。

出荷時設定：
設定データのコ ピー （HistoROM®/M-DAT が電子回路ボ ッ ク スに接続し ている

場合）

HistoROM コ ン ト ロール

（832）

選択

データのコ ピー方向を選択し ます。

→ 取扱説明書 BA270P （デルタバー S）、 BA271P （セ ラバー S）、 BA332P （デ

ルタパイ ロ ッ ト  S） の 5.5 章 「HistoROM®/M-DAT （オプシ ョ ン）」 を参照 く だ

さい。

事前設定：
• HistoROM®/M-DAT を電子回路ボ ッ ク スに接続し て く ださい。

（HistoROM 利用可能 [HistoROM ﾘﾖｳｶﾉｳ ] = Yes）

オプション：
• アボー ト

• HistoROM → デバイ ス

• デバイ ス → HistoROM

出荷時設定：
アボー ト （HistoROM®/M-DAT が電子回路ボ ッ ク スに接続し ている場合）

表 31：（グループ選択 →）操作メニュー → 操作

パラメータ名 説明
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表 32：（グループ選択 →）操作メニュー → 自己診断 [ ĚļĘĚĻĞļĻ ]→ シミュレーション

パラメータ名 説明

シ ミ ュ レーシ ョ ンモード

（413）

選択

シ ミ ュ レーシ ョ ンの起動と シ ミ ュ レーシ ョ ン タ イプの選択。

「測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ]」 や 「レベルタ イプ」 が変更される と シ ミ ュ レーシ ョ

ンは終了し ます。

オプション ：

• な し

• 圧力 [ ｱﾂﾘｮｸ ] → 「シ ミ ュ レーシ ョ ン圧力」 パラ メ ータの詳細を参照 く ださ

い。

• 流量 [ ﾘｭｳﾘｮｵｳ ] （差圧デバイ スのみ可能） → 「SIM. 流量値 [SIM. 

ﾌﾛｰﾊﾞﾘｭｰ ]」 パラ メ ータの詳細を参照 く ださい。

• レベル → 「SIM. レベル」 パラ メ ータの詳細を参照 く だ さい。

• タ ン ク レベル → 「SIM. タ ン ク測定 [SIM. ﾀﾝｸｿｸﾃｲ ]」 パラ メ ータの詳細を参

照 く だ さい。

• 電流 [ ﾃﾞﾝﾘｭｳ ] → 「SIM. 電流 [SIM. ﾃﾞﾝﾘｭｳ ]」 の詳細を参照 く ださい。

• 異常 （A） / 警告 （W） [ ｲｼﾞｮｳ / ｹｲｺｸ ] → 「SIM. エラー No.」 の詳細を参照 く

ださい。

P01-xMx7xxxx-05-xx-xx-xx-012

出荷時設定：
な し

シ ミ ュ レーシ ョ ン圧力

（414）

[SIM. ｱﾂﾘｮｸ ]

入力

シ ミ ュ レーシ ョ ン値の入力。

→ 「シ ミ ュ レーシ ョ ンモード」 を参照 く ださい。

事前設定：
• シ ミ ュ レーシ ョ ンモード = 圧力 [ ｱﾂﾘｮｸ ]

出荷時設定：
現在の圧力測定値

SIM. 流量値 （639）

[SIM. ﾌﾛｰﾊﾞﾘｭｰ ]

入力

シ ミ ュ レーシ ョ ン値の入力。

→ 「シ ミ ュ レーシ ョ ンモード」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ] = 圧力 [ ｱﾂﾘｮｸ ]、 シ ミ ュ レーシ ョ ンモード = 流量 

[ ﾘｭｳﾘｮｳ ]

• 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ] = 流量 [ ﾘｭｳﾘｮｳ ]、 シ ミ ュ レーシ ョ ンモード = 流量 

[ ﾘｭｳﾘｮｳ ]

SIM. レベル （714）

入力

シ ミ ュ レーシ ョ ン値の入力。

→ 「シ ミ ュ レーシ ョ ンモード」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ] = レベル、 シ ミ ュ レーシ ョ ンモード = レベル

SIM. タ ン ク測定 （715）

[SIM. ﾀﾝｸｿｸﾃｲ ]

入力

シ ミ ュ レーシ ョ ン値の入力。

→ 「シ ミ ュ レーシ ョ ンモード」 を参照 く ださい。

事前設定：
• 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ] = レベル、 レベルモード = 圧力 リ ニア ラ イ ズ 

[ ｱﾂﾘｮｸﾘﾆｱﾗｲｽﾞ ]、 シ ミ ュ レーシ ョ ンモード = タ ン ク測定 [ ﾀﾝｸｿｸﾃｲ ]

• 測定モード [ ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ ] = レベル、 レベルモード = レベル リ ニア ラ イ ズ、 シ

ミ ュ レーシ ョ ンモード = タ ン ク測定 [ ﾀﾝｸｿｸﾃｲ ]

SIM. 電流 （270）

[SIM. ﾃﾞﾝﾘｭｳ ]

入力

シ ミ ュ レーシ ョ ン値の入力。

→ 「シ ミ ュ レーシ ョ ンモード」 を参照 く ださい。

事前設定：
• シ ミ ュ レーシ ョ ンモード = 電流 [ ﾃﾞﾝﾘｭｳ ]

出荷時設定：
現在の電流値
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SIM. エラー No. （476）

入力

シ ミ ュ レーシ ョ ン用の値、 エラーコード の入力。

→ 「シ ミ ュ レーシ ョ ンモード」 を参照 く ださい。

→ 取扱説明書、 8.1 章 「 メ ッ セージ」 の表中 「コード」 の列を参照 く ださい。

事前設定：
• シ ミ ュ レーシ ョ ンモード = 異常 （A） / 警告 （W） [ ｲｼﾞｮｳ / ｹｲｺｸ ]

出荷時設定：
613 （シ ミ ュ レーシ ョ ン中）

表 33：（グループ選択 →）操作メニュー → 自己診断 [ ĚļĘĚĻĞļĻ ]→ メッセージ

パラメータ名 説明

ア ラーム ステータ ス

（046）

表示

現在のエラー メ ッ セージの表示。 → 取扱説明書、 8.1 章 「 メ ッ セージ」 と 8.3 

章 「 メ ッ セージ確認」 を参照 く ださい。

機器本体ディスプレイ
• 測定値表示は最優先の メ ッ セージを表示し ます。

• 「ア ラーム ステータ ス」 パラ メ ータでは優先度順に全ての メ ッ セージが表示

されます。 O キー、 S キーで全ての メ ッ セージを ス ク ロール表示でき ます。

遠隔操作 ： 最も重要なエラーのみが表示されます。

操作プログラム
• 「ステータ ス」 フ ィ ール ド と 「ア ラーム ステータ ス」 パラ メ ータでは最も優

先度が高い メ ッ セージが表示されます。

前回のエラーコード

（564）

[ ｾﾞﾝｶｲﾉ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ ]

表示

これまでに発生し、 解除された前回のエラー メ ッ セージの表示。

! 注意 ! 

• 機器本体デ ィ スプレ イ ： O キー、 S キーで過去 15 件のエラー メ ッ セージを

ス ク ロールする こ と ができ ます。

• デジ タル通信 ： 前回のエラー メ ッ セージが表示されます。

• 前回のエラーコード の メ ッ セージ リ ス ト は 「 リ セ ッ ト  オール ア ラーム」 か

ら消去 （ リ セ ッ ト ） する こ と ができ ます。

ア ラーム確認モード

（401）

[ ｱﾗｰﾑ ｶｸﾆﾝ ﾓｰﾄﾞ ]

選択

ア ラーム確認モード の設定。

→ 「ア ラームの確認」 を参照 く だ さい。

オプション：
• On

• Off

出荷時設定：
Off

ア ラームの確認 （500）

[ ｱﾗｰﾑﾉ ｶｸﾆﾝ ]

選択

ア ラームの確認。

事前設定：
• ア ラーム確認モード = On

オプション：
• アボー ト

• 確定 [ ｶｸﾃｲ ]

「ア ラームの確認」 パラ メ ータから ア ラームの確認をする際は、 そのア ラーム

が事前に解除されている必要があ り ます。 またア ラーム解除後、 「ア ラーム表

示時間」 （→ 129 ページ） が経過し た後、 測定を再び開始し ます。

→ 取扱説明書、 8.3 章 「 メ ッ セージ確認」 を参照 く だ さい。

出荷時設定：
アボー ト

表 32：（グループ選択 →）操作メニュー → 自己診断 [ ĚļĘĚĻĞļĻ ]→ シミュレーション

パラメータ名 説明
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リ セ ッ ト  オール ア ラーム

（603）

選択

このパラ メ ータから、 「前回のエラーコード」 パラ メ ータの メ ッ セージを全て

リ セ ッ ト し ます。

オプション：
• アボー ト

• 確定 [ ｶｸﾃｲ ]

出荷時設定：
アボー ト

エラー No.

入力

「エラー （E）」 の メ ッ セージ タ イプについては、 異常 （A）、 または警告 （W）

メ ッ セージに変更する こ と ができ ます。 こ のパラ メ ータに該当する メ ッ セージ 

No. を入力し て く だ さい。 → 「ア ラーム タ イプ選択」 を参照 く ださい。

→ 取扱説明書、 8.1 章 「 メ ッ セージ」 と 8.2 章 「エラー時の出力」 も同様に参

照 く ださい。

事前設定：
• デジ タル通信

ア ラーム タ イプ選択

[ ｱﾗｰﾑﾀｲﾌﾟ ｾﾝﾀｸ ]

（595） – 入力

（600） – 選択

「エラー （E）」 の メ ッ セージ タ イプについては、 異常 （A）、 または警告 （W）

メ ッ セージに変更する こ と ができ ます。 こ のパラ メ ータに該当する メ ッ セージ 

No. を入力し て く だ さい。 → 「エラー No.」 を参照 く ださ い。

→ 取扱説明書、 8.2 章 「エラー時の出力」 も同様に参照 く だ さい。

オプション ：

• 異常 （A） ： 出力は規定された値へ

• 警告 （W） ： デバイ スは測定を継続

機器本体ディスプレイ：

1. 「エラー No.」 フ ィ ール ドへ該当するエラー No. を入力し ます。

2. 「異常 （A）」 または 「警告 （W）」 を選択し ます。

デジタル通信：

1. 「エラー No.」 パラ メ ータへ該当するエラー No. を入力し ます。

2. 「ア ラーム タ イプ選択」 から 「異常 （A）」 または 「警告 （W）」 を選択し ま

す。

ア ラーム遅延設定 （336）

[ ｱﾗｰﾑ ﾁｴﾝｾｯﾃｲ ]

入力

ア ラームの応答時間の入力。

! 注意 ! 

ア ラーム遅延中に解除されたア ラームは表示されません。

入力可能範囲：
0...100 s

出荷時設定：
0.0 s

ア ラーム表示時間 （480）

[ ｱﾗｰﾑ ﾋｮｳｼﾞｼﾞｶﾝ ]

入力

ア ラームの表示時間の入力。 エラー状態が解除されて もエラー表示時間中は継

続表示されます。

! 注意 ! 

「ア ラーム確認モード」 = On に設定し た場合、 下記の様に設定されます。

ア ラームが表示され、 表示時間が経過すれば、 表示後にア ラームを確認し て

メ ッ セージを ク リ アでき ます。

→ 取扱説明書、 8.3 章 「 メ ッ セージ確認」 を参照 く だ さい。

入力可能範囲：
0...999.9 s

出荷時設定：
0.0 s

表 33：（グループ選択 →）操作メニュー → 自己診断 [ ĚļĘĚĻĞļĻ ]→ メッセージ

パラメータ名 説明
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P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-144

図 47 「システム 2」 グループ

表 34：（グループ選択 →）操作メニュー → 自己診断 [ ĚļĘĚĻĞļĻ ]→ ユーザーリミット

パラメータ名 説明

Pmin ア ラーム ウ ィ ン ド ウ

（332）

入力

プロセスモニ ターのユーザー指定－許容最小圧力値の入力。

圧力が設定値以下になった場合、 「ア ラーム タ イプ選択」 パラ メ ータで選択し

た応答を設定でき ます。

→ 取扱説明書、 8.1 章 「 メ ッ セージ」 の E730 と  8.2 章 「エラー時の出力」 を

参照 く ださ い。

出荷時設定：
センサ測定下限値 × 1.1

（→ センサ測定下限値に関し ては 「センサ LO リ ミ ッ ト 」 を参照 く ださい）

Pmax ア ラーム ウ ィ ン ド ウ

（333）

入力

プロセスモニ ターのユーザー指定－許容最大圧力値の入力。

圧力が設定値以上になった場合、 「ア ラーム タ イプ選択」 パラ メ ータで選択し

た応答を設定でき ます。

→ 取扱説明書、 8.1 章 「 メ ッ セージ」 の E731 と  8.2 章 「エラー時の出力」 を

参照 く ださ い。

出荷時設定：
センサ測定上限値 × 1.1

（→ センサ測定上限値に関し ては 「センサ HI リ ミ ッ ト 」 を参照 く ださい）

Tmin ア ラーム ウ ィ ン ド ウ

（334）

入力

プロセスモニ ターのユーザー指定－許容最小温度値の入力。

温度が設定値以下になった場合、 「ア ラーム タ イプ選択」 パラ メ ータで選択し

た応答を設定でき ます。

→ 取扱説明書、 8.1 章 「 メ ッ セージ」 の E732 と  8.2 章 「エラー時の出力」 を

参照 く ださ い。

出荷時設定：
センサ測定温度下限値 – 10 K 

（→ センサ測定温度下限値に関し ては 「Tmin センサ」 を参照 く だ さい）

Tmax ア ラーム ウ ィ ン ド ウ

（335）

入力

プロセスモニ ターのユーザー指定－許容最大温度値の入力。

温度が設定値以上になった場合、 「ア ラーム タ イプ選択」 パラ メ ータで選択し

た応答を設定でき ます。

→ 取扱説明書、 8.1 章 「 メ ッ セージ」 の E733 と  8.2 章 「エラー時の出力」 を

参照 く ださ い。

出荷時設定：
センサ測定温度上限値 +10 K 

（→ センサ測定温度上限値に関し ては 「Tmax センサ」 を参照 く だ さい）
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表 35：（グループ選択 →）操作メニュー → サービス → システム 2

パラメータ名 詳細

電流 ト リ ム 4mA （045）

[ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾄﾘﾑ 4mA]

入力

電流値 ト リ ム ラ イ ンの低側ポ イ ン ト （4 mA） の電流値を入力。

このパラ メ ータ と 「電流 ト リ ム 20mA」 によ り 電流値を伝送条件に合わせる こ

と が可能です。

以下の手順で低側ポ イ ン ト の電流 ト リ ムを行います。

1. 「シ ミ ュ レーシ ョ ン」 グループの選択。

（ メ ニューパス ： （グループセレ ク シ ョ ン） → オペレーテ ィ ング メ ニュー

→ 自己診断 [ ｼﾞｺｼﾝﾀﾞﾝ ]→ シ ミ ュ レーシ ョ ン）

2. 「シ ミ ュ レーシ ョ ン」 パラ メ ータで 「電流 [ ﾃﾞﾝﾘｭｳ ]」 オプシ ョ ンを選択し

ます。

3. 「SIM. 電流 [SIM. ﾃﾞﾝﾘｭｳ ]」 パラ メ ータに 「4 mA」 を入力し ます。

4. 「システム 2」 グループの選択。

（ メ ニューパス ： （グループセレ ク シ ョ ン） → オペレーテ ィ ング メ ニュー

→ サービ ス）

5. 「電流 ト リ ム 4mA [ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾄﾘﾑ 4mA]」 パラ メ ータ用に変換機で測定し た電

流値を入力し ます。

入力可能範囲：
電流測定値 ± 0.2 mA 

出荷時設定：
4 mA

電流 ト リ ム 20mA （042）

[ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾄﾘﾑ 20mA

入力

電流値 ト リ ム ラ イ ンの高側ポ イ ン ト （20 mA） の電流値を入力。

このパラ メ ータ と 「電流 ト リ ム 4mA」 によ り 電流値を伝送条件に合わせる こ

と が可能です。

以下の手順で高側ポ イ ン ト の電流 ト リ ムを行います。

1. 「シ ミ ュ レーシ ョ ン」 グループの選択。

（ メ ニューパス ： （グループセレ ク シ ョ ン） → オペレーテ ィ ング メ ニュー

→ 自己診断 [ ｼﾞｺｼﾝﾀﾞﾝ ]→ シ ミ ュ レーシ ョ ン）

2. 「シ ミ ュ レーシ ョ ン」 パラ メ ータで 「電流 [ ﾃﾞﾝﾘｭｳ ]」 オプシ ョ ンを選択し

ます。

3. 「SIM. 電流 [SIM. ﾃﾞﾝﾘｭｳ ]」 パラ メ ータに 「20 mA」 を入力し ます。

4. 「システム 2」 グループの選択。

（ メ ニューパス ： （グループセレ ク シ ョ ン） → オペレーテ ィ ング メ ニュー

→ サービ ス）

5. 「電流 ト リ ム 20mA [ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾄﾘﾑ 20mA]」 パラ メ ータ用に変換機で測定し た

電流値を入力し ます。

入力可能範囲：
電流測定値 ± 0.2 mA

出荷時設定：
20 mA

オフセ ッ ト  4mA ト リ ム

（043） ]

表示

4 mA と 「電流 ト リ ム 4mA [ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾄﾘﾑ 4mA]」 パラ メ ータに入力された値と の

差を表示し ます。

出荷時設定：
0 

オフセ ッ ト  20mA ト リ ム

（044）

表示

20 mA と 「電流 ト リ ム 20mA [ ﾃﾞﾝﾘｭｳﾄﾘﾑ 20mA]」 パラ メ ータに入力された値と

の差を表示し ます。

出荷時設定：
0 
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8 ト ラ ブルシュ ーティ ング

8.1 メ ッ セージ

以下の表には表示される メ ッ セージがすべて列挙されています。
デバイ スはエラータ イプであ る 「ア ラーム」、「警告」、「エラー」 を区別し ます。 デバイ スがエラー
メ ッ セージに対し て 「ア ラーム」、 も し く は 「警告」 と反応する よ う に、指定する こ と ができ ます。
→ 「エラータ イプ /NA64」 の列 と 「エラー No.」 のパラ メ ータ詳細、 「ア ラーム タ イプ選択」 （→
129 ページ） を参照 く ださい。

また、 「エラータ イプ /NA64」 の欄では NAMUR 推奨事項 NA64 にし たがい、 メ ッ セージを分類し
ています。
• 故障 ： 「B」 で表記
• 要 メ ンテナン ス ： 「C」 で表記 （確認要求）
• 機能確認 ： 「I」 で表記 （動作中）

機器本体デ ィ スプレ イのエラー メ ッ セージ ：
• 測定値表示は最優先の メ ッ セージを表示し ます。 → 「優先度」 の欄を参照し て く ださい。
• 「ア ラーム ステータ ス」 （→  128 ページ） パラ メ ータでは現在発生し ている ア ラームを優先度順

に全て表示し ます。 O キー、 S キーによ り ス ク ロールし、 存在する全 メ ッ セージを閲覧する こ
と ができ ます。

デジ タル通信によ る メ ッ セージ表示 ：
• 「ア ラーム ステータ ス」 （→  128 ページ）） パラ メ ータでは最も優先度が高い メ ッ セージが表示

されます。 → 「優先度」 の欄を参照し て く ださ い。

! 注意 ! 
• 本デバイ スが初期化中に機器本体デ ィ スプレ イの異常を検出し た場合、 特殊なエラー メ ッ セー

ジが表示されます。 → このエラー メ ッ セージについては、 139 ページ、 セ ク シ ョ ン 8.1.1 「機
器本体デ ィ スプレ イのエラー メ ッ セージ」 を参照し て く ださ い。

• サポー ト 、 詳細情報については弊社のサービ ス までご連絡 く ださ い。
• → 8.4、 8.5、 8.6 節も参照し て く ださい。

コード エラータイ
プ /NA64

メッセージ / 内容 原因 手段 優先度

101 

（A101）

ア ラーム

B

B> センサ電子コ ンポーネン ト

の EEPROM エラー

- 電磁効果がテ ク ニカルデータの

仕様を上回っています → 技術

仕様書 TI382P （デルタバー S）、

TI383P （セ ラバー S）、 TI416P

（デルタパイ ロ ッ ト  S） を参照 く

ださ い。 通常、 こ の メ ッ セージ

の表示は短時間と な り ます。

- 数分間、 お待ち下さい。

- デバイ ス を再起動し て く だ さ

い。 リ セ ッ ト （コード 62） し て

く ださい。

- 電磁効果を遮断するか、 障害源

を除去し て く ださい。

17

- センサの不具合 - センサを交換し て く ださい。

102 

（W102）

警告

C

C>EEPROM のチェ ッ ク サムエ

ラー ： ピーク ホール ド部分

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不

具合。 ピーク ホール ド表示器の

機能が必要でない限 り 、 測定精

度に影響はあ り ません。

- メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

53

106 

（W106）

警告

C

C> ダウ ン ロード中 - お待ち

く ださい。

- ダウ ン ロード - ダウ ン ロード が完了する までお

待ち く ださい。

52

110 

（A110）

ア ラーム

B

B>EEPROM のチェ ッ クサムエ

ラー ： 設定部分

- 書込み中に電源が切断されま し

た。

- 供給電圧を再接続し て く だ さ

い。 必要に応じ て リ セ ッ ト

（コード 7864） し て く ださい。 

再度、 校正を行って く ださい。

6

- 電磁効果がテ ク ニカルデータの

仕様を上回っています → 技術

仕様書 TI382P （デルタバー S）、

TI383P （セ ラバー S）、 TI416P

（デルタパイ ロ ッ ト  S） を参照 く

ださ い。

- 電磁効果を遮断するか、 障害源

を除去し て く ださい。

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不

具合

- メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

113 

（A113）

ア ラーム

B

B>ROM デバイ ス電子コ ン

ポーネン ト の不具合

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不

具合

- メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

1
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115 

（E115）

エラー

B

出荷時設

定 ： 警告

B> センサ過圧 - 過圧が存在し ます。 - メ ッ セージが消え る まで圧力を

低下させて く ださい。

29

- センサの不具合 - センサを交換し て く ださい。

116 

（W116）

警告

C

C> ダウ ン ロード エラー、 ダ

ウ ン ロード を継続

- フ ァ イルに不具合があ り ます。 - 別のフ ァ イルを使用し て く ださ

い。

36

- ダウ ン ロード中、 例えばケーブ

ル接続部の開状態、 供給電圧の

スパイ ク （ リ ッ プル）、 電磁効

果などによ り データがプロセ ッ

サに正し く 送信されません。

- PC- デバイ ス間のケーブル接続

を確認し て く ださい。

- 電磁効果を遮断するか、 障害源

を除去し て く ださい。

- リ セ ッ ト （コード 7864） し再校

正し て く ださい。

- ダウ ン ロード を続けて く だ さ

い。

120 

（E120）

エラー

B

出荷時設

定 ： 警告

B> センサ圧低 - 超低圧 - メ ッ セージが消え る まで圧力を

上昇させて く ださい。

30

- センサの不具合 - センサを交換し て く ださい。

121 

（A121）

ア ラーム

B

B>EEPROM チェ ッ ク サムエ

ラー ： 工場

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不

具合

- メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

5

122 

（A122）

ア ラーム

B

B> センサ未接続 - センサ と メ イ ン電子コ ンポーネ

ン ト 間のケーブルが切断

- 必要に応じ て、 ケーブル接続を

確認し、 修理し て く ださい。

13

- 電磁効果がテ ク ニカルデータの

仕様を上回っています →→ 技

術仕様書 TI382P （デルタバー 

S）、 TI383P （セ ラバー S）、

TI416P （デルタパイ ロ ッ ト  S）

を参照 く だ さい。

- 電磁効果を遮断するか、 障害源

を除去し て く ださい。

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不

具合

- メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

- センサの不具合 - センサを交換し て く ださい。

130 

（A130）

ア ラーム

B

B>EEPROM の不具合。 - メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不

具合

- メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

10

131 

（A131）

ア ラーム

B

B>EEPROM のチェ ッ クサムエ

ラー ： 最小 / 最大部分

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不

具合

- メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

9

132 

（A132）

ア ラーム

B

B>EEPROM 積算計チェ ッ ク サ

ムエラー

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不

具合

- メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

7

133 

（A133）

ア ラーム

B

B>EEPROM 履歴チェ ッ クサム

エラー

- 書込み中にエラーが発生し ま し

た。

- リ セ ッ ト （コード 7864） し再校

正し て く ださい。

8

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不

具合

- 電子コ ンポーネン ト を交換し て

く ださい。

602 

（W602）

警告

C

C> リ ニア ラ イ ズ曲線が単調

ではあ り ません。

- リ ニア ラ イ ズテーブルが単調な

増減を し ていません。

- リ ニア ラ イ ズテーブルに追加す

るか、 再度、 リ ニア ラ イ ズを

行って く ださい。

57

コード エラータイ
プ /NA64

メッセージ / 内容 原因 手段 優先度
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604 

（W604）

警告

C

C> リ ニア ラ イ ズが無効です。 

2 ポ イ ン ト 未満か、 ポ イ ン ト

が近接しすぎています。

- リ ニア ラ イ ズテーブルの構成ポ

イ ン ト が 1 点しかあ り ません。

- リ ニア ラ イ ズテーブルにポ イ ン

ト を追加し ます。 必要に応じ て、

も う 一度 リ ニア ラ イ ズを行って

く ださい。

58

- リ ニア ラ イ ズテーブルの少な く

と も 2 点が近接しすぎていま

す。 最低でも 2 点間の距離の 0.5

％を保たなければな り ません。

「圧力 リ ニア ラ イ ズ」 オプシ ョ

ンの範囲 ： 「最大静圧」、 「最小

静圧」、 「最大タ ン ク測定」、 「最

小タ ン ク測定」。

「圧力 リ ニア ラ イ ズ」 オプシ ョ

ンの範囲 ： 「最大レベル」、 「最

小レベル」、 「最大タ ン ク測定」、

「最小タ ン ク測定」

- リ ニア ラ イ ズテーブルを修正

し、 再度入力し ます。

613 

（W613）

警告

I

I> シ ュ ミ レーシ ョ ンがア ク

テ ィ ブ状態です。

- シ ミ ュ レーシ ョ ンがオンになっ

ています。 例 ： デバイ スが測定

中ではない。

- シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て

く ださい。

60

620 

（E620）

エラー

C

出荷時設

定 ： 警告

C> 電流出力が範囲外です。 電流が 3.8 ～ 20.5mA の許容範囲

を越えています。

- 印加されている圧力が設定され

ている測定範囲を越えています 

（ただし、 センサの範囲内）。

- 印加されている圧力を確認し、

必要に応じ て測定レ ンジを再設

定し て く ださい （→ 取扱説明書 

4 ～ 6 章を参照 く だ さい）。

- リ セ ッ ト （コード 7864） し再校

正し て く ださい。

49

- センサーケーブルの接続が弛ん

でいる

- 少し待ってから接続を きつ く す

るか、 弛みを防止し て く だ さ

い。

700 

（W700）

警告

C

C> 最新の設定が保存されて

いません。

- 設定データの書込み、 読み取 り

の際にエラーが発生し たか、 電

源が切断されています。

- リ セ ッ ト （コード 7864） し再校

正し て く ださい。

54

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不

具合

- メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

701 

（W701）

警告

C

C> 測定連鎖設定がセンサー

範囲を越えています。

- 校正の実施によ り センサーの公

称動作範囲を超過するか、 こ の

範囲に及びません。

- 再度、 校正を行って く ださい。 50

702 

（W702）

警告

C

C>HistoROM データが一致し

ません。

- データが HistroM に正し く 書き

込まれていません。 例 ： 書き込

みの際、 HistROM を取 り 外し

た。

- ア ッ プロード を続けて く だ さ

い。

- リ セ ッ ト （コード 7864） し再校

正し て く ださい。

55

- HistROM にデータがあ り ませ

ん。

- 正しいデータ を HistROM へコ

ピーし て く だ さい （→ 取扱説

明書 BA270P （デルタバー S）、

BA271P （セ ラバー S）、 BA332P

（デルタパイ ロ ッ ト  S） の 5.5.1 

章 「設定データのコ ピー」 を参

照 く だ さい。）

703 

（A703）

ア ラーム

B

B> 測定エラー - メ イ ン電子コ ンポーネン ト の欠

陥

- 短時間、 本デバイ スの電源を切

断し て く ださい。

22

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不

具合

- メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

704 

（A704）

ア ラーム

B

B> 測定エラー - メ イ ン電子コ ンポーネン ト の欠

陥

- 短時間、 本デバイ スの電源を切

断し て く ださい。

12

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不

具合

- メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

705 

（A705）

ア ラーム

B

B> 測定エラー - メ イ ン電子コ ンポーネン ト の欠

陥

- 短時間、 本デバイ スの電源を切

断し て く ださい。

21

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不

具合

- メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

コード エラータイ
プ /NA64

メッセージ / 内容 原因 手段 優先度
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706 

（W706）

警告

C

C>HistROM とデバイ スの設定

が異な り ます。

- HistROM と本デバイ スの設定 

（パラ メ ータ） が異なっていま

す。

- データ をデバイ スから HistROM

へコ ピーし て く ださい

- データ を HistROM からデバイ

スへコ ピーし て く だ さい 

HistROM と デバイ スの ソ フ ト

ウ ェアバージ ョ ンが異な る場

合、 メ ッ セージは消えません。 

データ をデバイ スから HistROM

へコ ピーする と メ ッ セージは消

えます。

- 7864 などのデバイ ス リ セ ッ ト

コード は HistROM に影響し ま

せん。 つま り 、 リ セ ッ ト を行 う

と HistROM とデバイ スの設定

が同一でな く なる こ と も あ り ま

す。

→ 取扱説明書 BA270P （デルタ

バー S）、 BA271P （セ ラバー S）、

BA332P （デルタパイ ロ ッ ト  S） の 

5.5.1 章 「設定データのコ ピー」 を

参照 く ださい。

59

707 

（A707）

ア ラーム

B

B> リ ニア ラ イ ズテーブルの

X- 値が編集限度を越えていま

す。

- リ ニア ラ イ ズテーブルの X 値が

「最小静圧」 または 「最小レベ

ル」 以下、 あ るいは 「最大静

圧」 または 「最大レベル」 以上

になっています。

- 再度、 校正を行って く ださい 

（→ 取扱説明書の 5 章を参照 く

ださい。）

38

710 

（W710）

警告

C

B> 設定範囲が狭すぎます。 許

容されていません。

- 校正値 （例 ： 下限範囲値と上限

範囲値） が互いに近すぎます。

- センサーに合わせて校正を調整

し て く ださい 

（→ 119 ページ 「最小スパン」

パラ メ ータ詳細を参照 く だ さ

い。）

51

- センサーを交換し ま し たが、

ユーザー仕様の設定がセンサー

に合っていません。

- センサーに合わせて校正を調整

し て く ださい。

- センサーを正しいセンサーと 交

換し て く ださい。

- 実施し たダウ ン ロード が不適正 - 設定を確認し、 再度、 ダウ ン

ロード を行って く だ さい。

711 

（A711）

ア ラーム

B

B>LRV か URV が編集限度を

越えています。

- 下限値、 上限値の一方も し く は

両方がセンサーの範囲限界を下

回るか、 超過し ています。

- センサーに合わせて、 下限値、

上限値の一方も し く は両方を再

設定し て く だ さい。 位置的な要

因に注意し て く ださい。

37

- センサーを交換し ま し たが、

ユーザー仕様の設定がセンサー

に合っていません。

- センサーに合わせて、 下限値、

上限値の一方も し く は両方を再

設定し て く だ さい。 位置的な要

因に注意し て く ださい。

- センサーを正しいセンサーと 交

換し て く ださい。

- 実施し たダウ ン ロード が不適正 - 設定を確認し、 再度、 ダウ ン

ロード を行って く だ さい。

713 

（A713）

ア ラーム

B

B>100％ポ イ ン ト レベルが限

度を越えています。

- センサーが交換されま し た。 - 再度、 校正を行って く ださい。 39

715 

（E715）

エラー

C

出荷時設

定 ： 警告

C> センサーが温度を超過し

ています。

- センサーで測定し た温度がセン

サーの公称温度の上限を超過し

ています （→ 120 ページ

「Tmax センサ」 パラ メ ータ詳細

を参照 く だ さい。）

- プロセス温度 / 周囲温度を下げ

て く だ さい。

32

- 実施し たダウ ン ロード が不適正 - 設定を確認し、 再度、 ダウ ン

ロード を行って く だ さい。

コード エラータイ
プ /NA64

メッセージ / 内容 原因 手段 優先度
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716 

（E716）

エラー

B

出荷時設

定 ： ア ラー

ム

B> センサーダ イ アフ ラ ム故障 - センサの不具合 - センサを交換し て く ださい。 24

- PMD70、 FMD76 ： デバイ スの - 

側または + 側が過圧状態になっ

ています （片側過圧）。

- 圧力を下げて く ださい。

717 

（E717）

エラー

C

出荷時設

定 ： 警告

C> デバイ スが温度を超過し

ています。

- 電子コ ンポーネン ト で測定し た

温度が電子コ ンポーネン ト の公

称温度の上限 （+88 ℃） を超過

し ています。

- 周囲温度を下げて下さい。 34

- 実施し たダウ ン ロード が不適正 - 設定を確認し、 再度、 ダウ ン

ロード を行って く だ さい。

718 

（E718）

エラー

C

出荷時設

定 ： 警告

C> デバイ スが温度を下回っ

ています。

- 電子コ ンポーネン ト で測定し た

温度が電子コ ンポーネン ト の公

称温度の下限 （-43 ℃） を下

回っています。

- 周囲温度を上昇させて下さい。 

必要に応じ て、 デバイ ス を絶縁

し て く ださい。

35

- 実施し たダウ ン ロード が不適正 - 設定を確認し、 再度、 ダウ ン

ロード を行って く だ さい。

719 

（A719）

ア ラーム

B

B> リ ニア ラ イ ズテーブルの

Y- 値が編集限度を越えていま

す。

- リ ニア ラ イ ズテーブルの Y 値が

少な く と も一つが最小タ ン ク測

定を下回るか、 最大タ ン ク測定

を超過し ています。

- 再度、 校正を行って く ださい 

（取扱説明書 BA274P の 5 章を参

照し て く ださい）。

40

720 

（E720）

エラー

C

出荷時設

定 ： 警告

C> センサーが温度を下回っ

ています。

- センサーで測定し た温度がセン

サーの公称温度の下限を下回っ

ています （→120 ページ 「Tmin 

センサ」 パラ メ ータ詳細を参照

く だ さい。）

- プロセス温度 / 周囲温度を上昇

させて く ださい。

33

- 実施し たダウ ン ロード が不適正 - 設定を確認し、 再度、 ダウ ン

ロード を行って く だ さい。

- センサーケーブルの接続が弛ん

でいる

- 少し待ってから接続を きつ く す

るか、 弛みを防止し て く だ さ

い。

721 

（A721）

ア ラーム

B

B> ゼロ点が限度を越えていま

す。

- 最小レベルか、 最大レベルが変

更されています。

- リ セ ッ ト  （コード 2710） し、 も

う 一度校正し て く だ さい。

41

722 

（A722）

ア ラーム

B

B>

空校正か、 満量校正が編集範

囲を越えています。

- 最小レベルか、 最大レベルが変

更されています。

- リ セ ッ ト  （コード 2710） し、 も

う 一度校正し て く だ さい。

42

723 

（A723）

ア ラーム

B

B> 最大流量が設定範囲外で

す。

- 流量測定タ イプが変更されま し

た。

- 再度、 校正を行って く ださい。 43

725 

（A725）

ア ラーム

B

B> センサー接続エラー、 サイ

クル障害

- 電磁効果がテ ク ニカルデータの

仕様を上回っています → 技術

仕様書 TI382P （デルタバー S）、

TI383P （セ ラバー S）、 TI416P

（デルタパイ ロ ッ ト  S） を参照 く

ださ い。

- 電磁効果を遮断するか、 障害源

を除去し て く ださい。

25

- センサーか、 メ イ ン電子コ ン

ポーネン ト の不具合

- センサーか、 メ イ ン電子コ ン

ポーネン ト を交換し て く だ さ

い。

コード エラータイ
プ /NA64

メッセージ / 内容 原因 手段 優先度
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726 

（E726）

エラー

C

出荷時設

定 ： 警告

C> センサー温度エラー - 範

囲超過

- 電磁効果がテ ク ニカルデータの

仕様を上回っています → 技術

仕様書 TI382P （デルタバー S）、

TI383P （セ ラバー S）、 TI416P

（デルタパイ ロ ッ ト  S） を参照 く

ださい。

- 電磁波の影響を遮断するか、 障

害源を除去し て く だ さい。

31

- プロセス温度が許容範囲外で

す。

- 温度を確認し、 必要に応じ て、

上げ下げし て く ださい。

- センサの不具合 - プロセス温度が許容範囲内であ

ればセンサーを交換し て く ださ

い。

727 

（E727）

エラー

C

出荷時設

定 ： 警告

C> センサー圧力エラー - 範

囲超過

- 電磁効果がテ ク ニカルデータの

仕様を上回っています → 技術

仕様書 TI382P （デルタバー S）、

TI383P （セ ラバー S）、 TI416P

（デルタパイ ロ ッ ト  S） を参照 く

ださい。

- 電磁波の影響を遮断するか、 障

害源を除去し て く だ さい。

28

- 圧力が許容範囲外です。 - 圧力を確認し、 必要に応じ て、

増減し て く だ さい。

- センサの不具合 - 圧力が許容範囲内であればセン

サーを交換し て く だ さい。

728 

（A728）

ア ラーム

B

B>RAM エラー - メ イ ン電子コ ンポーネン ト の欠

陥

- 短時間、 本デバイ スの電源を切

断し て く ださい。

2

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不

具合

- メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

729 

（A729）

ア ラーム

B

B>RAM エラー - メ イ ン電子コ ンポーネン ト の欠

陥

- 短時間、 本デバイ スの電源を切

断し て く ださい。

3

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不

具合

- メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

730 

（E730）

エラー

C

出荷時設

定 ： 警告

C>LRV ユーザー限度超過 - 圧力の測定値が最小圧力ア ラー

ム ウ ィ ン ド ウパラ メ ータに指定

されている値を下回 り ま し た。 

- システム / 圧力の測定値を確認

し て く ださい。

- 必要に応じ てア ラーム ウ ィ ン ド

ウの最小圧力を変更し て く ださ

い （→ 130 ページ 「Pmin ア

ラーム ウ ィ ン ド ウ」 パラ メ ータ

詳細を参照 く ださい。）

46

- センサーケーブルの接続が弛ん

でいる

- 少し待ってから接続を きつ く す

るか、 弛みを防止し て く だ さ

い。

731 

（E731）

エラー

C

出荷時設

定 ： 警告

C>URV ユーザー限度超過 - 圧力の測定値が最大圧力ア ラー

ム ウ ィ ン ド ウパラ メ ータに指定

されている値を超過し ま し た。

- システム / 圧力の測定値を確認

し て く ださい。

- 必要に応じ てア ラーム ウ ィ ン ド

ウの最大圧力を変更し て く ださ

い （→ 130 ページ 「Pmax ア

ラーム ウ ィ ン ド ウ」 パラ メ ータ

詳細を参照 く ださい。）

45

- センサーケーブルの接続が弛ん

でいる

- 少し待ってから接続を きつ く す

るか、 弛みを防止し て く だ さ

い。

732 

（E732）

エラー

C

出荷時設

定 ： 警告

C>LRV 温度ユーザー限度超過 - 温度の測定値が、 最低温度ア

ラーム ウ ィ ン ド ウパラ メ ータに

指定されている値を下回 り ま し

た。

- システム / 温度の測定値を確認

し て く ださい。

- 必要に応じ てア ラーム ウ ィ ン ド

ウの最低温度を変更し て く ださ

い （→ 130 ページ 「Tmin ア

ラーム ウ ィ ン ド ウ」 パラ メ ータ

詳細を参照 く ださい。）

48

コード エラータイ
プ /NA64

メッセージ / 内容 原因 手段 優先度
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733 

（E733）

エラー

C

出荷時設

定 ： 警告

C>URV 温度ユーザー限度超

過

- 温度の測定値が最高温度ア ラー

ム ウ ィ ン ド ウパラ メ ータに指定

されている値を超過し ま し た。

- システム / 温度の測定値を確認

し て く ださい。

- 必要に応じ てア ラーム ウ ィ ン ド

ウの最高温度を変更し て く ださ

い （→ 130 ページ 「Tmax ア

ラーム ウ ィ ン ド ウ」 パラ メ ータ

詳細を参照 く ださい。）

47

736 

（A736）

ア ラーム

B

B>RAM エラー - メ イ ン電子コ ンポーネン ト の欠

陥

- 短時間、 本デバイ スの電源を切

断し て く ださい。

4

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不

具合

- メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

737 

（A737）

ア ラーム

B

B> 測定エラー - メ イ ン電子コ ンポーネン ト の欠

陥

- 短時間、 本デバイ スの電源を切

断し て く ださい。

20

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不

具合

- メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

738 

（A738）

ア ラーム

B

B> 測定エラー - メ イ ン電子コ ンポーネン ト の欠

陥

- 短時間、 本デバイ スの電源を切

断し て く ださい。

19

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不

具合

- メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

739 

（A739）

ア ラーム

B

B> 測定エラー - メ イ ン電子コ ンポーネン ト の欠

陥

- 短時間、 本デバイ スの電源を切

断し て く ださい。

23

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不

具合

- メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

740 

（E740）

エラー

C

出荷時設

定 ： 警告

C> 計算のオーバーフ ロー、

設定の誤 り

- レベル測定モード ： 測定圧力が

「最小静圧」 以下、 または 「最

大静圧」 以上になっています。

- 設定を確認し、 必要に応じ て、

再校正を行って く だ さい。

- 測定範囲の適し たデバイ ス を選

択し て く ださい。

27

- レベル測定モード ： 測定レベル

が最小レベルに達し ていない

か、 最大レベルを超過し ま し

た。

- 設定を確認し、 必要に応じ て、

再校正を行って く だ さい 

（→ 86 ページ 「最低レベル」 パ

ラ メ ータ詳細を参照 く ださい。）

- 流量測定モード ： 測定圧力が最

大流量圧力を下回 り ま し た。

- 設定を確認し、 必要に応じ て、

再校正を行って く だ さい。

- 測定範囲の適し たデバイ ス を選

択し て く ださい。

741 

（A741）

ア ラーム

B

B> タ ン ク高さが編集限度を越

えています。

- 最小レベルか、 最大レベルが変

更されています。

- リ セ ッ ト  （コード 2710） し、 も

う 一度校正し て く だ さい。

44

742 

（A742）

ア ラーム

B

B> センサー接続エラー （ア ッ

プロード）

- 電磁効果がテ ク ニカルデータの

仕様を上回っています → 技術

仕様書 TI382P （デルタバー S）、

TI383P （セ ラバー S）、 TI416P

（デルタパイ ロ ッ ト  S） を参照 く

ださ い。 通常、 こ の メ ッ セージ

の表示は短時間と な り ます。

- 数分間、 お待ち下さい。

- リ セ ッ ト （コード 7864） し再校

正し て く ださい。

18

- センサ と メ イ ン電子コ ンポーネ

ン ト 間のケーブルが切断

- 必要に応じ て、 ケーブル接続を

確認し、 修理し て く ださい。

- センサの不具合 - センサを交換し て く ださい。

743 

（E743）

ア ラーム

B

B> 初期化中の電子コ ンポーネ

ン ト PCB のエラー

- 通常、 この メ ッ セージの表示は

短時間 と な り ます。

- 数分間、 お待ち下さい。

- デバイ ス を再起動し て く だ さ

い。 リ セ ッ ト （コード 62） し て

く ださい。

14

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不

具合

- メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

コード エラータイ
プ /NA64

メッセージ / 内容 原因 手段 優先度
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8.1.1 機器本体ディ スプレイ のエラ ーメ ッ セージ

本デバイ スが初期化中に機器本体デ ィ スプレ イの異常を検出し た場合、 以下のエラー メ ッ セージ
が表示されます ：

744 

（A744）

ア ラーム

B

B> メ イ ン電子コ ンポーネン ト

の PCB のエラー

- 電磁効果がテ ク ニカルデータの

仕様を上回っています → 技術

仕様書 TI382P （デルタバー S）、

TI383P （セ ラバー S）、 TI416P

（デルタパイ ロ ッ ト  S） を参照 く

ださい。

- デバイ ス を再起動し て く だ さ

い。 リ セ ッ ト （コード 62） し て

く ださい。

- 電磁効果を遮断するか、 障害源

を除去し て く ださい。

11

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不

具合

- メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

745 

（W745）

警告

C

C> センサーデータ不明 - センサーがデバイ スに適し てい

ません （電子センサーネームプ

レー ト ）。 本デバイ スの測定は継

続されます。

- センサーを正しいセンサーと 交

換し て く ださい。

56

746 

（W746）

警告

C

C> センサー接続エラー ： 初

期化中

- 電磁効果がテ ク ニカルデータの

仕様を上回っています 通常、 こ

の メ ッ セージの表示は短時間と

な り ます。 → 技術仕様書 TI382P

（デルタバー S）、 TI383P （セ ラ

バー S）、 TI416P （デルタパイ

ロ ッ ト  S） を参照 く ださい。

- 数分間、 お待ち下さい。

- デバイ ス を再起動し て く だ さ

い。 リ セ ッ ト （コード 7864） し

て く だ さい。

- 電磁効果を遮断するか、 障害源

を除去し て く ださい。

26

- 加圧あ るいは低圧が存在し ま

す。

- 圧力を増減し て く だ さい。

747 

（A747）

ア ラーム

B

B> センサーソ フ ト ウ ェアが電

子コ ンポーネン ト に対応し て

いません。

- センサーがデバイ スに適し てい

ません （電子センサーネームプ

レー ト ）。

- センサーを正しいセンサーと 交

換し て く ださい。

16

748 

（A748）

ア ラーム

B

B> シグナルプロセ ッ サの メ モ

リ 不具合

- 電磁効果がテ ク ニカルデータの

仕様を上回っています → 技術

仕様書 TI382P （デルタバー S）、

TI383P （セ ラバー S）、 TI416P

（デルタパイ ロ ッ ト  S） を参照 く

ださい。

- 電磁効果を遮断するか、 障害源

を除去し て く ださい。

15

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不

具合

- メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

コード エラータイ
プ /NA64

メッセージ / 内容 原因 手段 優先度

メッセージ 手段

Initialization, VU Electr. Defect A110 

（初期化、 VU 電子回路異常）

機器本体デ ィ スプレ イ を交換する。

Initialization, VU Electr. Defect A114 

（初期化、 VU 電子回路異常）

Initialization, VU Electr. Defect A281 

（初期化、 VU 電子回路異常）

Initialization, VU Checksum Err. A110 

（初期化、 VU チェ ッ ク サムエラー）

Initialization, VU Checksum Err. A112 

（初期化、 VU チェ ッ ク サムエラー）

Initialization, VU Checksum Err. A171 

（初期化、 VU チェ ッ ク サムエラー）
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8.2 エラーへの応答出力

デバイ スはエラータ イプであ る 「ア ラーム」、 「警告」、 「エラー」 を区別し ます。 
→ 表 20 「出力」 （112 ページ）、 表 31 「 メ ッ セージ」 （112 ページ） の表、 および 8.1 章 「 メ ッ セー
ジ」 （132 ページ） を参照 く ださい。

出力 A （アラーム） W （警告） E （エラー：アラーム / 警告）

電流出力 エラー時の出力モード 1、 出力オーバー

ア ラーム 1、 ア ラーム時の最大値設定 1 

パラ メ ータで設定し た出力。 → 以下に

記載する 「ア ラームの電流出力を設定」

の箇所も参照し て く ださい。

デバイ スは測定を継続し ます。 このエラーの際、 デバイ スがア ラーム

時のよ う に対処するか、 警告時のよ う

に対処するか入力する こ と ができ ま

す。 対応する 「ア ラーム」 か、 「警告」

の欄を参照し て く ださい （→ 取扱説

明書の 「ア ラーム タ イプ選択」 パラ

メ ータ詳細を参照 く ださい。）

棒グ ラ フ

（機器本体デ ィ スプレ

イ）

棒グ ラ フでは 「エラー時の出力モード 1」

のパラ メ ータが定める値を採用し ます。

棒グ ラ フでは電流値に対応する値を

採用し ます。

→ この表の 「ア ラーム」 または 「警

告」 の欄を参照 く ださい。

機器本体デ ィ スプレ

イ

- 測定値と メ ッ セージが交互に表示され

ます。

- 測定値の表示 ： －シンボルが常に表

示されます。

- 測定値と メ ッ セージが交互に表示

されます。

- 測定値の表示 ： - シンボルの

点滅

- 測定値と メ ッ セージが交互に表示さ

れます。

- 測定値の表示 ： 対応する 「ア ラー

ム」 か、 「警告」 の欄を参照し て く

ださい。

メ ッ セージ表示

- A122 のよ う な 3 桁の数と 詳細

メ ッ セージ表示 ：

- W613 のよ う な 3 桁の数と 詳細

メ ッ セージ表示 ：

- E731 のよ う な 3 桁の数 と詳細

リ モー ト 操作 

（デジ タル通信）

ア ラームの際、 「ア ラーム 状況2」 のパラ

メ ータは 「センサー未接続」 について、

122 のよ う な 3 桁の数を表示し ます。

警告の際、 「ア ラーム 状況 2」 のパ

ラ メ ータは 「シ ミ ュ レーシ ョ ンがア

ク テ ィ ブ状態です。」 について、 613

のよ う な 3 桁の数を表示し ます。

エラーの際、 「ア ラーム ステータ ス 2」

のパラ メ ータは 「URV ユーザー限度超

過」 について、 731 のよ う な 3 桁の数

を表示し ます。

1) メ ニューパス ： （グループ選択→） オペレーテ ィ ング メ ニュ→出力）

2) メ ニューパス ： （グループ選択→） オペレーテ ィ ング メ ニュ→ メ ッ セージ
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8.3 メ ッ セージ確認

「ア ラーム表示時間」 （→ 129 ページ） と 「ア ラーム確認モード」 （→ 128 ページ） の設定に応じ
て、 下記の方法で メ ッ セージを ク リ アでき ます。

機器本体デ ィ スプレ イで表示される メ ッ セージは F キーで消去する こ と ができ ます。
メ ッ セージが幾つかあ る場合、 機器本体デ ィ スプレ イは優先度の高い メ ッ セージを表示し ます
（8.1 節も参照し て く ださい）。 F キーによ り 表示されている メ ッ セージを消去する と、 次に優先
度が高い メ ッ セージが表示されます。 F キーによ り 順次 メ ッ セージを消去する こ と が可能です。
「ア ラーム 状況」 のパラ メ ータは存在する メ ッ セージすべての表示を継続し ます。

9 付録

9.1 デジ タル通信用機器本体デ ィ スプレ イ操作メ ニュー

! 注意 ! 
• 以下のページには全体 メ ニューが記載されています。
• メ ニューは選択済みの測定モード によ り 異な り ます。 これは一つの測定モード に対し て特定の

機能グループがあ る ためです。 例 ： 「 リ ニア ラ イゼーシ ョ ン」 に関する機能グループはレベル
測定モード専用と なっています （ メ ニューパス ： （グループセレ ク シ ョ ン →） オペレーテ ィ ン
グ メ ニュー → セ ッ テ ィ ング → 基本セ ッ ト ア ッ プ）。

• また、他のパラ メ ータの設定が正しい場合のみ表示されるパラ メ ータ も あ り ます。 例えば「ユー
ザー単位 P」 パラ メ ータが表示されるのは、 「圧力単位」 パラ メ ータに対し て 「ユーザー単位」
が選択された場合のみです。 これらのパラ メ ータは 「*」 で表示されます。

• パラ メ ータの詳細は取扱説明書 BA274P の 「パラ メ ータの詳細」 を参照 く ださい。 個々のパラ
メ ータの相互依存性はこ こ に詳述されています。

設定 1

1) 「ア ラーム表示時間」 と 「ア ラーム確認モード」 の メ ニ ューパス ： （グループセレ ク シ ョ ン  →） オペ

レーテ ィ ング メ ニュー → 自己診断 → メ ッ セージ

手段

ア ラーム表示時間 = 0 s

ア ラーム確認モード = off

- メ ッ セージの原因を修正し て く ださい （8.1 節も参照）。

ア ラーム表示時間 > 0 s

ア ラーム確認モード = off

- メ ッ セージの原因を修正し て く ださい （8.1 節も参照）。

- ア ラームの表示時間が経過するのを待って く ださい。

ア ラーム表示時間 = 0 s

ア ラーム確認モード = on

- メ ッ セージの原因を修正し て く ださい （8.1 節も参照）。

- 「ア ラームの確認」 パラ メ ータで メ ッ セージの確認を し て く だ さい。

ア ラーム表示時間 > 0 s

ア ラーム確認モード = on

- メ ッ セージの原因を修正し て く ださい （8.1 節も参照）。

- 「ア ラームの確認」 パラ メ ータで メ ッ セージの確認を し て く だ さい。

- ア ラームの表示時間が経過するのを待って く ださい。 メ ッ セージが

表示され、 メ ッ セージの確認前にア ラーム表示時間が経過し て も

メ ッ セージ確認後に ク リ ア されます。
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■仙台サービス
〒 980-0011  仙台市青葉区上杉 2-5-12  今野ﾋﾞﾙ

Tel. 022(265)2262　Fax. 022(265)8678

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 746-0028  山口県周南市港町 1-48  三戸ﾋﾞﾙ

Tel. 0834(64)0611　Fax. 0834(64)1755

■新潟サービス
〒 950-0951  新潟市鳥屋野 3-14-13  ﾏﾙﾓﾋﾞﾙ 3F

Tel. 025(285)0611　Fax. 025(284)0611

■名古屋サービス
〒 463-0088  名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054  千葉県市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061 岡山県倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

BA 274P/33/ja/07.07(07.08)
STAR/FM+SGML 6.0J

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部ヘルプデスク課
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。
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